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クールな社長の耽溺ジェラシー










意外な一面




【閂かんぬき建設・設計部設備課照明係　高たか塔とう小こ夏なつ】――自分の名前のプレートが置かれた席に座り、資料を見つめた私は固まっていた。

　視線のさきに書かれているのは〝コンセプト：光環境の整備と人が集まるまちづくり〟――。

「今回の〝まちなかライトアップ〟に関するプロジェクトは、私たち閂建設だけではなく、新にい野のデザイン事務所の新野夕ゆう社長をお迎えして行ってまいります」

　三十人ほどが入れる会議室で私のひとつ年上の先輩である広ひろ瀬せさんが、コの字形に組まれたテーブルの前に立ち、マイクを片手に会議を進めていく。

　普段は無駄口が多くて年齢より若い言葉遣いをするけれど、いまはしっかりした喋りで安心して聞いていられた。

「では、簡単にではございますが、私から新野社長をご紹介させていただきます」

　広瀬さんがタッチパネルになっているモニターに触れると、そこに新野社長の実績と仰々しい賞の名前がずらずらと表示された。

　彼が手がけた作品は、誰もが知る有名な建物やランドマーク、名所ばかり。その華々しい功績に、会議室に集まった関係者からは「おお」と驚きと称賛の声が上がる。

　新野社長を中心にプロジェクトを進めてほしいと依頼してきたクライアントはさすがに知っていたようで、目を丸くしている関係者たちを見て満足そうに顎あごをさすっていた。

「では、ここで新野社長にひと言ご挨拶をいただきたいと思います」

　広瀬さんが新野社長の紹介を終えると、こちらを振り向く。

　このプロジェクトは多くの企業が一丸となって進めるものだ。企業が所有する施設だけではなく、都が管理する公共施設やランドマークもライトアップの対象になるため、外部の関係者がずらりと席に並んでいた。

　一方、閂建設側のスタッフは少なく、私と前に立って話をしている広瀬さん、上司である正しょう司じ知とも幸ゆきさん、そして――。

「新野社長、よろしくお願いします」

「はい」

　広瀬さんの呼びかけに、同じ並びに座っていた新野社長がすくっと立ち上がる。外部とはいえ設計のポジションなので、閂建設側に座ってもらっていた。

「ただいまご紹介にあずかりました、新野デザイン事務所の新野夕です」

　新野社長がマイクを握ると、関係者がいっせいに注目する。多くの視線はさきほど並び立てられた実績への興味だけではなく、彼の容姿に対しても向けられているようだ。

　一八〇センチはあると思われる身長に均整のとれたスタイル……それだけでも街を歩けば十人中七人が振り返りそうなもの。

　そのうえ人柄が表れる瞳は黒目がちで芯が強そうに見え、鼻筋はスッと通っていて、爽やかな黒の短髪がその整った顔立ちを強調し、十人中十人が振り返るほどのかっこよさをつくり上げていた。

　白シャツに黒いジャケットを羽織っただけの服装もモデルみたいにきまっていて、自然と人の目を惹き寄せる。

　そんな自身の魅力に気づいているのか、いないのか。新野社長はにこりともせずに背筋を伸ばし、堂々とした態度で言葉を続ける。

「今回、閂建設さんとご一緒できるということで楽しみにしていました」

〝楽しみに〟というわりにはまったく声が弾んでいない。しかし低く落ち着いていて、これが仕事の話でなくてもつい耳を傾けてしまいそうなほど心地いい。ただ――。

「コンセプトにもありますように、光環境の整備、そして人の集まる街づくりを第一に考えて設計していきたいと思います」

〝コンセプト〟という言葉を聞いた瞬間、憂うつな気持ちに襲われる。

　照明設計においてはよくあるコンセプト。なのに、まさかその裏には私が苦手とする意味が含まれているなんて――。

　私が悶々としているなか、新野社長は自慢やリップサービスをまじえることもなく淡々と話を続け、「よろしくお願いします」とスマートに頭を下げて腰を下ろした。

　周りの関係者からは拍手にまじって「クールだね」や「いまどきのイケメンだな」など褒め言葉が聞こえてきた。

　たいていの人は好印象……とまでいかなくとも、悪い印象は抱かなかっただろう。

　だけど、私はがっかりしていた。想像していた〝照明デザイナー・新野夕〟とまったく違ったからだ。

　新野社長といえば、三十二歳にして日本のシンボル的タワーや、国のトップが参拝する神社のライトアップ、庭園や複合施設などのライティングを次々に手がけ、近い将来、国内だけではなく海外でも一番の照明デザイナーになるといわれている人だ。

　自ら立ち上げた事務所はまだ設立三年目と若いのに、新野社長に憧れる優れたデザイナーが集まり、たくさんの建築事務所から照明設計を依頼されている。

　その仕事ぶりはどれだけ受注が多くても手を抜かず、独創的で美しいという評判もあり、建築や設計とはまったく関係のない企業からもイベントのライティングを頼まれたりするほどだ。

　実は私も、新野社長が手がけるライティングに注目しているひとりだった。

　建物の構造を活かし、自然光を取り入れて設計された照明はどれも優しさにあふれていて、その美しさに心を動かされた。

　照明設計には人柄が表れると考えていた私は、彼がデザインした建物を見ながら、きっとすごく優しい人がつくったのだろう……と想像し、尊敬している正司さんに似ているのではないかとさえ思っていた。

　それなのに、こんな無表情な人だったなんて。

「それでは、会議はこれで終了です。お忙しいなかお集まりいただき、ありがとうございました」

　広瀬さんの締めの挨拶で関係者たちが席を立つ。私や広瀬さんたちにまじって、新野社長も会議室を出ていく人々を見送っていた。

　やっぱり笑顔はなく、ずっと真顔を貫いている。それなのに無愛想に感じられないのが不思議だ。……これがイケメンマジックか。

「えーっと、それじゃ、今日の締めとして俺たちだけでもう一回挨拶しますか。ていうか、俺が仕切っていいんですかね？」

　会議が終わった途端、素に戻った広瀬さんはクリリとした目で正司さんや新野社長の様子をうかがった。

「ああ、頼む」

　さきにうなずいたのは新野社長だった。

　短く答えると、正司さんを気にするようにちらりと見る。だけど、正司さんは新野社長には一切目もくれず、ノンフレームのメガネを中指で押さえると柔らかな笑みを浮かべた。

「そうだね、お願いするよ。設計については新野くん……いや、新野社長を中心に進めていくけど、打ち合わせや会議に関してはこれから広瀬くんが仕切ってくれると助かるかな」

　どことなくぎこちない笑顔を浮かべる正司さんに違和感を覚える。まるで新野社長を避けているみたいだ。

　入社十五年目の三十六歳でベテランの正司さんは、先輩風を吹かせることもなく、どんなときも同じ目線で接してくれて人当たりがいい。だから、こんな風に誰かを避けるところは初めて見た。

　もしかして体調が悪いのだろうか。

「あの、正司さ――」

「じゃ、それぞれ自己紹介を……って言っても、俺たち新野さん……じゃなくて、新野社長のこと知ってるんだよね。知らないの、こなっちゃんだけ」

　正司さんが心配で声をかけようとしたら、広瀬さんに話を振られて、つい「へ？」と間抜けな声が出た。

「そうなんですか？　いつの間におふたりは新野社長と……？」

　どこかで一緒に仕事をする機会があったのだろうか。

「四年前までここで働いてたんだ」

　答えてくれたのは新野社長だった。

「えっ……こ、ここって……閂建設で、ですか？　新野社長が？」

　思わず自分が立っている床を指差すと、新野社長は「ああ」と短く返事をした。

　閂建設は、道路や橋、ダムや上下水道などライフラインが関係する土木工事から、官公庁の施設、ビルなどの商業施設やテーマパークの設計、建設など多くの事業を行っている業界最大手の建設会社だ。

　都心に地上五十二階、地下二階建ての重厚な自社ビルを構え、従業員は全国に一万人以上、本社だけでも約四千人を抱えている。

　私や広瀬さん、正司さんはそこで照明の設計や積算を任されている。主に内勤だけど、現場の確認や打ち合わせなどで外へ出ることも多い。

　そんな自分たちと同じ場所で、新野社長が働いていたなんて思いもよらなかった。

「新野社長、俺のこと覚えてますよね？　広瀬です、一年しか一緒に仕事できませんでしたけど……」

「広瀬……？」

「いまより茶髪で、もうちょい元気で……新入社員でした」

　ふわりとセットした髪をつまみ、新野社長に説明する。

「ああ……あのチャラいやつか。毎日夜遊びしてた……」

「チャラくないです！　毎日遊んでませんから！　……ちょっと調子に乗ってたことは認めますけど」

　広瀬さんは居心地悪そうに首をすくめた。

　ふたりのやりとりを見ていると、真顔でとっつきにくい印象でしかなかった新野社長が、意外と話しやすい人なのかも……と思えてくる。

　ここで笑いでもすればもっと印象がよくなるけれど、新野社長はくすりともせず、かわりに心配そうに眉を歪めた。

「まだ、照明続けてるんだな」

「え？　はい、それは……まぁ、一応」

「そうか、よかったよ」

　よかったと口にしたわりには安心した様子もなく、たずねられた広瀬さんも不思議そうに目を丸くしていて、質問の意図を掴めていないようだった。

　もしかして、広瀬さん辞めたかったのかな？　それとも、辞めたくなるほど過酷な現場だった……とか？

　それよりも、新野社長が広瀬さんの先輩ということは――。

「正司さんは新野社長の先輩だった……ということですよね？」

　そう口にした瞬間、新野社長と正司さんがピタリと固まり、室内の温度が五度くらい下がった気がした。

　触れてはいけないことだったのかもしれない。もう、遅いけれど。

「ああ、上司だな」

　新野社長はそれだけ言うと、彼から視線をそらすように足元を見つめていた正司さんのほうを向いた。

「……お久しぶりです。まだいらっしゃったんですね」

　そう声をかける視線は威圧的で、拒絶をはらんでいるようだ。広瀬さんに投げた言葉と似ているのに、ニュアンスがまったく違っていて冷たさがあった。

　いかにも「辞めていると思っていた」と言わんばかりの口調は、そばで聞いていた私をいやな気分にさせた。

　昔の先輩に対して、そんな言い方をするなんて失礼すぎる。

　心配になって正司さんを見つめると、彼は軽く顔を上げて口元に苦笑を浮かべた。

「うん、まぁ……僕も一応続けているよ」

　曖昧な返事は、これ以上深く切り込まれないように無難に返しているみたいだった。

〝一応〟なんかじゃない。正司さんはすごくいい照明を設計し続けているのに。

　私のほうが悔しくなって、唇を噛み締めた。やっぱり、いい印象がもてない。

「それで……高塔さん、だっけ？　新入社員？」

　そう言って、新野社長は正司さんから私に向き直り、まっすぐに見下ろしてきた。

「いえ、これでも中途入社して三年目の二十七歳です」

　若くといえばいいのか、幼くといえばいいのか。年相応に見てもらえないことには慣れていた。

　身長が一五二センチと小さく、大きくクリッとした瞳はうらやましがられることもあるけれど、丸い輪郭とともに童顔を強調していて、あまり好きじゃない。

　加えて、元気が取り柄の性格。

　少しでも大人っぽく見られたくて昔から髪は胸元くらいまで伸ばし、ほんのりとブラウンに染めているけれど、色気が出る気配はいまだにない。

「中途か。三年目なら知らなくて当然だな。かすってもいない」

　子どもっぽさをからかわれたのかと思ったけれど、本当にただの疑問だったらしい。

　納得したように小さくうなずいていた。

「なんで、わざわざ前の会社を辞めて閂に来たんだ？」

「それは……」

　横目で正司さんを見る。目が合いそうになって、慌ててそらした。

「あ、憧れた建物があって……」

「へぇ、どん……」

「あっ！　そ、それに前の会社と比べてここは大きくて、いろんな経験ができるので」

　新野社長に「どんな建物か」と聞かれそうな気がしてわざと言葉を重ねる。

　言えないわけではないけれど、あまり言いたくない。私が憧れた建物は正司さんが照明設計をしたものだったから。

　入社したとき、本人に直接伝えたけれど、年月が経ってあらためて話すのは恥ずかしかった。

「閂建設にいると、建物の照明を設計するだけじゃなくて橋も道路も、公園も……今回みたいな機会だってあるので、この会社で働きたいと思ったんです」

　その気持ちも本当。面接のときのように、少し背筋を伸ばして新野社長を見上げると、真顔がフッとゆるんだ。

「そうか、熱心なんだな」

　涼しげな目元が柔らかく垂れ、ほころんだ口元から白い歯が覗く。ずっと真顔だったのに、いきなり笑顔を向けてくるなんて反則だ。しかもその笑顔のまま、顔を覗き込むように近づいてくる。

「見かけによらず、しっかり考えてるんだな」

「か、考えてるといいますか、好きなだけです」

「いいんじゃないか、それで」

　どぎまぎしている私に追い討ちをかけるかのように、さらに瞳を細める。その微笑みがあまりにもきれいすぎて、新野社長が離れてもうまく呼吸できずにいた。

　なんだか正司さんに接していたときと違う。……というより、正司さんに対してだけ態度が違う。

「仲を深めているところ悪いけど、挨拶はもういいかな？」

　新野社長のことがいまいち掴めないと思っていると、正司さんがあいだに割り込んで盾になってくれた。

「あんまり高塔さんをからかわないでもらいたいんだけど」

「し、正司さん……」

　さっきまであんなに新野社長と関わらないようにしていたのに。私を守ってくれる背中にときめいてしまう。

「からかったわけじゃないですよ」

　新野社長は不服そうに眉を寄せる。嫌悪を露わにしたその表情から目をそらすように、正司さんは腕時計を見た。

「実はこのあと打ち合わせがあるんだ。僕はそろそろ失礼しようと思うんだけど」

「あ、そうですね。コンセプト練るとか、計画とかはまたの機会にしましょう。こなっちゃん、テーブルそのまんまでいいからモニター隅にやって、ブラインド下げといて」

「はい」

　広瀬さんの指示にうなずくと、モニターを片づけてブラインドを下げた。会議室が人工的な明かりで満たされる。

「それじゃ、おさきに失礼させてもらうね。……新野社長」

　正司さんは貼りつけたような笑顔で、あからさまに語尾だけ強調した。

「社長はやめてください。前のままで結構です。広瀬も……あと、高塔さんも」

　去ろうとしていた正司さんを引き留めると、私を振り返る。

「え、わ、私も？」

　勢いよく返事をすると、新野社長はクッと笑みをこぼした。

　会議のときは笑いそうもない人だと思っていたのに、さっきから笑った顔を見ている気がする。しかもすっごく爽やかな。

「あの……そんなに返事がおかしかったですか？」

「いや、悪い。〝高塔〟って感じじゃないと思っただけだ」

「笑ったことよりそっちを謝ってください」

　これでも小柄なのを気にしている。仕事の現場で背伸びしても届かない電球に出会うたび、もう少し背が高ければと悔しい思いばかりしているのだ。

　思わずつっこんでしまったけれど、いやな顔はされなかった。

「名前、小夏だったよな？」

「そ、そうですけど」

「小夏も適当に呼んでくれたらいい。同じポジションなのに、社長なんて呼ばれたら仕事がやりにくいから」

「同じポジションって……」

　とんでもない。新野社長はリーダーで私はただのアシスタントのようなポジションだから明らかに違う。

　とはいえ、これから数ヶ月間プロジェクトを一緒に進めていくのに〝社長〟なんて呼び続けるのは堅苦しい気もしていた。なので、その気遣いはありがたかった。

「では、新野さん……と呼ばせてもらいます」

「ああ、そのほうがいいな」

　満足そうにうなずく。その表情は真顔なのに、どこか優しく見えた。




　正司さんがさきに会議室を出ると、私と広瀬さんで新野さんを下まで送ることにした。

　大きな会議が行われることが多いフロアなので、廊下は静まり返っている。タイルカーペットで足音は立たないとはいえ、歩くことにも少し気を使った。

「見送りはいい。エントランスくらい覚えてる」

「まぁまぁ、これも俺らの仕事ですから」

　エレベーターの前まで来ると広瀬さんはボタンを操作し、へらっと笑った。

「それより新野さん、今回のコンセプトってもう掴めてます？」

「まぁ……だいたい。けど、それは次の打ち合わせで話し合うんだろ」

　コンセプト……。頭の中でぐるぐるとその言葉が回り出す。

　エレベーターが到着すると、広瀬さんがドアを押さえてくれたので新野さんに次いで乗り込んだ。

　私なら、どうするだろう。どうやってライティングしようか。

「コンセプトって言っても裏のほうですよ。会議がはじまる前にちらっとクライアントから聞いちゃって。新野さんならさきに聞いてるんじゃないですか？」

「ああ、なんか聞いたな。――カップルが集まる街づくり、だっけ」

　黙って話を聞いていた私は、反射的に肩をピクリと揺らした。

　そう……今回のコンセプトは、表向きは〝人が集まる〟だけど、裏は〝カップルが集まる〟というものらしい。私が苦手とするコンセプトだ。

「あれ、冗談じゃなかったのか？」

　新野さんは本気にしてなかったのか、わずかに目を丸くした。

「本気っぽかったですけどね。メディアにも取り上げてもらいやすいですし、若者の口コミで人が集まるんじゃないかって」

　クライアントの考えでは、カップルを集めれば、その結果として人が集まる……という図式のようだ。もちろん、それを大々的に謳うと「おひとり様は？　ファミリーは？」と反感を買うので発表はしない。

「要はロマンチックにしてほしいってことなんですよね」

　広瀬さんはさも簡単なことのように呟くと、エレベーターの〝開〟ボタンを押す。いつの間にか一階に到着していた。

「小夏は？　気合い入ってたみたいだけど」

　三人ともエレベーターを降りると、新野さんが足を止めて私を振り返る。黒目がちな瞳にまっすぐに見つめられると、なにもかも見透かされそうでドキリとした。

「わ、私は……考えてもわからないので、実践しようかと」

「……実践？」

　新野さんが怪訝な様子で眉を寄せる。わかっている、バカなことを言っているのは。そして、もっとバカなことをこれから口にするということも。

「あ、あの……広瀬さん、私と付き合ってくれませんか？」

　一歩詰め寄って迫ると、広瀬さんは目と口を大きく開けた。

「は!?　俺のこと好きだったの？」

「いえ、恋愛的な意味ではまったく。でも、それくらいしないとわからないと思うんです」

　彼氏いない歴イコール年齢。仕事だけしてきたから、いまさらカップルの気持ちなんてわからない。

　もちろん、いままでだってホテルや商業施設、公園……いろんなシチュエーションで、見る人や住む人の立場を考えて設計をしてきた。

　すべてそのときの力を出し切ったので満足はしている。だけど、どれも先輩から助言をもらって手直しを重ねたもので、まだ自分だけできちんと完成させたことがなかった。

　だから、今回はちゃんとユーザーの視点に立って、求められるものを自分で掴んでいきたい――そう思った。その答えが、これだ。

　広瀬さんをじっと見ていると、新野さんがクックッと肩を揺らして笑った。

「面白いな、照明のためにそこまでするって結構尊敬する」

「う……い、いいですよ、バカにしてくださっても」

「いや、本気で言ってる。いいと思う、その真剣さ」

「えっ……」

　絶対バカにされると思っていたから、その笑顔も熱っぽい視線も不意打ちだった。

「よかったら俺が付き合うけど」

「えぇっ!?」

　その言葉も不意打ちすぎて、人目も気にせず大声で叫んでしまった。










気になる関係と素顔




「んーっ！　いい仕事できてよかった！」

　達成感いっぱいに両手をグンと上げ、紺色の空を見上げた。ここはナイター照明が明るすぎて、星は確認できそうもない。

　都心から車で一時間ほど走った場所にあるこの完成したばかりの屋外スタジアムは、海が近く、風に乗ってほのかに潮の匂いがするところだった。

　観客席には屋根がなく、天候によって試合やイベントの開催が左右されるため、老朽化で大規模な修繕工事が決まったときに開閉式の屋根も取り入れられ、いまはそれが開け放たれていた。

「やっぱり、すごい……」

　まだ芝もマウンドも整備されていないスタジアムの真ん中で、あたりをぐるりと見渡す。

　基準を満たした明るさ、マウンドを照らす均一性、まぶしすぎない投光器……さまざまな面で計算され尽くした空間ができあがっていた。屋根を閉じたときの明るさも完璧、申し分なし。さすが正司さんが設計しただけある。

「……――ちゃん、こなっちゃん！」

　完成したスタジアムと照明の美しさに浸っていると、どこからか広瀬さんの声がした。

「こなっちゃん、なにボーッとしてんの。現場確認終わり。グラウンドの整備が入るってさ」

　遠く離れた出口で、小指くらいの大きさにしか見えない広瀬さんが、全身を使って私を呼んでいる。その隣には正司さんが立っていた。

　ふたりとも会社規定の作業着を羽織り、パンツは自分のものとはいえ足元は安全靴で、頭にはヘルメットという装いなのにどこかおしゃれに見える。スタイルがいいからだろうか。

「わかりました！　すみません、いま行きます」

　手に持っていた照度計を作業着のポケットにしまい、数字を書き記した書類をしっかりと胸に抱くと、ふたりの元へ向かった。

「あー、あっつい。蒸れたー、頭ぺったんこになったし」

　スタジアムの外へ出ると、荒っぽくヘルメットを脱いだ広瀬さんは頭をくしゃくしゃと掻かいた。蒸れたというわりには、汗の匂いどころかシャンプーのいい匂いがしてくる。

「たしかに八月に長袖は厳しいね。まぁ、仕方ないことだけど」

　正司さんは丁寧にヘルメットを脱ぐと、額の汗を拭った。

　愚痴をこぼすにしてはさっぱりとした笑みを浮かべていて、色素の薄い髪は蒸れというものを一切感じさせずにさらりと流れている。

「もう、作業着脱いでいいですよね？　ホント、いくら薄手っつっても長袖とか無茶ですよ」

　広瀬さんは顔をしかめて作業着を脱ぐとＴシャツ一枚になった。夜になったとはいえ、昼間の熱をまだ引きずっていてムンとしている。私も袖をまくって、手で首元をあおいだ。

「こなっちゃん、脱がなくていいの？　暑いっていうのもあるけど、恥ずかしくね？　作業着」

「もうすぐ車ですし、いいかなって。広瀬さんこそ、いいんですか？　閂建設をアピールしなくても」

　作業着の胸元に刺し繍しゅうされている、丸くデフォルメした門構えに一本の線が描かれた社章を指差す。その下にはローマ字で小さく社名も記されている。

　スーパーゼネコンは高収入というイメージがあるのか、女性の食いつきはいいらしい。けれど現場の話が出た途端「汚い・きつい・危険」という３Ｋがつきまとい、一気に圏外へ落ちることもあるようだ。あと作業着の洗濯が面倒そう、とか。すべて広瀬さん調べ。

「社名のアピールは飲み会でしか使わないの。ったく、業者が入りすぎなんだよな」

　今日は工事が終わったばかりでたくさんの業者が入っていたので、邪魔にならないように車は近くのパーキングに停めた。そのせいで蒸し暑い夜道を三人で歩くはめになっていた。

　夜を迎えたばかりの街は多くの人であふれていて、会社帰りの人やデートをしているカップル、ガイドブックを手にした観光客もいる。そのなかを作業着で歩くのはたしかに少し恥ずかしかった。

　だけど、そんなことも周りの風景に目を向ければすぐに忘れてしまう。

　夜道を照らす街灯や、店を華やかに彩るライティングは見ているだけで心が躍り、夢中になる。

「私、夜の街を歩くのって好きです。いろんな照明が見られて」

「ホント、こなっちゃんって仕事好きだよね。新野さんが熱心って言うのもわかるわ」

　新野さん……という響きに鼓動が跳ねる。

　そういえばバカなことを言ったんだった、私。

「高塔さんは頑張り屋だからね。僕だって前からちゃんと知ってたよ」

　前を歩いていた正司さんが口元をほころばせながら振り返った。

「正司さん……」

　見ていてくれたことが嬉しい。照れくさくなって肩をすくめた。

「広瀬くんに聞いたけど……変な実践しなくても、努力していたら成果だってそのうちついてくるよ」

「あ、ありがとうございます」

　頬が熱くなるのを感じながら、ありがたいフォローに頭を下げた。

　頑張っているのは正司さんに追いつきたくて……とは口にできない。

　小さな頃から照明に興味があった……というわけではなく、建物が好きだったことや手に職をつけたくて建築を選んだ。

　大学で学んでいたときも、建築のことなら誰にも負けないと胸が張れるほど熱い想いがあったわけではない。

　だけど正司さんが照明をデザインした美術館に出会ってすべてが一変した。

　美術館自体はほかの人が設計したもので、建物の構造も素晴らしかったけれど、私が心を奪われたのはその照明。

　展示物を美しく照らすだけではなく、光源を限りなく減らして太陽光を取り入れる設計はどこまでも優しくて、こんな空間があるのかと入り口に立ったまましばらく動けなくなるほど感動した。

　正司さんの作品に出会うまで、取りつけ方や器具の違いはあれど、照明は単純に照らすだけのものだと思っていた。そんな自分の考えを覆され、すごく繊細で高いデザイン性が必要なものなのだと、正司さんが照明を通して教えてくれたのだ。

　照明を奥深くまで知りたい、誰にも負けないと胸が張れるくらい照明を好きになりたいと心から思った。

　――自分の道が決まった瞬間だった。

　その後、その美術館が照明普及会の賞を獲ったことで設計者が正司さんであることがわかり、新卒で閂建設の入社試験を受けた。

　だけど落ちてしまい、結局ほかの建設会社に就職。それでもやっぱり正司さんのもとで一緒に仕事がしたいと思い、数年経験を積んで中途採用で入社した。

　正司さんに追いつく……なんてまだまださきの話。頑張るしかない。

　ひそかに気合いを入れていると、隣を歩いていた広瀬さんがふと足を止めた。

「あ、ここ……シートがなくなってる」

　見上げたさきは、ずっと工事中で防音シートがかかっていた駅近くの商業施設だった。街の新しいシンボルともいえるスタジアムの完成に、オープンの日にちを合わせてきたらしい。どんなものができるのか、前から気になっていた。

　メディアで報道されていた建設前の予定図では、昼間のポップな色合いが強く印象に残っている。それが夜だとどうなるのか。広瀬さんと同じように目を向けると、無意識に口が開いた。

　真っ暗なビルに多彩な光が浮かんでいる。予定図からは想像もつかない夜の顔に、広瀬さんとふたりで目を凝らした。

「……すごい。あれって円柱じゃなくて板ですよね？」

　カラフルな板の中央にだけ絶妙な加減でライトが当てられ、平面の板がクリア素材の円柱みたいに見えるという配光が施されている。

「うん、そうみたい。へぇ、真ん中にだけきれいに当てたらあんな感じになるのかー」

「昼間は太陽が当たってカラフルな平面が強調されるんでしょうか。面白いなぁ……誰が照明の設計したんでしょうね」

　報道を見たときは発表されていなかったけれど、同じ業界にいるし知っている人もいるかもしれない。それこそ正司さんくらいの人ともなると他社とも関わりがあるし。

「正司さん、この設計って……」

　話しかけようと正司さんのほうを見ると、建物をにらみつけるように見上げていた。声をかけるのもためらうほどの表情に、続く言葉が出てこない。

「あ、あの……正司、さん？」

　恐る恐る呼びかけると、私に気づいた正司さんはすぐにいつものさっぱりとした笑顔になった。

「すまない、管理から電話みたいだ。さきに車に戻ってるから、思う存分眺めてからおいで」

　取り繕うように胸ポケットからスマホを取り出すと、その場を去っていく。

「えっ、正司さ……」

　電話というわりにはすぐにスマホをポケットにしまい直していた。電話なんて嘘で、ただここから離れたかったんじゃないかと勘ぐってしまう。

「いいじゃん、もうちょっと見ようよ」

　去っていく正司さんを呆然と見ていた私に、広瀬さんが声をかけてくれる。

「……そう、ですね」

　誘いにうなずくと、もう少しだけ建物を眺めることにした。

「こなっちゃんの言うとおり、街を歩くのもいいな。こういう新しい技法に出会える」

「楽しいですよね。技法はもちろんですけど、この照明を設計した人はどんな人なんだろうって考えるのも面白いです」

　正司さんのことは気がかりだったけれど、いまは目の前の建物に夢中になり、設計者に想像を巡らせる。ユニークな人だろうか。それとも繊細な人だろうか。

「私だったら窓枠を照らすくらいしか思いつかないなぁ」

「それは昔の俺だな」

「えっ？」

　聞き覚えのある低く落ち着いた声がして振り返ると――。

「に、新野さん……！」

　くっきりとした二重に深く黒い瞳が、私を見下ろしていた。Ｔシャツにジャケットを羽織り、タイトなパンツというシンプルな格好が彼の魅力を引き立てている。

「この近くが現場か？」

「そこのスタジアムですよ。さっき現場確認が終わって」

　広瀬さんは偶然の再会に人懐っこい笑みを浮かべた。

「へぇ、小夏も担当だったんだな」

　ちらりと向けられた視線にこの前のことを思い出して、緊張してしまう。

「は、はい。新野さんはここが現場ですか？」

「ああ、照明だけな。立地も建物の設計もいいし、やりがいがあった」

　ビルを見つめ直す新野さんは満足げに口角を上げていた。達成感に満ちた顔はかっこよくて、思わず見つめてしまう。

「いいですね」

「いい？　なにが？」

「とても満足そうにされているので。いつか私も、なにかをやりとげて新野さんみたいに笑いたいです」

　だからこそ、いまを頑張っている。

　憧れと羨望の入り混じった気持ちを伝えると、新野さんに苦笑されてしまった。

「やっぱり熱心だな。外見と違う」

「が、外見!?」

「こなっちゃん、見た目はかわいい女の子なんですけどね。中身は男顔負けというか」

　広瀬さんまで参戦して私をからかってくる。

　なにそれ。もういっそ色気を出そうと伸ばしていた髪を切って、ボーイッシュに振り切ったほうがいいんだろうか。

「閂に飽きたら俺の事務所に来たらいい。俺と似た設計するみたいだし、ちょうどいい」

　さらっとスカウトされたけれど、たぶんこれは冗談だろう。

「似ているなんてとんでもないです。私はただ新野さんの設計が好きなだけで」

「俺の？」

　新野さんは不思議そうに首をかしげ、わずかに眉をしかめる。

　彼を優れた照明デザイナーだと称える人は多いし、本人も人から憧れの眼差しで見られることに慣れていると思っていた。なのに、どうやら自分の評価に気づいていないらしい。というか、興味がないのだろうか。

「はい、すごく好きです。新野さんの作品をたくさん見て、研究しましたから」

「そうか」

　たったひと言なのに、すごく嬉しそうにしているのが微笑から伝わってきた。

　心の中で、でもやっぱり私の一番の憧れは正司さん……なんて思ってしまったことに申し訳なくなり、なんとなく目をそらす。すると。

「……ここ、崩れてる」

「え？　わっ……！」

　大きな手で頭のてっぺんをスルリとなでられた。思いもよらぬ行為に動揺して、肩をびくんと大きく揺らしてしまう。

「ヘルメット脱いだときに乱れたんだろうな。……ん、ちょっとマシになった」

　うなじあたりでひとつに束ねた髪の頭頂部分が崩れていたらしく、なでつけて直してくれた。たぶん、また髪はひょっこりと出てくるだろうからあとで結び直そう。

「あ、ありがとうございます」

　気恥ずかしくてやっぱり顔を上げられずにお礼を言った。昼間の暑さが戻ってきたみたいに頬が火照り出し、全身が熱くなる。

「襟も折れてる。直したほうがいい」

「あっ……」

　自分で直すより早く、首裏の襟を整えてくれた。

「うっわ……新野さん、モテるでしょ？」

「なんでそうなる」

　冗談まじりでたずねる広瀬さんに、新野さんは真顔でハテナマークを浮かべた。

「いやいや、無自覚イケメンって罪ですよ。それとも、この前の話……やっぱり付き合うことになったんですか？」

　広瀬さんはニヤニヤと笑いながら、私と新野さんを交互に見てきた。

「ち、違います。付き合いません」

　そう。この前の『よかったら俺が付き合うけど』というありがたい申し出に、私は『一緒に下見してもらえるだけで十分です』とお断りを入れた。

　そもそも、広瀬さんとも本気で付き合うのではなく、下見をしながらデートというものを教えてもらおうと思っただけだった。本当に彼氏を求めたわけではない。

「下見は来週だな。また連絡する」

「はい、よろしくお願いします」

　男性とふたりでいたら、どういう街並みだと歩きたいと思うか、どこで立ち止まりたいか……いろいろ見えてくるかもしれないと思うと、楽しみではある。

　笑顔でうなずき、この前挨拶のときに交換した名刺を思い出す。新野さんのそれは、白地に黒一色で文字が印刷されていて、服装と同じくシンプルで彼らしかった。

「そういえば、さっきまで正司さんも一緒だったんですよ。呼びましょうか？」

　広瀬さんはズボンのポケットから素早くスマホを取り出した。けれど、新野さんは軽く首を振る。

「いい。会いたくない」

　あまりにもはっきりとした返事には、嫌悪が存分に含まれていた。

「ま、この前会いましたし、これからいやになるくらい顔も合わせますもんね。しかも昔とはいえ、上司ですし」

　新野さんの嫌悪が伝わっていないのか、広瀬さんはスマホをあっさりとポケットにしまい直した。

　いくら、広瀬さんの言うとおり昔の上司だから会いたくないという理由だとしても、拒絶するような言い方はいやな気分になる。

　あの正司さんに会いたくないって。それに、なんで正司さんだけそんなに避けるのか。

「お話し中すみません。社長、よろしいですか？」

　話をしていると、建物の中からヘルメットをかぶった若い男性が現れた。

　首から下げたネームプレートには新野デザイン事務所のロゴマークが描かれている。部下にはちゃんと〝社長〟と呼ばせているみたいだ。

「ああ、いま行く」

　男性に返事をすると、壁のそばに置いていたヘルメットを手に取った。

「それじゃ、小夏……また来週」

　瞳を細め、私に笑いかける。その表情は柔らかくて、正司さんを拒絶したときの新野さんとはかけ離れていた。

「お疲れさまです！」

　大きな背中に向かって声をかけると、私と広瀬さんも正司さんが待つ車まで戻ることにした。




「あ、そろそろ打ち合わせ……」

　翌日、オフィスで設計をしていた私は、パソコンに表示された時計を見て手を止めた。これから広瀬さんや主任の瀬せ那なさんと一緒に打ち合わせがある。

　荷物を持って廊下に出ると、ひとつ上の階にある会議室へ行くために階段へ向かった。エレベーターを待つより早い。

　早足で歩いていたら、廊下から階段へつながる扉を開いたとき、誰かの話し声が聞こえてきて思わず立ち止まった。

「今回のプロジェクトから外してもらえませんか？」

　耳馴な染じみのある声に、持っていた図面ケースを落としそうになる。――この声、正司さんだ。

「離れたいって……街のライトアップのやつだよな。この前、一回目の会議があったところだろ？」

　扉からそっと顔を覗かせて踊り場を見下ろすと、正司さんと一緒にいるのは設計部の部長である笹ささ部べさんだった。彼も私たちと同じ照明を担当している。

　ふたりは昔、笹部さんが正司さんの教育担当をしたこともあって仲がいい。だけど、いまは飲みの誘いなどといった話ではなさそうだ。

「どうした、昔の後輩と仕事するのがいやか？」

　笹部さんの口調は軽いものの、どこか正司さんへの思いやりも感じられる。彼の温かみのある人柄を知っているからかもしれない。

「そうじゃないですよ、僕は誰と仕事したってかまわないんです。ただ、新野くんがやりにくいだろうと思って」

「新野がそういうの気にするタイプかよ」

　私から見てもそういう繊細なタイプには見えなかった。だけど、新野さんが〝やりにくい〟ではなく〝いやだ〟ということなら話は別だ。私には理解できないけれど、彼は正司さんをあまり好きではないようだった。

「まぁ、そうですね。僕が気を遣いすぎかな」

　曖昧に笑う正司さんはまだなにか言いたそうにも見えた。

　昨日から様子がおかしい気がしていたけれど、まさかここまで思い詰めていたとは。

　私は憧れの正司さんと、気になっていた新野さんと一緒に仕事ができることをすごく楽しみにしていたのに。ひとりだけ舞い上がっていたのかもしれない。

　ショックを受けていると、作業着に入れていたスマホが震えた。もうすぐ打ち合わせの時間だと知らせるアラームだった。会議室に行かないと。

　まだ話を続けているふたりにうしろ髪を引かれたけれど、階段はやめてエレベーターで向かうことにした。




　打ち合わせは順調に進み、予定どおりの時間に終わった。

「高塔さん、こっちにテーブル片しておいてもらえる？」

「はい」

　主任である瀬那さんから指示をもらい、折りたたんだ会議テーブルを隅に動かす。

　……そういえば、瀬那さんって新野さんの在籍期間とかぶってるんだ。

　女性らしい繊細なデザインでさまざまな建物の照明を設計し、いろんな賞も獲っている三十歳。旧姓のまま仕事をしているけれど、社長の閂蒼そう一いちさんの奥さんだったりもする。

　漫画でしか見たことがないシンデレラストーリーのヒロインは女性社員の憧れの的まとなのに、気取ったところがなくて、服装も着飾らず動きやすい格好をしている。仕事が大好きな人だ。

「あの、瀬那さんって新野さんのこと知ってますか？」

　デスクの上で書類を揃えている瀬那さんに声をかけると、ボブの髪を耳に掻き上げてこちらを振り返った。その左手の薬指にはまぶしいほどに輝く指輪がはめられていた。

「新野社長？　知ってるよ。ふたつ上の先輩だったし、一緒に仕事もしてたからね」

　新野さんのことを思い出しているのか、少し遠くを見ながら穏やかな笑みを浮かべた。

「どんな方でしたか？」

「とにかく仕事ができる人だったよ。私が入社した頃にはすでに大きな建物の設計に参加していて、勉強のためについているだけじゃなくて、ちゃんと意見を言ってた。私もああなれるのかなって思ってたら全然違って、そのときにあらためて新野さんの才能を感じたかな」

　書類を揃え終えた瀬那さんが席を立つと、広瀬さんもパソコンを手に立ち上がった。

「俺も一年しか仕事してないですけど、新野さんのセンスのよさは記憶にあります。けど、まさか独立するとは思いませんでしたね」

「私も。そんな野心がある風には見えなかったよね。……って、広瀬くん、自分の荷物忘れてる」

「やべっ、すんません」

　謝る広瀬さんに瀬那さんは「いつになったら成長するの」と口を尖とがらせつつ、荷物を持ってあげていた。

「新野さんって……正司さんとは仲よかったんですか？」

　廊下に出てエレベーターを待っている間に、もうひとつだけ気になっていたことをたずねてみる。

「どうかな？　正司さんはあのとおり誰にでも愛想いいけど、新野さんは一匹オオカミって感じで誰にも懐かないタイプだったから」

　なんだ、いまと変わらない感じか……。

「あ……でも、先輩として尊敬はしてたんだろうね。センスが似てたから」

「センス……」

　仲がいいエピソードもなければ、悪かった話も出てこない。

　周囲からはいたって普通の先輩後輩に見えていたみたいで、新野さんが正司さんを嫌う理由はわかりそうにもなかった。




「……そろそろいいんじゃないか？」

　戸惑いがにじんだ新野さんの声が聞こえてきて、カメラの小さなモニターから視線を上げた。気がつけば、同じ風景が何枚も保存されている。

「わかりやすいアングルが数枚あればいいだろ。写真集を出すわけじゃない」

「す、すみません」

「謝らなくていい。それより計測もできたし、次の現場に行くか」

　怒るでもなくあきれるでもなく、あいかわらず真顔の新野さんに続いて、私も慌てて歩き出す。

　今日は約束していた現場の下見に来ていた。

　乗り換えに便利な駅がある街なかにはオフィスビルが建ち並び、スーツにカバンを手にしたビジネスマンや品のある服に身を包んだキャリアウーマンが、ギラギラと照りつける日差しの下を歩いていた。

　ビルが多くても、小さな公園も見晴らしのいい場所もあるのに、街歩きを楽しんでいるような人はいない。当然、クライアントが求めているカップルも見当たらなかった。

　動きやすさ重視で色気がないとはいえ、カジュアルな格好をした私たちは、もしかしたら周りから唯一のカップルに見えているかもしれない。

「……で、俺と歩いてなにかわかったか？」

　新野さんが見下ろしてくる。歩幅を合わせてくれているのか、身長差があるのにぴったりと隣に並んでくれていた。

「正直、まだなにも掴めてません」

　というか、実は新野さんと正司さんの関係が気になってしまい、照明についてはじっくりと考えられていなかった。

「恋人っぽくしたらいいのかもな。……腕でも組むか」

「いっ、いいです、遠慮します」

　ためらいもなく腕を出してきたから、焦って距離をとった。

「残念だな。……ま、したくなったらいつでも言ってくれたらいい。協力する」

　頬をゆるめると、私の頭を軽くなでた。

　これだけでも十分カップルっぽい気がするんだけど、私の経験値がないだけだろうか。それとも、新野さんが意識してなさすぎるだけだろうか。

「暑いし、ちょっと休憩しないか？」

「あ、はい」

　現場を歩き回っていたこともあり、ちょうど疲れを感じていたところだった。

　近くにカフェがあったのでそこへ入ると、お昼のピークを過ぎた店内は空いていて、すぐに席へ案内してもらえた。

「はぁ……おいしい……」

　注文したアイスミルクティーを喉へ流し込むと、強い日差しでオーバーヒート気味だった体が落ち着きを取り戻した。

「さっきのデータ、あとで送ってくれ。あ、写真は適当なやつだけ頼む」

「う……わ、わかりました」

　街のライトアップは夜だけでも、建物の中は昼間も照らすので、さっきは下見をしながら周辺の建物の状況や太陽の位置、明るさなどを調べていた。写真はちょっと撮りすぎたけれど。

「仕事の話はもうヤメだな。休むときは休んだほうがいい」

　そう言って、新野さんは疲れをほぐすように首を回した。

　……休憩中のいまなら正司さんとの関係を聞いてもいいだろうか。

　目の前の席でアイスコーヒーを飲んでいる新野さんをちらりと見ると、グラスを手に、ストローを咥えてごくごくと喉仏を上下させていた。男らしくて不覚にも胸がドキリとする。

　いやいや、これは男性に慣れてないせいだ。

「どうした？」

　視線に気づいた新野さんがじっと私を見る。

「い、いえ」

　あ、正司さんのことを訊きくチャンスかも――と思ったけれど。

「か、影が……」

「影？」

「新野さんに、いい感じにライトが当たって……影がきれいだなって」

　モゴモゴと口ごもる。鼓動に邪魔されて言葉が出なかったというのもあるけど、やっぱり訊けない。触れちゃいけない気がする。

「そんなところまで見るのか。仕事しすぎだ」

　新野さんはクッと短く笑うと、グラスをテーブルに置いて背もたれに体を預けた。あきれているようで、でもちょっと楽しそうに見える。面白がられているのかもしれない。

「よく影を見なさいって言われるんです。それで、つい」

「……ああ……正司さんか」

　少し間を置いて、伏し目がちに呟く。

　新野さんの言うとおり、照明は照らすことと同時に〝影をつくる〟ことであると教えてくれたのは正司さんだった。

　彼の名前が出ると、新野さんの表情は暗くなった。それがどうしてなのか、わからなくてモヤモヤする。

　まだ一時間ほどしか一緒にいないけれど、仕事に対して真摯なのがよくわかった。いろいろなところで持ち上げられているのに、おごったところも見られない。

　新野さんは悪い人じゃない。なのに、どうして正司さんにだけ突っかかるんだろうか。……やっぱり、訊いてみたい。

「やっぱり、訊きたいことがあるんだろ」

　そう考えていると、新野さんが私を見つめてきた。まっすぐな瞳と目が合った瞬間、火花が散ったみたいな衝撃があり、逃れられない視線にうろたえてしまう。

「えっ、そ、そんなことは……」

「そうか？」

　言葉よりも視線で訊き返される。感性が鋭い人は勘も鋭いのか。

「あー……えっと、さっきの場所はどんな感じにするか、イメージは浮かんでいるんですか？」

「……訊きたいこと、それじゃないだろ」

「う……」

　やっぱり鋭い。

　ふたりの間になにかあるというのは、勘が鈍い私にもわかっていた。とはいえ、ストレートに訊けるはずもない。

「そ、その……どうやったら相手が求めるものを掴めるんでしょうか」

「……いま、小夏がやってるんじゃないか？」

「そう、なんですかね」

　クライアントが求めるものを掴みたくて、新野さんとふたりきりで下見をしている。デートという甘い雰囲気がないとはいえ、協力もしてもらっているのにまだ掴みきれていない。

「ま、そんな簡単にうまくいくもんじゃない。何回もやり直して、完成するものだろ。だから……小夏のそういう姿勢はいいと思う」

　新野さんは私を見つめて優しく微笑む。いつもとは違う柔らかな表情に、胸がきゅっと苦しくなった。なにこれ。

「に、新野さんも何回もやり直すんですね」

「当たり前だろ。何回も繰り返して……いいものができたと思ってクライアントにプレゼンしても、通らないことだってある。いまでもだ」

「いまでも……」

　クライアントから指名されるほどのデザイナーになっても、有名な事務所の社長になっても、まだ提案が通らないこともあるなんて。

　世に出ているものは素晴らしい設計だから採用されているだけで、きっと見えないゴミ箱にはたくさんの描き直した設計図が入っている。その努力を、同じ仕事をしているなら察するべきだった。

「……すみません」

「なんの謝罪だ」

　新野さんは気にした様子はなく、困ったように笑っていた。




　カフェから出ると、再び照りつける日差しの下を歩く。ゆっくり足を進めているのに、それでも汗が噴き出てきた。

「あの……ありがとうございました。お話、すごく励みになりました」

「……そんなつもりでしたんじゃない」

　頭を下げると、新野さんはくすぐったそうに首裏を掻いていた。最初は真顔のイメージしかなかったのに、今日だけでいろいろな表情を見ている気がする。

「新野さんも、何度もやり直していまのポジションを掴んだんですね」

「いまのポジション？」

「照明デザイナーの若手ナンバーワンというポジションです。新野さんが載っていた雑誌の見出しにもそう書かれていましたよ」

　いまはまだ〝若手〟という括りだけど、それもすぐになくなるだろう。それくらい、話題になっている。だから本人も自覚があると思ったのに、新野さんは怪け訝げんそうに眉を寄せた。

「そんなもの、なった覚えがない」

「覚えがなくてもなってますよ。いやですか？　若手で一番」

「ああ、いやだな。なりたいと思ったこともない。一番ってことは、一番上だろ？　誰かがつくった光を見て面白いと思いたいし、新しい発見がしたいのに……それを感じなくなるなんてつまらないだけだ」

　ため息まじりに話す新野さんに、思わず首をかしげてしまう。

「一番がつまらないって……新野さんって不思議な人ですね」

　もっと新野さんの立場になって考えればわかるのだろうか。新野さんの感覚を理解したいのに、全然わからない。

「そうか？　わかりやすいと思うけどな。光には興味あるけど他人には興味ないんだ」

「なるほど」

　無愛想ではっきりとした新野さんらしい考え方に頬がゆるむ。

「なんで笑う」

「あまりにも新野さんらしくて」

　笑いが堪えきれなくて肩を小刻みに揺らしていると、新野さんもあきれたようにフッと笑みを漏らした。

「俺らしくて笑う……って、結構失礼だけどな」

「すみません、でもいい意味で笑ってます」

「なら、いい」

「いいんですか？」

　もっと怒られるかと思っていたので、きっぱりと言い放たれた言葉に肩の力が抜ける。新野さんを見上げると、目尻に優しいシワを刻んでいた。

「あんまり人を笑わせたことがないから、気分がいい。……それに小夏の笑顔もかわいいし」

「え、えっと新野さん？」

「他人に興味ないけど、小夏にはあるかもしれない」

「へっ!?」

　言われ慣れていない言葉に、不覚にも声が裏返ってしまう。

　そんな私に気づいているのかいないのか、新野さんが「あっち行くぞ」と指差すので、隣に並んでうつむきながら歩いた。

　火照った顔がこれで少しでも落ち着いてくれないだろうか。

　しばらく歩き続け、気がつけば現場からかなり離れたところまで来ていた。

「このあたりからの様子もカメラで撮ってくれ。あ、写真集をつくらない程度に頼む」

　遠くから対象物を見ることもライトアップには欠かせないことだ。

「わ、わかってますよ」

　新野さんから飛び出した甘い言葉と彼の優しい笑顔がまだ耳と目に残っていて、シャッターを押す手が少しだけ震える。

「今日、新野さんと来られてよかったです。ここに……純粋に遊びに来たいと思う人を増やす。それが今回の仕事だってあらためて気づきました」

　真昼の景色を眺めながら、ライトアップされた夜の街並みを想像する。

　カップルと聞いたときはどうしようかと思ったけれど、難しく考えずに、私らしく〝人が集まる〟照明にしたらいいんだと感じた。

　ダメならやり直せばいい。何度でも。

「ま、どんなに考えたってライトアップ期間中は人も増えるだろうけど、終わればいつもどおりだろうな」

　私の想い……というより、そもそものコンセプトが見事に砕かれる。

「えっ、そんなあっさり……」

「それでもこの企画でいい思い出ができれば、また足を運びたいと思う人も出てくる。そういう人がひとりでも多くできて、結果少しでも増えてくれればいい」

　新野さんの言葉には裏表がなくて、現実的だけど温かさがあった。

　最初に会ったときは、この無愛想な人が本当に新野デザイン事務所の社長かと疑ったし、がっかりもしたけれど、照明のイメージどおりの人だった。

　理想を押しつけるのではなく、いつだって誠実に人のことを考えている。

「新野さんって……優しいですね」

　ずっと私に歩幅を合わせてくれたことも、腕を組もうとしてくれたことも、全部含めて根が優しい。

「言われたことないな」

　軽く口元をほころばせた新野さんは、なんだか嬉しそうに見えた。

「それより暑くないか？」

　八月の太陽が降り注ぐ外はアスファルトの照り返しが強く、近くの建物は地面に濃い影をつくっていた。

「いえ、それが思ったより暑く……って、新野さんが日よけになってくれてますよ」

　よく見ると私の影はすっぽりと新野さんの影に覆われている。

「小さいな」

「色気がないって言われます」

　主に広瀬さんに。冗談めかして拗ねてみせると、新野さんは頭にポンと触れてきた。

「かわいいけどな」

「ま、またまたぁ……」

　長い指が私の髪をスルリとなぞる。

　やたら手慣れた仕草に、案外たらしかも？なんて勘ぐってしまう。女性を口説くようなタイプに見えないのに。

「あの、からかってますか？」

「いや、まったく。まぁ、そう思いたければ思えばいい」

　甘い言葉をくれたかと思ったら、あっさりと突き放される。計算されていない強弱は本気かどうかわかりづらい。

「思いたければ……って、子どもっぽく思われることが多いのでつい疑ってしまって」

「そういうことは気にするな。さっきの〝かわいい〟もそういう意味で言ってない。少なくとも俺には子どもとして見えそうにないな」

　まっすぐに見つめられると勘違いしてしまいそうだった。……たぶん、頭が動いていない。全部暑さのせいだ。

「え、えっと……それよりも仕事を……」

「この腰のラインとかかなり好みだし」

　薄手のジャケットの上から腰をやんわりとなでられる。

「っ、に、新野さん!?」

「いい体してると思う」

「ふ、ふざけないでくださいっ！　仕事っ！　ちゃんとしてください！」

　この人の言葉に裏も表もないことは知っている。だからこそ、動揺してしまう。

「ふざけてないけどな」

　余裕の笑みを浮かべる新野さんに、私の胸はまた大きく跳ね上がっていた。










思わぬ雨と告白




「テーブルはこの配置でイスもあるし、資料も揃ってる……と」

　ブラインドを調節して太陽の明かりをちょうどいい角度で取り入れ、ホワイトボードを正面に持っていく。今日はクライアントをまじえての打ち合わせなので、会議室の準備をしていた。

「正司さん、打ち合わせ間に合うのかなー」

　広瀬さんが腕時計に視線を落として心配する。正司さんはほかの会議があって、準備には間に合わないけれど打ち合わせには参加できる予定だった。

「まぁ、まだ時間ありますし」

　テーブルにペットボトルのお茶と紙コップを用意して壁の時計を見ると、打ち合わせがはじまるまでまだ余裕があった。

　効きすぎていた冷房を調節し、席に座って資料でも読み込んでいようかと思っていると、持ち物をテーブルに並べていた広瀬さんが「やべっ……」と苦々しく呟いた。

「自分の資料忘れた。こなっちゃん、俺ちょっと取ってくるわ」

「はい……って、行っちゃった」

　みんなと同じものではなく、説明するためにいろいろと書き込んでいる自分用の資料を忘れたらしい。こちらの返事を聞く前に広瀬さんは廊下へ飛び出し、慌ただしい足音がフェードアウトしていく。

　室内にひとりになると静かすぎて妙に落ち着かなくなる。打ち合わせ前で緊張しているせいかもしれない。

　気を紛らわせようと、出入り口近くの席に座って資料をめくった。

　こうしていると、絵本のページをめくるように、これからはじまる新しいことにわくわくしてくる。設計図を手にしたら、どんな素敵なライティングが完成するだろうと頭の中で次々に映像が組み立てられていくのだ。

　この仕事が好きなんだ……なんてあらためて実感していると背にしていたドアが開いた。

「あれ？　早かったですね」

　てっきり広瀬さんだと思って振り向くと、まったく違う人が入ってきた。

「そうか？　わりと時間どおりに来たつもりだけどな」

「に、新野さん……！」

　ゆらりと大きな影を揺らして中へ足を踏み入れる。距離が詰まるのを感じ、慌てて立ち上がると早足で会議室の隅へ逃げた。

「……なんでそんなに離れるんだ？」

「前科があるからですよ！」

　怪訝そうに眉を寄せる新野さんをキッとにらみつける。

　この前、ふたりで下見をしたときになぜか『かわいい』と褒められ、腰までなでられた。もしふざけていなくてもあれはセクハラだ。

「前科……？」

　新野さんが不思議そうに立ち尽くしていると、うしろからヒョコッとゆるいパーマがかかった頭が現れる。今度こそ広瀬さんだ。

「あ、新野さんお疲れさまです。なんで入り口に立ってるんですか？　中、入りましょうよ」

　大きな彼の影から会議室へと体をねじ込むと、軽い口調で新野さんを中へ誘い、会議室の隅にいる私を見て目を丸くした。

「え？　なんで、こなっちゃんはそんなとこいんの？　遠くね？」

「新野さんに訊いてください」

　原因は新野さんだと訴えるように視線を投げるものの、彼は覚えがないとばかりにキョトンとしていた。

「新野さん、なんでですか？」

「さぁ、わからない」

　広瀬さんの問いかけに、平然と肩をすくめる。

　私の腰を触ったことなんて、もう忘れたのだろうか。それとも、あんなの触ったうちにも入らないとか？

「セ、セクハラしたじゃないですか！」

　声を荒げると、新野さんではなく広瀬さんが慌て出した。

「セクハラ!?　ちょ……コンプラ部に報告……って、その前に新野さん、なにしたんですか？」

「小夏の腰のラインが好みだったから触っただけだ」

「はい、アウトッ！」

　悪びれる様子もない新野さんに、さすがの広瀬さんも声を上げた。ホント、アウトだ。

「……いいランプシェードがあったら触って確かめたくならないか？」

「ちょ、なんの言い訳してるんですか!?」

　真顔で広瀬さんに同意を求めようとしている。そんな新野さんの行動は信じられないけれど、広瀬さんも腕を組んで「うーん」と悩み出したのでそれも信じられない。

「えー、それ言われますとねぇ、触りたくもなるような……」

　ひどい、私を守ってくれるんじゃなかったのか。私のなかの広瀬さんの好感度は急降下だ。もう、ゼロ。マイナス。

「いいえ！　シェードはどんな明かりをつくり出すか離れたところから眺めるべきですよ」

　先輩だとか売れっ子照明デザイナーだとかは関係ない。いまは体を触った、触っていないの話をしているのだ。

　胸を張って抗議すると、新野さんはじっと私を見つめてきた。

「そうか、じゃあ眺めることにする」

「し、視線！　腰を見ないでくださいっ！」

　ただでさえ心まで見透かしそうなのに、その視線に耐えられるはずがない。

「新野さんって冗談かどうかわかりにくいんですから……」

　どんな顔をしていいかわからず瞬きを繰り返す。気のせいか頬まで熱くなってきた。

「面白いな、小夏は」

　私を見つめたまま、クッと短い笑みを漏らした。電球が切れたと諦めた瞬間、やっぱりついたときのような不意打ちの笑顔は優しくて、初めて見るわけじゃないのに惹きつけられた。

「表情がコロコロ変わるからつい目がいく。ライトを見るより面白いかもしれない」

「か、顔も見ないでください」

　両手で顔を隠すと、新野さんが軽く笑みを漏らす気配だけが伝わってきた。

　これからこの人と顔を合わせることがたくさんあるのに、この調子でやっていけるのだろうか。まっすぐな視線の裏ではどんなことを考えているのか、つねに気になってしまいそうだ。

　隅っこで立ち尽くしていると、私を裏切った広瀬さんが素早くこちらへやってきて、新野さんに背を向けるようにしてこっそりと耳打ちしてきた。

「ちょ、こなっちゃん。新野さん、やばい。あれ、天然たらし？　超タチ悪い」

　ですよね、本当にタチが悪い。

「ふたりで現場へ行ったときは〝かわいい〟って二回くらい言われました」

「ウソっ。あの顔で言われたらたいていの女子は一発で落ちるよなー。ずるいなぁ、イケメン」

　自分もかなり整った顔をしているのに、悔しそうに唇を尖らせた。

　ただ、恐らく広瀬さんは自分がイケメンだと自覚しているので、新野さんのように軽々しく〝かわいい〟なんて言わない。

　自意識過剰でもうぬぼれでもいいから自覚しているほうがいい。自分の魅力に気づかずに無自覚で甘いことを言うなんて、言われたほうは真意が掴めなくて困る。

「けど、ここで働いているときはそういうこと言うタイプじゃなかったんだけどね。変わったのかな。もしかして、こなっちゃんにだけ……」

「広瀬さんまで私をからかわないでください！」

　これ以上からかわれたら、意識してしまいそうだった。ただでさえ、私も新野さんが冗談を言うタイプだと思っていなかったので、余計に勘違いしそうなのに。

　でも……もしかしたらよりリアルなカップルを演出しようとしてくれていたのかもしれない。それなら、優しいなと見直してしまう。

　本当のところはどうなんだろうと打ち合わせ前にこんなことばかり考えていると、静かに開いたドアから正司さんが入ってきた。

「ご苦労さま。準備できなくて悪かったね」

　正司さんを目の前にすると、一瞬で頭が仕事モードに切り替わる。

「お疲れさまです。もうすぐクライアントもいらっしゃる予定です」

　やっぱり、新野さんのことを考えている場合じゃない。この人が目標で、私の一番だ。

　背筋を伸ばして挨拶をすると、正司さんは穏やかに微笑んでくれた。その笑みが少しだけ強張っているように感じたのは『プロジェクトから外してほしい』と言っていたところを見てしまったせいだろうか。

「ああ、ありがとう。気合い入れていこうね」

「はい」

　大きくうなずき返すと、正司さんはそばに座っていた新野さんを見た。

「……新野くんもお疲れさま」

「お疲れさまです。よろしくお願いします」

　新野さんはいつもながらの考えが読めない表情で頭を下げていた。

　ただの挨拶なのに、妙な緊張感が会議室を包む。居心地の悪さは、クライアントが来るまでしばらく続いていた。

　九月に入っても暑さは相変わらず。クーラーを強めに効かせた閂建設の会議室で、私と新野さんはまちなかライトアップのＣＧをつくっていた。

　ふたりきりの密室だけど、あれからなにもされていないので一時の気の迷いだと思い、警戒することはやめた。

「このあたりはＣＧのほかに模型もあったほうがいいな。あと、ここも」

　新野さんが図面を指差す。

　前回の打ち合わせでクライアントに伝えた照明のイメージ。それをより具体的に示すための準備を、ふたりでしているところだった。

「そこって……」

　指差された場所を見て、心臓がドクンと音を立てる。

「ああ、小夏が提案した〝光のウェルカムマット〟だ。床に四季の影絵をつくるんだろ？　模型があったほうが絶対に興味を引く」

〝光のウェルカムマット〟とは、人が多く出入りする門や自動ドアの前など、ウェルカムマットを敷くような場所に光を集める手法。明るいと人はその中へ入りやすくなり、目を引く効果も生まれる。

　今回取り入れようとしているビルは元々オフィスしか入っていなかったけれど、最近改装していくつかの飲食店や家電メーカーのショウルームが入り、建物のもつ意味が変わってきたので思い切って提案してみた。

　シンプルに四角い光やスポットライトを当てるより、春なら桜、夏は花火、秋は紅葉、冬は雪の結晶……と季節を感じる絵柄が影絵のように映り込んだら面白いと思ってデザインを加えたけれど、そのまま採用してもらえると思っていなかった。

「実現したら繊細できれいだろうな。……俺のなかにはないデザインだ」

　図面をそっと指先でなぞっていく。自分の体をなでられているわけでもないのにくすぐったくなった。

「女性らしいな。小夏の意外な一面をまた知った気がする」

「やっと女性として見てくれましたか？」

「見てるよ、ずっと」

　淡い笑みを浮かべ、私を見つめてくる。その視線に熱を感じて頬が熱くなった。

「も、模型、ちゃんと精巧なものをつくります」

「ああ、クライアントに納得してもらいたいからな」

　艶を帯びた笑みから白い歯を見せた新野さんは、本当に私のデザインを気に入ってくれているようだった。

　嬉しいのに、笑顔がまぶしくて笑い返す余裕もなく、模型をつくる箇所を必死にメモするふりをした。

「模型、間に合うか？」

「はい、大丈夫です」

「そうか、なら頼む」

　大きくうなずいて、作業の手を進めた。まずはＣＧを仕上げないと。

　新野さんが私の案を認めてくれた嬉しさで、いまなら倍速で作業が進みそうだった。

　しばらく作業を続けていると、新野さんが「少し休むか」と提案してくれた。

「じゃあ、飲み物を用意してきますね。なにがいいですか？」

「悪いな、冷たければなんでもいいから」

「わかりました」

　会議室から出ると近くの給湯室でアイスコーヒーを用意し、近くの自販機で自分用にアイスミルクティーを買った。

　戻ると、会議室のイスに並んで座り、未完成の図面が表示されたパソコンの画面を見つめる。休憩が終わったら数値を直して、あそこを動かして……と、このあとの修正を考えていると、新野さんが思い出したように口を開いた。

「そういえば、この部分……なにか案はできたか？」

　長い指で、テーブルに置いた図面をこつんと指した。

　そこはメイン会場へつながる並木通り。必要であればリーダーである新野さんの手直しを入れるという条件つきで、広瀬さんと私、どちらかの案を採用しようということになっていた。

「それがまだ……なんとも。いいものが浮かばなくて」

　言いよどんでいると、新野さんは怪訝そうに眉を寄せ、さきほどのウェルカムマットの部分を指した。

「こんなにいいものができるのに？　難しく考えすぎじゃないか？」

「これは、これ……といいますか」

　ウェルカムマットと同じような設計をして広瀬さんに勝てるかどうか。そう考えると図面を描けずにいた。

「メイン会場に人が流れるようにする、そう話し合ったよな？」

「はい。なので、歩き進めると色が変わったり、場所によって点灯の仕方が変わったり……だんだんとクリスマスのカラーが強くなっていくのもいいかな、というのは考えています」

　ライトアップの時期は冬だ。クリスマスのムードを取り入れれば、自然とロマンチックなものになり、カップルにも好まれるし、メディアにも取り上げられやすいはず。

「みんなが歩きたいと思う、光の道をつくりたいんです」

　私の答えを聞いた新野さんは「ふーん……」と言いつつ、顎に手を当てた。

「……で、なにが〝いいものが浮かばない〟なんだ？」

「えっ」

「浮かんでるような気がするけど」

　口元を柔らかくほころばせる。温かみのある笑みに、一瞬思考が奪われそうになった。

　そうだ、ちゃんとアイデアはあるし、こうしたいというイメージもある。下見もしたし調査もした。その結果があるのに、なんで見失っていたんだろう。

「まったく、人騒がせだな」

　わざとらしく大きく息を吐き出す新野さんの頬は、どこか優しくゆるんでいた。

「……騒いでないじゃないですか」

　悔しいやら嬉しいやら、とにかくありがたい。冗談めかしてつっこむと、新野さんはさらに目を細めた。

「表に出ないほうなんだ。ほら、こっち仕上げるぞ」

「はい」

　私も同じくらい頬をゆるませて、画面に向き直る。悩みが解決したからか、いつもの倍々速度くらいで進んでいった。

　新野さんと話したあとは頭がスッキリして、いままで進んでいなかったことが嘘のように仕事がはかどった。

　どうしたいか、なにがいいと思っていたのか、自分が一番よく知っていた。というより、自分ができるもの以上のことを、どうしてできると思っていたのだろう。

　いいものを。いまよりもっといいものを。……そう考えて頑張るのはいいけれど、自分を見失うほどの高みを目指せば道がわからなくなって迷走するだけだ。

　デザインに迷ったら自分に問いかける。どうしたいと思ったのか、事前調査の結果はどうだったか。そこから最善の答えを探すことにした。




「今回は広瀬さんの案でお願いします」

　正司さんや広瀬さんはもちろん、関係者など十人ほどが集まった会議室にクライアントの声が響き渡った。

「ありがとうございます！」

　広瀬さんがその何倍も大きな声を出して直角に腰を折った。

　照れくさそうに後頭部を掻いて柔らかな髪を揺らす姿は喜びにあふれていて、その場にいたクライアントや関係者だけではなく、プレゼンで負けた私までも爽快な気持ちにさせた。

「いやぁ、高塔さんの案もすごくよかったんです。女性が好みそうで捨てがたかった。ただ、広瀬さんのほうがメイン会場との雰囲気がマッチしていました」

「私も、そう思います」

　クライアントの言葉にうなずくと、広瀬さんは自信満々に胸を張る。

「メイン会場とどうつなげようか……めっちゃこだわりましたもん。すごくよくできたと自分でも思ってます。ぜひ、次の企画は俺をリーダーにお願いします」

　謙遜しない広瀬さんに、正司さんは「広瀬くん」とたしなめ、クライアントは「そうするよ」と楽しそうにうなずいた。

「こなっちゃん、今回は俺の勝ちだな」

　会議室から出ると、広瀬さんがいたずらっ子みたいに白い歯を見せて笑いかけてくる。

「次は負けませんよ？」

「いいねー、それでこそライバル」

　ライバル……って、思ってくれているんだ。

　いまの私には図々しい肩書きにも思えたけれど、不思議と嬉しくて、胸の奥がくすぐったくうずいた。

　……どうしよう、顔がにやける。

「ん？　こなっちゃん、なんでそんなうしろ歩くの？」

　エレベーターへ向かう広瀬さんが、少し遅れて歩く私を振り返る。

「いえ、気にしないでください」

　言いたくない、言えるはずがない。広瀬さんのライバル発言に頬がゆるんで、その顔を見られたくないから、なんて。

　勝負に負けたから悔しいことは悔しいけど、その結果をしっかりと受け入れられていた。




　打ち合わせが終わると、廊下にあるパーテーションで仕切られた休憩スペースへ向かった。

　自販機でミルクティーを買い、イスに座る。納得のいく結果だったものの、背もたれに体を預けて天井を見上げると、自然とため息が漏れた。

「はぁ……なんか申し訳ないな……」

　そんな気持ちを抱いたのは、相談していた新野さんではなく、正司さんに対してだった。

　広瀬さんに決まったとき、とても残念そうな顔をしていて、私以上に悔しそうだった。勝ち取れなかったことが申し訳なくなり、それから正司さんの顔は見られなかったのだ。

　オフィスに戻っても、どう接していいかわからない。

　こんな気持ちになるのは一度や二度じゃなく、プレゼンでいい結果を出せないたびに味わってきた。

　私が正司さんを慕っているからこそ、彼も熱心に指導してくれて期待もしてくれている。嬉しいはずなのに、ときどき苦しくなるときがあった。

　期待に応えたい。そう、思っているのに――。

　もどかしい気持ちを消し去りたくてミルクティーを喉に流し込んでいると、休憩スペースの仕切りから見知った顔が覗く。

「ご苦労さま」

　現れたのは正司さんだった。悪いことはしてないのに、うしろめたくなって心がひりつく。

「お疲れさまです」

　軽く頭を下げ、もたれていた姿勢を正す。正司さんはそばにあった自販機で紙コップのコーヒーを買うと、私の向かいに座った。

「高塔さんも惜しかったね」

　表情は笑顔。だけど、目の奥が笑っていないような気がする。

「いえ、惜しいといっても、広瀬さんのものと全然違いました。基本的な考え方は一緒ですけど、私よりももっと並木通りが輝いて見えて……圧倒されました」

　この結果を受け止めているし、悔しさなんてとっくに飛び越えているからもっと明るく振る舞えると思っていた。それなのに、苦笑まじりになって、言葉に残念な気持ちがにじみ出る。明るく語れなかったのは、私よりも正司さんが不満足そうに見えたからだった。

　じっと聞いてくれていた正司さんを上目でうかがうと、苦しそうに眉を歪ませていた。

　案が通らなかったことに悔しさはない。けれど、後悔ならたったいま、した。正司さんにこんな顔させたくなかった、という後悔を。

「今回は残念でしたけど、次……頑張ります」

　なんて言えばいいのかわからず、こぼれたのはマニュアルどおりの反省文。それでも少しだけ頬をゆるめてくれた。

「高塔さんは案外強いんだね」

「強い、ですか……？」

　首をかしげると、正司さんは私の視線を遮るようにコーヒーをあおった。

「なんでもないよ」

　そのひと言でボーダーラインを引かれたと察した。自分とは違う、という線を。それがどういう意味なのかまではわからないけれど。

「そうだ、来週は新野くんと施工業者をまじえて、打ち合わせがあったよね。僕はほかの仕事が入りそうだから、そっちを優先するよ。新野くんがいれば大丈夫だと思う。それじゃ」

「え、正司さ……」

　私が引き止めるのに気づかなかったのか、それとも無視をしたのか。正司さんは飲み干した紙コップをゴミ箱に捨てて去っていった。




　翌週の打ち合わせは、正司さんが言ったとおり新野さんの説明でスムーズに進んだ。

　用意していた模型がここでも役に立ち、イメージがきちんと伝わったので思いどおりのライトアップができそうな気がしてくる。

「では、次は現場で。お疲れさまでした」

　人のよさそうな顔をさらにほころばせた施工業者を廊下で見送ると、新野さんや広瀬さんと会議室へ戻った。

「小夏、さっきの修正案をとりあえず反映して、データを出してくれ。それを見てどうするか考える」

「はい」

「じゃあ、俺はべつの打ち合わせあるんで失礼しますね。資料は人数分コピーしておきますんで」

「頼む」

「じゃ、お疲れさまでした」

　広瀬さんが会議室から出ると、急に静かになる。ふたりきりの状況がくすぐったくて、ごまかすようにパソコンを操作した。

「えっと……ここを、こうして……」

　施工業者と話し合って修正した部分を入力すると、数字で表された明るさのデータが変わる。ＣＧでも確認すると、不快な光である〝グレア〟はどこにも見られず、きれいな空間ができあがっていた。

「いい感じだな」

「はい、これでいきましょう」

　うしろに立つ新野さんを振り返る。黒目がちな瞳と目が合った瞬間、広瀬さんと争った並木通りの設計が頭をよぎった。

　そうだ、まだ報告ができていない。

　さっきの打ち合わせで結果は知られているけれど、悩んでいるときに話を聞いてもらったから、ちゃんと自分の口からも伝えたかった。

「あの……新野さん、さっきの話なんですけど」

　イスから立ち上がって新野さんと向かい合わせになる。ただ前を向いただけだとたくましい胸板しか見えないので顎を上げたら、端正な顔がまっすぐに私を見下ろしていた。

「並木通りの話か？　プレゼンには参加できなかったけど、ふたりの図面を見せてもらったよ。小夏のもよかった。……惜しかったな」

　新野さんの優しい言葉に、私は首を振った。

「いえ、全然……完敗です」

　正司さんには明るく語れなかったのに、新野さんには心のひりつきも申し訳なさも、変なうしろめたさもなく話せる。

　完敗だと口にした自分をかっこ悪いとも思わない。新野さんの前では自分を取り繕わなくてもいいのだ。

「そうか」

　新野さんは納得した顔でうなずくと、再びパソコンの画面に視線を落とし、腰をかがめてマウスを動かし出した。

「え、そ、〝そうか〟……って、それだけですか？」

　拍子抜けして、画面に目を凝らしている新野さんの顔を覗き込む。

「ああ。それ以上、なにか言うことあるか？」

「く、悔しいだろ、とか？」

「なんだ、悔しいのか。小夏が満足そうな顔してたから、それでよかったんだろうと思ったんだけど、そうじゃなかったのか？」

「い、いえ、満足してます」

　ぶんぶんと首を振ると、新野さんの楽しそうに笑う声が聞こえてきた。

「じゃ、いいだろ。おかしなやつだな」

「お、おかしなやつって……」

　つられて私まで笑ってしまう。

　そっか、やっぱり私は満足しているんだ。そう思っていたけど、新野さんに言われて本当にそうなんだと心から感じられた。

　新野さんの笑顔に胸の奥がじわりと温かくなる。この人、やっぱり優しいんじゃないかな。

「早く広瀬さんの配光、見たいなぁ……」

　ＣＧを見せてもらったとき、本当に歩くのが楽しくなりそうなライティングだと感じた。実際に見たら、打ちのめされて気を落とすよりも、きっと感動が強い。

「広瀬さんのいいところ盗まないと」

　この結果を次に活かす。そう決めて言葉にすると、新野さんの動きが固まった。

「それ……どういう意味？」

「え？」

　たずねてきた声が、聞いたことがないくらい冷ややかで一瞬怖くなった。

「こ、言葉のままです、いいところを盗む……という。あ、新野さんのいいところも盗みますよ」

「そういうことじゃない」

　声の冷たさが増して、瞳には嫌悪に似た感情が帯びはじめる。目を合わせていられなくなって、新野さんのお腹あたりで視線を泳がせた。

　間違ったことを言ったのだろうか。でも、正司さんに『いいものは盗め』と教えてもらって、だからいろんなものを見て、さまざまな手法を取り入れていままでやってきた。それで成長したとも感じているのに。

「い、いいところを盗んで学んで消化して……オリジナルをつくる、って間違っていますか？」

　自分が間違っているとは思わないのに、実績も経験もある新野さんに否定されると急に自信がなくなってくる。

　不安に胸が侵されていくのを感じながら、恐る恐る新野さんの様子をうかがうと、固くなっていた表情は安堵したようにほぐれていた。

「なんだ……そういうことか」

「新野さん……？」

　どうしたのかと軽く首をかしげてたずねると、なぜか手を伸ばしてきた。

「間違っていない」

「えっ、ちょっ……」

　腕を掴まれると、胸の中へと抱き寄せられる。

「な、なんで!?　新野さん？」

「小夏は間違っていないから、大丈夫だ」

　さっきの冷たさはどこかへ消え、温かな声が頭の上から降り注ぐ。もっと私の背が高ければ耳元で囁ささやかれているところだ、危ない。

「って、新野さん！　これっ、また、セクハラっ！」

　引き離そうとしても力が強くて離れない。

「悪い。いま、抱き締めたい。頼む」

「頼むって……お願いされても無理です、から……」

　こんなところを誰かに見られたら確実に誤解される。そう思うのに、引き離そうとする私の力は無意識に抜けていき、かわりに新野さんの力は強くなっていった。

　どうしたらいい？　こんな状況初めてだから、どうしていいかわからない。

　男性が多い職場にいながら、いままでオフィスラブとは無縁で過ごしてきた。前の会社でもこんなことはなかった。そもそも好きでもない相手を抱き締める新野さんのことが理解できなくて、頭のブレーカーが落ちそうだ。

「この業界に限ったことじゃないが、いろんなやつがいる。それでも、小夏は小夏のままでいてほしい」

「新野、さん……？」

　掠かすれた声で囁かれた言葉は、まるで切実な願いのよう。新野さんが苦しんでいるみたいで、私は抵抗することも忘れてただ目を瞬かせていた。

「急に悪かったな」

　新野さんは腕を解くと、私の頭をなでて距離をとる。

「い、いえ。でも、こういうのはやめてくださいね？」

　クールでも笑顔でもない新野さんの切なげな表情に、あまり強く咎とがめることができなかった。




「そういえば新野さんが担当した商業施設、この前オープンしたみたいですね」

　修正が終わったあと、ふたりで会議室を出てエレベーターが来るのを待っていた。

　私がたずねると、新野さんは記憶を探るようにエレベーターの上に表示されている階数を見つめていた。

「ああ、テレビでやってたな。そっちのスタジアムはいつなんだ？」

「ほとんど同じ頃にオープンして、いまは試合もやってます。照明もバッチリですよ」

　エレベーターが到着すると、私は新野さんが降りる一階のボタンを押した。

「見送りはいい」

　そう言って、新野さんが素早く設計部があるフロアの階を押す。私が小さくお礼を言うと、話を続けた。

「スタジアムの照明設計は正司さんだよな」

「そう、ですけど……それがどうかしましたか？」

　まさか新野さんから正司さんの話をするなんて。

　もしかして正司さんの設計をけなすんじゃ……と身構えてしまう。

「いや、緻密に計算するの得意だし、向いているといえば向いてるか……って思っただけだ」

　褒めた？　正司さんのことを褒めた!?

　新野さんは真顔で、嘘を言っているようには見えない。

　なんだ、結局のところ正司さんのすごさを認めているんだ。……なんだ、そうなんだ！

「そうなんです、ホントあの数字を設計に活かせるのがすごいんです！　今回はスタジアムですけど、自然光が入る場所では斬新な取り入れ方をすることもあって……」

　尊敬してやまない正司さんのことならいくらでも語れる。熱を込めていたものの、新野さんからの視線を感じた瞬間、急に気まずくなって口を閉じた。

「あっ、す、すみません……」

　なぜだろう、新野さんの前で正司さんのことがうまく話せない。

　新野さんが正司さんのことをよく思っていないからか。それとも――。

「小夏は正司さんのことが好きなのか？」

「す、好き!?」

　正司さんへの崇拝ぶりを知っている広瀬さんでさえたずねてこなかった質問に、ぎょっと目を見開いてしまう。

「違っ……憧れみたいなものです。目標といいますか……正司さんがデザインした美術館の照明に惹かれて、この道を志したので」

「美術館……？」

　新野さんの顔がふいに険しくなる。その顔は、私を抱き締める前の表情と似ていた。機嫌を損ねてしまったのだろうか。ポイントがわからなかったけれど。

「もちろん、新野さんのデザインも好きですよ。いろんな設計を見させてもらいました。あ、さっき話していた商業施設もひと目見たとき、動けなくなるほど見惚れたんです。できれば建設中から見たかったな」

　どんなデザインが描かれ、防音シートの向こう側でどんな設計が組まれたのか。そこから、どんな風に施工されていったのか……できることなら見てみたかった。

「あの商業施設は無理だけど、ほかの建物ならいま建設中のものがある。一緒に見に行くか？」

「えっ、いいんですか!?」

　ただの願望で、見られると思っていなかった。

「個人的に建物の設計から頼まれたものだ」

「えっ、建物の設計から……？」

　そういえば、新野さんは一級建築士の資格をもっている。照明だけではなく、すべて設計できるはずだ。

「施主が昔からの知り合いなんだ。見るなら、連絡を入れるけど」

　新野さんの作品を建設中から見られるなんて。こんな貴重な機会を逃したくない。

「ぜ、ぜひお願い――」

　頭を下げようとするとスマホのアラームが鳴った。

　そうだ、三十分後に打ち合わせを控えている。そのあとは書類をまとめなければ。

「すみません、仕事が立て込んでいるので、残念ですがまた機会がありましたら……」

　とてもじゃないけど、定時退社は難しそうだ。

　エレベーターが設計部のある階に着き、ガックリと肩を落としながら降りようとする。すると――。

「きゃっ……！」

　新野さんに手首を掴まれた。

「に、新野さん？　どうしたんですか!?」

　私を掴んでいないほうの手はエレベーターに添えられていて、ドアがガタガタと音を立てる。それとともに、私の胸も大きく音を立てた。

「何時に終わる？　待つよ」

「そんな、どうしてそこまで……」

　色っぽいというより必死という言葉が当てはまる誘いに戸惑ってしまう。なにか、私に伝えたいことでもあるのだろうか。

「俺が見てもらいたいんだ。……また連絡する」

　パッと手を離すとエレベーターの扉が閉まる。新野さんの真剣な眼差しが、しばらく頭から離れなかった。




　デザインが好きだと言ったからここまでしてくれるのだろうか。

　まだ仕事が山積みになっている広瀬さんに「いいなー、俺も新野さんの建物見たいー、飯食いながら設計の話したいぃー！」なんてうらやましがられながらオフィスを出て、新野さんと待ち合わせしていた和食屋へとやってきた。

　飲み屋が多い駅前から十分ほど歩いたところにあるお店で、看板は店名だけが小さな文字で書かれた控えめなものなら、店内も薄暗く、店員ももの静か。居心地のいい知る人ぞ知る店といった佇たたずまいだった。

　現場へ行く前にひとまずご飯を……ということだったけれど、こんなに雰囲気のいいところへ連れてきてもらえるとは。

「きれいなコファー照明ですね。ここの照明も新野さんが担当したんですか？」

　優しいアイボリーの天井を掘り上げて光源を設置し、その反射を利用して間接的に柔らかな明かりが降り注ぐ設計。薄暗いようでいて手元は見えるし、食べ物の艶つやもしっかり表現されていておいしそうに見えるので十分な明るさだ。

「俺は担当してない。前に来たときにいい店だと思ったから、ここにしただけだ。雰囲気もいいし、料理もうまい」

　ほどよいライトのせいか、頬をゆるめた新野さんがすごく優しく見えた。

「飲めるんなら酒も好きなだけ飲んだらいい。あと、これもうまいから食べてみろ」

　店員が持ってきたばかりの小鉢を勧めてくれる。わさび醤油に漬けられた生きくらげだ。

「ありがとうございます……んっ、おいしい！」

　コリコリの食感と絶妙な味に声を上げると、新野さんも嬉しそうに笑った。その表情に、まだ噛んでいたかった生きくらげをごくりと飲み込んでしまう。

　さっきからいい顔で笑いすぎじゃないかと目を疑いたくなる。

　正司さんにはいやな態度をとるのに設計は優しいし、セクハラしたかと思ったら実は大真面目だったり。言葉はストレートでわかりやすいのに、この人自身は掴みどころがない。

「新野さんって、いっつもなに考えてるんですか？」

「八割照明だな」

　即答と八割という比重の大きさに驚いたけれど、それよりも気になるのは……。

「それって、残り二割はなんですか？」

「いいのか？　男に免疫ないんだろ？」

「……いいです、言わなくて」

　動揺を隠したくてビールをあおるものの、新野さんにくすくすと笑われる。

「冗談だよ。残り二割でなに考えてるかなんて自分でもわからない。仕事のこと以外は寝て起きたら忘れてるから、もしかしたら十割照明かもしれないな」

　このあと車の運転がある新野さんは、ウーロン茶が入ったグラスを口へ運ぶ。

　やっぱりこの人は掴みにくい。

　薄暗い中で思いもよらぬ笑顔を何度も見せるから、ちらちらと覗き見るように様子をうかがった。




　ご飯を食べたあと、やってきたのはこぢんまりとしたスペースが防音シートで覆われた現場だった。工事看板の現場管理者の欄には、新野さんの名前が記されている。

「これ、念のために。買ったまま車に積んでおいたやつで、まだ新しいから……ほら、臭くないだろ？」

　やたらと新品を強調しながらヘルメットを渡してくれるので、受け取りながら笑ってしまった。

「はい、無臭ですね。ありがとうございます」

　頭にかぶり、しっかりと顎のベルトを締めた。仕事中じゃなくても建設現場ではヘルメットを欠かさない。これも職業病の一種だろうか。

　新野さんが持った懐中電灯の明かりを頼りに、ふたりで歩く。まだ工事がはじまったばかりの現場には壁も屋根もなく、柱が建っているだけで頭上には星が覗いていた。

「やたらと間取りが広いんですけど……ここ、住居じゃないですよね？」

「ああ、カフェになる予定だ。夫婦ふたりで目が行き届く大きさで、昼も夜も居心地がいい店にしてほしいという依頼で引き受けた。いまのところ順調だな」

　懐中電灯で全体をぐるりと照らしながら見渡す。予定と実際の現場とのずれは、いまのところないらしい。

「さっきの店じゃないがここもコファー照明を使う。テーブルとカウンターにはペンダントライトで明るさを足して、料理がきれいに見えるライトを当てるようにするんだ」

　フランス料理ならソースの艶やワインの光沢を意識した照明を、油を多く使う中華料理ならできたての風味を引き立てるために複数の点光源の映り込みを使う。レストランやカフェに限らず、光は与えることだけではなく受けるほうのことも考えなくてはならない。

「おいしそうに見えるのって重要ですよね」

　一歩一歩と足を進めながら、ここがどんな雰囲気に仕上がるのか説明してくれる。建物を新野さんが設計しただけあって、細かなところにも配慮が行き届き、照明との調和がすごく気持ちよさそうだ。

「オープンしたら絶対お邪魔します。私の行きつけになりそうな予感がするんですよね」

「目が輝いてるな」

　私を見た新野さんが小さく笑った。

「薄暗いのに、見えてないですよね？」

「見えてる……いや、見えてないか。けど、いまの小夏の表情なら想像つくよ」

　あまりにも優しい声音で言うから、ドキリとした。

「ま、まだ知り合って間もないのにですか？」

「関係ない。出会ってからの時間じゃなくて、どれだけ、その人のことを見ているか……じゃないか？」

　そうなると私がどんな表情をしているのかわかるくらい、新野さんは私のことを見ていたということ？

　たずねたいのに、鼓動の音が邪魔してうまく声が出ない。

「小夏のこと、結構見てる。……たぶん、正司さんより」

「な、なんで正司さん……？」

　食いつくように言うと、頬に冷たいものが落ちてきた。

「あ、雨……」

　真っ暗な空を見上げると次から次に雨粒が顔にかかった。

「そういえば夜から降るって言ってたな。そろそろ戻るか」

　さきほどのしっとりした雰囲気はどこへ行ったのか。いつもの新野さんに戻ると、車を置いた場所を指差した。

　うなずいて歩き出そうとしたとき、エンジン音が聞こえて一台の車がすぐ近くで停まった。

「……誰か来た」

　目を凝らすと、街灯で照らされた軽トラが見える。中から作業着を着た男性がふたり降りてきて、こちらへやってきた。

「小夏、こっち」

　新野さんは懐中電灯を消すと、真っ暗ななか、私をぎゅっと抱き締めて柱の陰に隠れた。静かにしないといけないと察して息を潜める。

　暗くて静かで、神経が全部新野さんの腕に集中すると、彼に聞こえるんじゃないかと思うほど心臓が激しく脈打ち出した。

　どうしよう。これ、本当に聞こえそうだ。

「おー、よかった。ここにあった」

　ヘッドライトの明かりが射し込み、ジャリッと砂を踏む音がして男性の声が響く。距離は近いわけではなさそうで、ひとまず安心した。

「つーかさ、監督の車あったよな？　もしかしたら、近くにいるんじゃね？　早く帰ろうぜ」

　男性が言った〝監督の車〟は、きっと新野さんの車のことだ。ということは、現場で働いている人か。時間外に現場へ入ったことや忘れ物をしたことが新野さんにバレたらまずいと思ったようで、慌てた様子でふたりは車へ戻った。

　再びあたりが暗闇になり、エンジン音が遠ざかると、かわりに鉄筋の足場の上を跳ねる雨音がよく聞こえるようになった。

「に、新野さん……これ、隠れる必要ありましたか？」

　無許可で現場に踏み込んだのは向こうで、こっちは許可を取っている。しかも新野さんは責任者だ。

「責任者が現場に女連れっていやだろ」

「ま、まぁ」

　女性扱いされることはあまり慣れていないけれど、悪い気はしない。そういえば、新野さんは最初から私のことを女性扱いしてくれていた。妹や女の子扱いではなく、ちゃんと大人の女性として。

「あの……もういいんじゃないですか？　いなくなりましたよ」

　軽く胸板を押したけれど、新野さんの腕はがっちりと私を囲い込んでいて、なかなか離れてくれない。

「新野さん、あの……」

「……離したくないな」

「えっ？　な、なに言って……」

「なに言ってるんだろうな。けど……離したくないんだ。もう少しこのままでいたい」

「こ、このままって……」

　切なげな声音で囁く新野さんに、私はただ体を硬直させて目を瞬かせる。

「小夏みたいなやつ、初めてだから」

「ど、どういうことですか？」

「照明に熱心で、なんにでも一生懸命で。まっすぐで、いつも楽しそうにしてるやつ。ずっと見てても飽きない。……会ったときから、気になって……惹かれた」

「惹かれ、た？」

　えっと、それはつまり……？

「小夏が好きだ」

「えっ……！」

　頭が一瞬、真っ白になる。

「待ってください、なんで急にそんな……」

「急にじゃない。さっき言っただろ」

「で、でも……新野さんと私じゃ……」

　住む世界が違う。唯一の共通点である〝照明〟を通じて、世界がつながっただけだ。

「そんなこと言われても、信じられません……」

　でも、女性として告白されたことは、嬉しい。しかも、正司さんの次に憧れていた新野さんから……なんて。

　そんなことを思っていると、目の前が急にまぶしくなった。

「ま、まぶしいんですけどっ」

「悪い。どういう顔してるのか気になって」

　顔をしかめながら新野さんを見ると、懐中電灯で私を照らしていた。

「ど、どういうって……」

「赤くなってる。照れてるのか？」

　たずねながら、手を伸ばして私の頬に触れる。

「っ、ち、違っ……暑いっていうか……」

「また熱くなったな。風邪でも引いてるのか？」

　私をからかっているのか、それとも本当に心配してくれているのか。頬に触れた親指で体温を確かめるようにさするから、また熱が上がってしまう。

「……新野さんが離れてくれたら平熱に戻ると思います」

「そうか？」

　不思議そうに首をかしげて私の顔を覗き込む。新野さんはやっぱり私から離れようとしなかった。

　そうこうしていると、鼓動に呼応するかのように雨足が強くなりはじめた。真っ暗な空に稲妻が走り、地面を割りそうなほどの雷が響く。

「きゃっ……」

　思わず肩を縮こまらせると、新野さんに手をとられる。なにか言ってくれているらしいけれど、雨音が尋常じゃないくらい耳に響いて聞き取れない。

　ヘッドライトが届くほどの距離に停めていた車まで走ると、乗り込んだときにはびしょ濡れになっていた。

「す、すみません……車が……」

「いい。現場でも泥まみれで乗ることもあるし。それより、頭」

「わっ……」

　頭に真新しいタオルが被せられる。車に積んでいたものらしい。

「に、新野さんは……」

「俺はいい」

「でもっ」

「いいから」

　大きな手でタオルの上から頭をくしゃくしゃにされる。新しいタオルはあまり水を吸わなくて、ぽたぽたと滴が飛び散ったけれど、かまわずに拭き続けてくれた。

「とりあえず俺の家だな」

　私をひとしきり拭いた新野さんは、自分が濡れているのは気にせずエンジンをかける。

「へ!?　い、家……ですか？」

「ここから近いんだ。風呂と服を貸す。それから小夏の家に送る。ただでさえ熱があるっぽいのに、風邪引くぞ」

　ワイパーを最速にすると、豪雨の中を走りはじめた。

「え、で、でも……」

　本当に熱はないのに。むしろ原因はそっちにあるのに、これ以上一緒にいたら本当に熱が出てしまう。

　しかも腰を触った前科だけじゃなく、さっきも抱き締められたっていうのに。思えば、頭をなでられたことも多いんだった。

　そんな危険人物の家に行くって……。

　しかもいま、告白されて気まずい状況。これ以上、ふたりきりになって私が平常心でいられる自信がない。

「む、無理です。私の家にお願いします」

「ダメだ、風邪引くって言っただろ」

「子どもじゃないんですから、大丈夫ですよ」

　信号で車が停まると、新野さんが私のほうへ振り返る。

「風邪に大人も子どももないだろ」

「そ、そうですけど……」

　ワイパーで視界がはっきりしても、すぐに滝みたいな雨がフロントガラスを濡らし、赤信号をにじませる。

「主導権、俺にあるんだけど」

　カーナビのライトで見えた新野さんは瞳をいたずらに輝かせていた。信号が青に変わるとハンドルを握り、アクセルを踏む。

「しゅ、主導権って……」

　優しいとばかり思っていた新野さんの思わぬ発言に胸がドキリと鳴った。

　景色が流れ、窓ガラスを叩く雨が激しくなる。雨音か鼓動かわからない、ただこめかみにまでドクドクという音がうるさいほど響いていた。










苦しい胸




　現場から十分ほど走ると、車は高層マンションが建ち並ぶ界かい隈わいになる。そのなかでも、ひと際目立つデザイナーズマンションの地下駐車場へ入った。

「降りないのか？」

　新野さんは番号が書かれた駐車スペースに車を停めると、まだ被ったままだった私の頭のタオルを取り、顔を覗き込んできた。黒いガラスのような瞳に、壁についた明かりが映り込んでいる。

　目が合うと、また熱があるんじゃないかと勘違いされそうなほど、体が火照り出す。

「お、降りなくちゃいけませんか？　このまま帰してほしいんですけど」

「風邪引く。いまも顔が赤いのに」

　遠慮がちに口にしたお願いはあっさりと切り捨てられた。……新野さんのせいなのに。

「夏ですよ？　引きませんって」

「夏だから風邪を引くやつもいるだろ」

「バカって言いたいんですか！」

　言い返すと、目尻にシワをつくって、クッと短く笑った。

　……面白がられている。そんな場合じゃないのに。

　帰らないと身の危険が……と思っているうちに、新野さんは運転席から降りてしまい、助手席のドアを開けた。

「とりあえず、シャワーと服。男の家に入るんだし、しかもさっき好きとか言ったばかりだから警戒するのはわかる。けど本当になにもしない。そもそもいまなにかあったら仕事が気まずくなるだろ。俺だって仕事は失いたくない」

　新野さん自身ではなく、その言葉は信用できた。私も、この仕事がなくなったら困る。生きていくために仕事が必要なら、この仕事をして生きていきたい。

「わかりました。じゃあ……お借りします」

　車から降りると、新野さんは「ああ」と短く返事をした。

　濡れて肌が敏感になっているのか。それとも緊張しているのか。

　暑いと思っていたのに、肌が外気に触れると妙に寒く感じた。




「お、お邪魔します……」

　さきを歩く新野さんのあとについて、そろりそろりと足を進める。男性の部屋に入るのが初めてなら、仕事以外でこんなに高そうなマンションに入るのも初めてだ。

　玄関は自分の部屋の三倍はあるし、廊下は二倍くらいの幅がある。図面にしたら、実家の一軒家より広そうだ。いや、絶対広い。

「新野さんのこと、社長っぽくないって思っていたんですけど、部屋は社長っぽいんですね」

　こんな芸能人や成功者が住みそうなマンションは、飾り立てることに興味がなさそうな新野さんには似合わない気がした。

「ここの照明、俺が担当したんだ。オーナーとも気が合って……それで、なんとなく住むことになった。ま、広いから物が多く置けていいけどな」

「そういう理由ですか」

　その理由は新野さんらしい。思わず笑ってしまった。

　ああ、でも……このあたりも新野さんらしいのか。

　中へ入ると、主に足元を照らして明るすぎない廊下や、部屋の間接照明などに彼らしさがふんだんにあふれていた。そういえば、玄関に置かれていた照明も外国製のおしゃれなものだった。

　やっぱり、新野さんの家だ。

　私には場違いなマンションなのに、どこか温かくて、居心地がいい。受け入れてくれる、という安心感がある。

　ほかの部屋にも新野さんらしい照明があるのかと気になっていると「こっち」と、呼ばれた。

「ここが風呂場な。Ｔシャツとズボン置いておくから、これに着替えたらいい。下着は……」

「そこまで濡れてないからいいです！」

　ここで女物の下着まで用意されたらさすがに引くし、全力で帰る。拒否すると、また小さく笑われた。なんだ、からかわれただけか。

「濡れた服は持って帰るだろ？　あとでなんか入れるやつ渡すよ。俺はリビングにいるから、出たら来てくれ。そこの部屋な」

　さっき通り過ぎたドアを指差す。

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、新野さんは軽く瞳を細めて脱衣所から出ていった。




　ぬるめに設定したシャワーの湯を肩からかけると、想像より熱く感じたので体は冷えていたらしい。あのまま帰っていたら新野さんの言うとおり、風邪を引いていたかもしれない。

　しかし……なにやってるんだろう、私。

　仕事で知り合ったばかり、しかも自分に好意をもってくれている男性の部屋でシャワーを借りるなんて、やっぱり警戒心がなさすぎるだろうか。

　勉強や仕事ばかりしていて、まともに男性と付き合うことなくいままできた。なので、恋愛や男女の駆け引きにうとい自覚はある。

　もしかしたら、新野さんが『風邪を引くから』と言った言葉の裏を読み切れずに、誘いに乗ってしまっているんじゃ……。

　風呂場や洗面所にあるのは男性用のものだけで、女性が出入りしている気配はない。好きだと言ってくれたことが、少しだけ信用できた。

　……でも、早く帰ろう。そのほうが安心だ。

　バッグの中には簡単なメイク道具しか入れていないので、極力顔を濡らさないように気をつけながらシャワーを浴びた。

　用意してもらった服に着替えてリビングへ向かうと、そこには多くのスタンド型のフロアライトが置かれていた。

「展示会みたいだなぁ……」

　よく見かける定番のものから最新らしいもの、外国製のものまでいろいろ揃っている。設計で使うのか、気分でつけるのかわからないけれど、いまはすべて消灯していた。

　さまざまなライトが壁に沿って置かれたリビングの真ん中で、新野さんはタオルを肩にかけてソファに座っていた。Ｔシャツにスウェットというラフな部屋着に着替えている。

「シャワー、ありがとうござ……」

　新野さんに近づくと、彼はついていたテレビではなく、書類を見ているようだった。真剣な眼差しに、思わず見入ってしまう。

「なんだ、出たのか」

　立ち尽くしたままだった私の気配に気づき、新野さんが振り返った。

「あ、はい。シャワーありがとうございました。ドライヤーも借りました」

　私がそばへ行くと、新野さんは書類をテーブルへ伏せた。

「ああ……って、すごい格好だな」

　私のほうを向くと、まじまじと見つめてくる。

　無理もない。新野さんサイズの服は私にはとてつもなく大きくて、Ｔシャツは肩から落ちそうになっているし、ズボンは裾を何回も折り上げていた。

「下はいらなかったな」

「いりますって」

　たしかにズボンがなくても太ももまでＴシャツがあるので、ミニワンピみたいにはなるけれど、そんな格好をここでする気はない。

「ないほうがそそる」

「そっ……そそって、どうするんですか」

　あきれと警戒を含んで見上げると、新野さんは白い歯を見せて笑った。その爽やかな笑顔からは反省の色は感じられない。

「そんなに怯おびえなくていい。取って食いやしない。ゆっくり考えてくれたらいいから」

「……はい」

　そうか、私は新野さんの気持ちになにかしらの答えを出さなくちゃいけないんだ。

　初めてのことに混乱するばかりで、きちんと想いを受け止められていなかったことに気づく。

　新野さんは私を仕事仲間だけじゃなく、女性としても見てくれていた。

　じゃあ、私は――？

「なにか飲むか？　ミルクティー、つくれるけど」

　ソファから立ち上がると、私を座るように促してくれた。

「お願いします」

　本当はすぐにでも帰りたいところだったけれど、新野さんがまだ濡れたままだったのが気になった。それに、部屋に置かれたライトが見たい。ミルクティーも勧められたし。

「新野さんがミルクティーって意外ですね。好きなんですか？」

「いや、まったく。けど、小夏は好きだろ？」

　キッチンに立った新野さんとバチッと目が合う。その瞬間、心臓が大きく跳ね上がった。

「え……な、なんで知ってるんですか？」

「そんなに驚くことじゃないだろ。休憩中、毎回飲んでたらそれくらいわかるよ」

　当たり前だとばかりに言うと、シンプルな黒のマグカップに紅茶を注ぎはじめた。いい香りがふわりと私のところまで漂ってくる。

「あ、でも牛乳と紅茶があるってことは、新野さんもたまには飲むってことですよね？」

「全然。牛乳はそのまま飲んで、紅茶はほとんど飲まないけど、たまたま施主からもらったやつがあったから。それだけだ」

　ソファに座っていた私の前に、湯気が立ち上がるミルクティーが差し出された。

「冷たいほうがいいなら氷入れるけど、どうする？」

「いえ、このままもらいます」

　クーラーが効いているし、なによりこのまま飲んだほうがおいしそうだった。

「じゃ、適当にしていていいから。風呂、入ってくる」

　新野さんはそう言うとリビングから出ていった。

「……適当、ね」

　実家ならゴロゴロするし、友達の家だとしてもテレビを見たり、雑誌を読んだりして過ごせる。けど、男性の家でする〝適当〟がわからない。友達の家と同じことをしていいと言われても、そわそわと落ち着かなかった。

「正しい適当って、どんな感じなんだろう」

　風呂場にいる新野さんに聞こえるはずがないのに、小声で呟いてミルクティーを口へ運んだ。まろやかで肩の力が抜けていく、優しい味がした。

　コーヒーももちろん飲めるし、嫌いじゃない。ただ、どちらかというと紅茶、それもミルクたっぷりなものが好きなだけ。些さ細さいな好みを誰かに覚えられているというのは、結構くすぐったいものだった。

　それだけ新野さんが私を見てくれていたということ？

「……私を、かぁ……」

　私は新野さんのなにを知っているだろう。

　クールな顔して意外と笑ってくれること、社長扱いされたくない気取らない性格、仕事が生活の中心で、照明が好きな人には優しいことくらい。食べ物の好みはまだわからないし、普段どんなところへ出かけるのか想像もつかない。

「もっと、知らない顔があるんだろうな」

　それはもしかしたら、とびきり甘い顔かもしれない。

　ただ有名な照明デザイナーとしてしか見ていなかったけれど、きちんと知りたくなってきた。

「プライベートな空間でも仕事のものばっかりなのに……ほかにどんな新野さんがいるんだろう」

　リビングを見渡してみても、あるのはたくさんのフロアライトや建物関係の雑誌とカタログ。飾り棚に置かれているものだって、おしゃれな雑貨や観葉植物ではなく建築模型だ。

　これじゃ、仕事を忘れたくても忘れられそうにない。趣味をたずねたら「仕事だ」とか返ってきそう。

　照明関係ばかりの部屋は興味深いけれど、新しい新野さんの一面は収穫できず、残念な気持ちでミルクティーを口に運んでいるとリビングのドアが開いた。

「えっ、出るの早くないですか!?」

　シャワーを浴び終えた新野さんはさっぱりとした様子で、濡れた髪をタオルで豪快に拭きながら現れた。

「他人の部屋でひとりにされても困ると思って」

　ボサボサ頭でまっすぐに私を見つめてくる姿は、水浴びしたばかりの大型犬みたいな無防備さと男らしい色気が漂っていて、不覚にもドキリとした。

「そういう気遣いできるんですね。他人に興味ないって言ってたのに……って、すみません」

　胸のざわめきを紛らわせたくて、思いかけず失礼な発言をしてしまった。慌てて謝ると、新野さんは私に近づいてきた。

「に、新野さん？」

　私の顔を覗き込むと、悪い男がする笑みを浮かべる。

「……惚れた？」

「な、なに言って……」

「いや、いまなら雰囲気で流されてくれるかと思って。ま、こんな格好で惚れるわけないか」

　挑発的だった微笑みが自じ嘲ちょうの影を帯びる。私から離れるとキッチンへ向かい、冷蔵庫から水のペットボトルを取り出した。

「小夏は正司さんに憧れてるんだったな」

「はい。でもそれは照明だけで……って、あ、なんでもないです」

　とっさに言い訳してしまい、恥ずかしくて視線をそらした。

「照明、か。正司さんを知ったのは美術館だったよな？」

「はい、すごく優しい人なんだと思ったら、本当にそのとおりの人でした」

「……そうか」

　新野さんは少し含みのある相づちをして私の隣に腰を下ろし、ペットボトルの水を飲む。手の甲で口元を荒っぽく拭う仕草は、男らしいけれど苛立っているようにも感じた。

「新野さんは初めて会ったとき想像と違いましたけど、こうして一緒にいると照明どおりの人なんだなって思いましたよ」

「照明どおり？」

　片手で、首にかけていたタオルで髪をガシガシと拭きながらたずねてくる。

「はい、気遣いができる優しい人です」

「買いかぶりすぎだろ。優しい、優しくないで照明を考えてないから」

「それも意外です」

　なら、どうしてあんなに心地のいい照明ができるのだろう。緻密な計算だけじゃ、あの空間はつくり出せない。意識せずに人に優しいものが考えられるならすごいことだ。

「小夏に言われるなら、優しい人よりいい男のほうが嬉しいけどな」

「い、いい男……」

「男として意識してくれたら、いくらでも悪い男になれる」

　瞳の動きさえわかるほどの距離で見つめられ、一瞬息が止まりそうになった。まだ濡れた髪が新野さんの色気を引き立てていて、経験したことがない世界へ引き込まれそうになる。

「わ、悪い男って、は、はは……」

　自分はいま、どんな顔をしているのだろうか。動揺を悟られたくなくて、つくった笑いでごまかすとミルクティーを一気に飲み干した。

「あんまり長居しても失礼ですし、そろそろ帰ります」

「なんで？　もう少しゆっくりしたらいいだろ」

　立ち上がると、新野さんに手首を掴まれる。上目遣いで見られると、ねだられているみたいだ。

　いつも見下ろされていたから、落ち着かない。

「でも、迷惑じゃ……」

「全然。部屋に小夏がいるって、新鮮で楽しいけどな。もう少しこの空気を味わいたい」

　色気を振りまいていたのに、屈託のない笑顔に一変。そのギャップに全身の血が一気に巡り出す。

　さっきから新野さんに振り回されっぱなしだ。これが計算じゃないなら、広瀬さんの言うとおり天然たらし決定。ずるすぎる。

「そ、そうですか。なら、もう少し」

　こういうとき、どう反応していいかわからない。もう一度座り直すと、ただ火照る体を鎮めたくて首元を手であおいだ。

「ライトでも見ていけばいい。ここだけじゃなくて寝室にもあるけど。どうする？」

「けっ、結構です！」

　声を裏返らせていると、新野さんはクックッと肩を揺らした。

「……い、いまのはからかいましたね？」

「悪い。けど、本当にあることはあるんだ。……まぁ、今日はやめておくか」

「今日は、って」

　どこまで本気か冗談かわからないけど、私も気が抜けて笑ってしまった。

「次はどんな建物の照明をやるんですか？」

「会社自体はいろいろやってるけど、俺が担当するのは橋のライトアップか。入札になるからわからないけどな」

「橋……それって、閂建設も参加するものですか？」

「ああ。たぶん争うことになる」

　静かにうなずくとペットボトルをあおった。

　橋のライトアップは閂建設も入札に参加を決めている案件だった。元々、橋を設計したのが閂建設なのでうちが有利と言われているので、他社もあまり意欲的ではない。

「俺の会社は規模だけ見たら小さいけど、実績がそれなりにあったから参加資格がもらえたんだ」

〝それなり〟は謙遜だ。かなり大きな実績ばかりがあり、参加資格を十分に満たしている。

「新野さんが相手じゃ、正司さんも大変かな……」

　つい先日、笹部さんからリーダーを振られて渋い顔をしていた。あれは新野さんがいることを知っていたからかもしれない。

「そっちは正司さんか」

「はい、広瀬さんもいますよ。楽しみにしてました」

　私も携わりたいと思っていたけれど、ほかの仕事の関係で難しく、泣く泣く諦めた。やりたい仕事があふれているのに、すべて担当できないのはもどかしい。

「私もなにか面白いもの、やりたいです。この前もダメだったし……」

　広瀬さんと争った設計を思い出し、肩を落とした。頭によぎるのは、やりきって結果に不満がない私より、やたらと元気がなかった正司さんだった。

「正司さん……絶対がっかりしただろうな……」

　隣に新野さんがいることも忘れて、晴れない気持ちがこぼれる。

「美術館以外に、あの人のなにがよかった？」

「そのあとの作品は全部、でしょうか。もちろん、その前の作品も好きですけど……前のものはちょっとだけ雰囲気が違うので」

「美術館のあと、か……」

　重々しく呟く新野さんを気にも留めず、私は喋り続けた。

「それに正司さんの設計図を見るとわくわくするんです。この人のもとで働けてよかったって何度も思いましたし、あの人がつくり出すものをこれからもずっと見ていきたいんです。正司さんみたいに……私もなりたい」

「……それは困るな」

「えっ？」

　新野さんは眉を寄せると、おもむろにソファから立ち上がった。

　廊下へ出ると、使い古したノートやよれよれになった図面の縮尺コピーを手に、部屋へ戻ってくる。

「書斎から持ってきた。昔のやつだが……見るか？」

「いいんですか!?」

　部屋にあるライトや雑誌が気になっていたけれど、そのどれよりも役立つ教科書になりそうだ。

　マグカップと書類をダイニングのテーブルへよけると、ローテーブルにお好きにどうぞとばかりに広げてくれる。さらにパソコンも持ってきてくれて、×マークが書かれたフォルダーの図面やＣＧを見せてくれた。

「期待するなよ、全部失敗作なんだから」

　とはいえ、採用されなかっただけで新野さんが骨身を削って描いたものには変わりないはずだ。

「ありがとうございます！」

　お礼を言うとその声が大きすぎたのか、新野さんは片眉だけ歪めて嬉しそうに笑ってくれた。

「でも……どうして見せてくれるんですか？」

「気まぐれだ。見ないなら片づける」

「いえ、見ます！」

　パソコンを閉じようとするので、慌てて止めて、画面をまじまじと覗き込んだ。

「すごい……」

　建物の図面なのに、見たこともない夢の地図を広げているみたい。マウスを握る手が震え、胸が躍り出す。アイデアが記されたメモは面白く、私には理解できないところもあって、新野さんの頭の中が見てみたいと思った。

「あれ……美術館？」

　何枚もある夢の地図を見ていると、ある一枚に目が止まった。

「新野さんも美術館を担当したんですか？　どこの……」

　興奮気味に次から次へと図面を見ていたので、タイトルの確認を忘れていた。ちゃんと見ようと視線を上げたら、新野さんにマウスを奪われてしまう。

「あ、新野さっ……」

　待って、という間もなく、画面は閉じられてしまった。

「なんで閉じちゃうんですか？　いま見ているところだったのに……」

「ひどい設計だから見ないほうがいい」

　いつもはまっすぐに私を見つめる目が、ふいとそらされた。よほど恥ずかしい図面なのか。

「そういうのこそ面白いんですよ」

　それに雲の上だと思っていた人を身近に感じられるのは励みになる。たぶん、いまの私はすごく意地悪な笑みを浮かべているだろう。

「あっ、小夏……」

「いいじゃないですか」

　新野さんの隙をついて、マウスを奪い返すともう一度画面を表示させた。

　ひどいと言った照明の設計はどの作品よりも精巧で、照明だけではなく自然の光を取り入れようとしているデザインはとても美しく、図面を見るだけで神聖な空間が想像できた。

　でも、ここはまるで――。

「ここ、知ってる……」

　画面を見つめたまま、声が漏れた。

　頭の中に、ある美術館が鮮明に描かれる。忘れたくても忘れられない、私がこの道へ進むきっかけとなったあの建物……。

「ここ……この美術館……正司さんが照明を手がけたところ……」

「見間違いだ」

「見間違いじゃありません、タイトルだって……ほらっ」

　指差したタイトルはまぎれもなくあの美術館だった。記憶に刻まれた情景と図面がさらにピタリと重なる。なのに、右下にある照明の設計担当者の名前は、正司さんではなく新野さんだった。

「どういうことですか、これ……」

　隣の新野さんを見ると、目をつぶって深いため息をついていた。その姿から、まずいと思っていることが伝わってくる。

「俺が閂建設にいた頃のものだ。けど、いま見せているのはボツになったやつばかりだって言っただろ」

「でも……っ」

「小夏、よく見ろ。完成した美術館はエントランスが吹き抜けになっていて、この照明は存在しない」

　納得がいかない私に、上体を前のめりにして画面を指で差した。

　新野さんの言うとおり、頭の中にある美術館もそこは吹き抜けになっている。だけど、そんなことは関係ない。

「設計の変更くらいよくあることです」

「ここも。積算ミスしている」

　ほかの場所を示す新野さんに、横に軽く首を振った。

「いいえ、こんなの……これが元になって、いまの美術館ができていることくらい、私にもわかりますよ」

「どんな経過があって、これができたかわからないだろ」

「それはそうです、けど……」

　完成した美術館と図面に記された照明の配置、設計は重なる部分が多すぎる。

　だからあの建物の照明の担当者には新野さんの名前、もしくは正司さんと新野さんの名前が記されるのが自然だ。

　頭が混乱する。私を照明の道へ導いてくれた大好きな作品は新野さんの設計だった。なら、私がずっと憧れてきた人は正司さんじゃなくて新野さんだったのだろうか。

「めまい、しそう……」

　くらくらして額に手を当てた。うつむいていると、ソファから下りた新野さんが両肩を支えてくれて顔を覗き込んできた。

「大丈夫か？」

「大丈夫じゃ、ない……」

　声がひどく震え、いまにも泣いてしまいそうだ。肩に置かれた手を振り払うと、新野さんは「悪い」と気まずそうに眉尻を下げた。

「見せる気はなかった。このデータは……とっくに削除したつもりだったんだ」

　私に訴えかけてくる瞳はまっすぐで、だけどその奥は動揺を隠し切れずに揺らいでいる。

　事実をすんなりと受け入れられないけれど、それでも新野さんが本当のことを言っているのはわかる。だからこそ、ますますどういう顔をしていいのかわからない。

「悪かったよ」

　もう一度謝られて、声もなく首だけ横に振った。

　正司さんの過去をバラした新野さんに腹が立っているわけではない。正司さんが新野さんの設計を奪っていたことがショックでたまらなかったのだ。

「……私、帰ります」

　なんとか気持ちを整えて立ち上がると、手首を新野さんに掴まれる。

「送る」

　テレビから流れる音と混ざって、窓を打ちつける激しい雨音が聞こえた。いっそのこと濡れて帰ったほうが、気が紛れて楽になるんじゃないかとさえ思えてくる。

　けれど。

「用意するから、座ってろ」

　腕を引かれ、その場にすとんと腰を下ろすと、新野さんは廊下へ向かった。

　財布と車のキーを手にして戻ってくると、私の前にしゃがむ。黒い瞳の奥に私が映り込みそうなほど顔が近い。

「橋のライトアップ、俺が勝ち取るから」

　熱っぽい視線に心がざわめき出す。

「正司さんに勝って、賞ももらう。それで……小夏の一番になるよ」

「私の、一番……？」

　賞はたぶん、新野さんも正司さんも取ったことがある照明普及会の賞。その年に竣工した建物の照明のなかで、さまざまな面で優秀なものに贈られる賞だった。

　そんな賞にも、一番という言葉にも興味がないはずの新野さんから飛び出した宣言に、私は目を瞬かせた。

「そんなこと言われても……困ります」

　しゃがみ込んだ新野さんを振り払うように立ち上がると、荷物を手にする。玄関へ行こうとしたら、腕を掴まれた。

「小夏の一番になるって、決めたから」

　迷いのない声と瞳に圧倒されて、私はただ見つめ返した。




　次の日は正司さんと完成した商業施設の最終確認があった。

　手元の図面に数字を書き込み、ふと間ができるとつい新野さんのことを思い出してしまう。

　私の一番になると宣言した新野さんの表情は冗談じゃなかった。

「ここも照度はいいみたいだね。高塔さん、これで全部かな？」

　照度計から顔を上げた正司さんにたずねられ、もう一度、チェック漏れがないか確認した。

「あ……はい、これで完了です」

　図面に視線を落としたまま答えると、正司さんから「高塔さん？」と不審そうに声をかけられてしまった。

「どうしたの、さっきからおかしいよ？　うつむいてばかりで、目を合わせてくれないような気がするなぁ」

　まったくそのとおりで、今日は目を見られずにいた。

　正司さんが新野さんの設計を盗作したという事実を受け入れられず、かといって彼を信じ抜くこともできず、まだ戸惑っている。

「メイクがあまりうまくできなくて。恥ずかしくて、つい」

「そう、やっぱり女性だね。気にしなくてもいいのに」

「女性……」

　正司さんも私を女性扱いしてくれた。それなのに、新野さんに扱われたときと感じ方が違う。うまく説明できないけれど。

「それじゃ、戻ろうか。帰りは僕が運転するよ」

「いえ、私が……」

「いいから」

　荷物が入ったバッグを手にかけ、笑顔で私から車のカギを受け取る。私もまとめていた荷物を抱え上げた。

　でも、帰る前に少し……。

　まだテナントもインテリアも入っていないガランとした施設を見渡す。新築の匂いが漂うなかで目を閉じ、少しだけ想像した。この商業施設が多くの人で賑わう様子を。

「高塔さん？」

「あっ！　すみません、行きます！」

　正司さんの声に目を開けると、慌てて駆け寄った。

　またひとつ、自分が関わった建物ができた。大おお袈げ裟さかもしれないけど、生きた証を残したみたいで嬉しい。

　車を停めていた駐車場へ出ると、心地いい風が吹いた。

　太陽は少し西に傾いていて、だんだんと早くなる夕刻のおとずれに秋の気配を感じる。それでもヘルメットを被り、冷房の効かない場所で長袖を着て作業をするのは暑くて、作業着は肌に張りついていた。

「そういえば広瀬くんに聞いたよ。昨日は新野くんとご飯に行って、現場も見せてもらったんだって？」

　駐車場を歩いていると、正司さんが興味ありげにたずねてくる。

「はい、少しだけ……ですけど」

「彼の設計、よかった？　また僕にも教えてよ」

　にっこりと瞳を細めていたけれど、その奥は笑っていないみたいで背筋が寒くなった。

「そういえば、前に高塔さんが提出してくれたホテルの設計……すごくよかったよ。エントランスなんか特に」

　荷物を車へ積み、正司さんは運転席へ乗り込むとエンジンをかけた。私も続いて、助手席に座る。

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　まだ自分には手に負えない案件かと思い、ダメ元で提出したものだった。それを褒めてもらえるなんて。

「あの案、僕にちょうだい？」

「えっ……」

　いま、なんて？

　時が止まったかのように、呆然とする。思考がついていかない。

　ちょうだいって、あげられるものじゃない。あれには私が考え抜いた時間も、苦しみも全部が詰まっている。それは私だけのものだ。

「冗談だよ」

　正司さんは軽く笑うと、車を発進させた。

「じょ、冗談……ですか、は、はは……」

　私も笑ってみせるけれど、頬が引きつってうまく笑えない。

　冗談に捉えられないのは、昨日彼の過去を知ったからだけじゃない、目が本気だったからだ。

　車は商業施設と国道をつなぐ、舗装されたばかりの道路をゆっくり走る。

「高塔さんはいいセンスしてるよ。……なんて、僕を慕ってくれているからっていう欲目も入ってるかもしれないけど」

　正司さんは軽やかなハンドルさばきで国道に出ると、アクセルを踏んでスピードを上げた。

　前の私なら、褒められたら飛び跳ねて喜んだし、正司さん自身から『僕を慕ってくれている』なんて言葉を聞いたら笑顔でうなずいただろう。

　だけど、もう誰に憧れているのかわからなくなってきた。

「昼間も目立ってるね」

　スピードをゆるめ、信号で停まった正司さんが私越しに助手席の窓から外を見る。その視線のさきには新野さんが照明を設計した商業施設のカラフルな建物があった。

　ふいに新野さんの言葉を思い出す。

『小夏の一番になる』

　思い出せば、心の奥に呼びかけるような瞳と力強い声もセットでよみがえってきた。

「いやな感じだな」

「いや、ですか？」

「ああ、ごめん……僕たちが設計したスタジアムが目立たないでしょ？　そういう意味」

　信号が青になると、正司さんは再びアクセルを踏んだ。さきほどよりも速いスピードで景色が流れていく。新野さんが携わった施設はすぐに見えなくなった。

「私の、一番……」

　正司さんという目標を見失ったいま、新野さんの言葉が心強い。目指すものがあれば、どこまででも走れる気がする。

　新野さんはどういう意味で言ってくれたんだろう。それで、私はどうしたいんだろう。でもたしかにいま、支えてくれているのは新野さんだった。

「なにか言った？」

「いえ、なんでもありません」

「そう。あれ？　顔赤いね、暑かったかな」

　私を横目で見ると、クーラーの温度を下げてくれる。

「え、赤い……？」

　頬に触れてみると、火傷しそうなほど熱くなっていた。

　設計部へ戻るなり、オフィスのみんなが正司さんの元に集まってくる。

　……これは、なにごとか。

「正司さん、おめでとうございます！」

「お父様、すごいですね」

　驚いている間に、正司さんは次々にお祝いを述べてくる同僚たちに囲まれてしまい、私はその輪から弾かれた。

　お父様？　おめでとうございます？　朝からネットニュースを見る暇もなかったので、なんのことかさっぱりわからない。

「ありがとう。でも、僕が獲ったわけじゃないから。お祝いされても困るなぁ」

　人と人のあいだから正司さんの様子をうかがうと、円の中心で気まずそうに苦笑を浮かべていた。

　いまにも円の中に消えてしまいそうな正司さんを見ていると、どうにか助け出してあげたくなる。

　嘘の用事でも言おうかと考えていると、隣に広瀬さんがやってきた。

「海外で活躍してる正司さんの親父さんが、国を代表するイベントのライトアップのメンバーに選ばれたらしいよ」

「え、ライトアップ……？」

　正司さんのお父さんとライトアップが結びつかない。聞き慣れているはずなのに、初めて聞いた言葉みたいだった。

「こなっちゃん、知らないの？　正司さんのお父さん、海外で照明デザイナーしてるんだよ」

「うそっ……知りませんでした……」

　言われてみれば、いろんな人の作品を雑誌などで見ているときに憧れの正司さんと同じ苗字の人がいるな、と思ったことはあった。

　それでもデザインの方向性が違いすぎるし、そもそも正司さんのデザインを好きになってこの業界に入ったので彼の血のつながりなんて気にならず、考えたことがなかった。

「まぁ、随分活動してなかったみたいだけど。すげぇよな、復帰してすぐに国を代表するものに関われるなんてさ」

　広瀬さんは正司さんを囲んでいる輪には加わらず、席へ戻っていく。私もそのあとに続いた。

「じゃあ、正司さんは……お父様と同じ道を進まれたんですね」

　席に荷物も置かずにたずねると、広瀬さんはイスに座って考え込むように腕を組んだ。

「だな。プレッシャー、半端なかったんじゃね？　俺なら絶対進まねぇわ、そんな道」

　理解できないと首を振ると、仕事の手を動かす。私もやっと荷物を置き、パソコンを立ち上げて報告書の準備をはじめた。

「そういや、橋のライトアップ……正司さん、断るらしいよ？」

「えっ、断るって……リーダーをやめるんじゃなくて、担当すること自体を？」

「そうみたい。これが成功すれば出世も近づくっていうのに、もったいねぇよな。昔はもっと上を目指してる感じしたんだけど……最近どうしたんだろうな」

　広瀬さんは不満そうに唇を尖らせる。

　たしかに昔は、担当を任されたら最後までやりとおしていたし、大きな案件を率先してやっていたように思う。それなのに近頃はその勢いがない。

「あ、正司さん……」

「やっと解放されたみたいだな」

　同僚の輪から抜け出した正司さんは、くたびれた様子で廊下へ出ていく。

　正司さんのあとを追うと、彼はひと気のない休憩室へ入っていった。

　ドアの一部分がガラスになったところから中を覗くと、ソファに座り、背もたれにくったりと体を預けている。お腹の上で両手を組み、天井を見上げてため息を吐き出している姿は、いままで見てきたどんな姿よりも疲れているみたいだった。

　なにか、声をかけようか……。

　ドアを開けようとして、手が止まる。

　正司さんには〝影を見ろ〟と教えてもらった。照明には影が大事だから、と。

　いまのこの正司さんも、正司さんの影だ。決して表には出さず、プレッシャーと戦っていままでやってきた。上を目指したけれどうまくいかず、そのつらさから新野さんの作品を――。

　でも、どんな理由があっても認められない。ドアに伸ばした手を下ろすと、気づかれないようにその場から去った。

　憧れの人が疲れ切っている姿を見るのは胸が苦しい。正司さんもこんな姿を誰にも見られたくないはずだ。

　それから仕事を終えて外に出るとすっかり暗くなっていて、街は街灯や車のライト、ビルの明かりであふれ返っている。まとめていた髪をほどいて乾いた風に遊ばせていると、見知った姿が目の前にあった。

「新野、さん……」

「お疲れ」

　新野さんは私を見つけると、迷いのない足どりでやってくる。風でジャケットが乱れるのも気にも留めず、視線は私だけに向いていた。

「どうしてここに？　今日は打ち合わせ、ありませんよね？」

「仕事は関係ない。小夏に会いたかったから来た」

　あいかわらずストレートな言葉に、なんて返していいのかわからない。

「現場から直帰かもしれなかったのに、ずっと待っていたんですか？」

「ずっと、っていうわけじゃない。それに、広瀬とたまたま現場近くで会ったから、いるかどうか聞いたんだ」

「いつの間に……」

　休憩室にいた正司さんを見たあと、席へ戻ると広瀬さんは別件で現場に出ていた。きっと、そこで会ったのだろう。

「昨日は悪かったよ」

「それを言いに来たんですか？」

「ああ、今日一日気になって……本当に、悪かった」

　申し訳なさいっぱいに伏せられた瞳に胸が痛くなる。

「それは……もういいですよ。新野さんが悪いわけじゃないですし、それに理由がわかった気がするので」

「理由？」

　眉を寄せた新野さんに正司さんが抱えているプレッシャーの話をしようかと思ったとき、うしろから足音が聞こえた。

「高塔さん？　……と、新野くんか」

　振り返ると、閂建設の明かりを背にして正司さんが立っていた。

「あ、お……お疲れさまです」

「どうも。……あまり現場にいらっしゃらないんですね」

　頭を下げた隣で新野さんが悪態をつく。前はいやな態度にしか見えなかったものが、原因がわかったいまは仕方ないと思えた。

「ほかの現場がバタバタしていてね。新野くんがまとめてくれてると聞いてるよ、ありがとう」

　柔和な笑みを浮かべたあと、ふと正司さんの視線が私たちを交互にさまよう。

「それにしても、新野くんは余裕だね。仕事後にわざわざ女の子を口説きに来るなんて」

「しょ、正司さん？」

「僕と大違いだ」

　街の明かりで照らされた正司さんは嫌味なほど口角を上げた。

「……いえ、確認したいことがあっただけです。すぐに帰りますよ」

　会いたかったから来た、と言ったさっきの熱っぽさは微み塵じんも感じられないほど淡々と答えると、私から少し距離をとった。

　あ、そういうことか……。

　新野さんの行動でやっと、正司さんに誤解されるかもしれない、という考えが浮かんだ。経験値や免疫の問題じゃなくて、正司さんをまったく気にしていない証拠だ。

　それなのに、新野さんのほうが心配してくれるなんて。たぶん私が正司さんに憧れて、さらに好きだと思っているから……。なんだろう、少し胸が痛い。

「あ、そう。なら、僕は失礼するよ」

　酔っぱらいのように体を揺らすと、新野さんに近づいて声を潜める。

「あまり、高塔さんに余計なことは言わないでね。あのことがバレると、警戒されちゃうから」

　私に聞こえていないと思っているのか。それとも、聞こえても問題ないと思っているのか。しっかりと耳に届いた言葉に、背筋がぞくりと冷える。

「っ、まさか……っ！」

　新野さんが鋭くにらみつけると、その視線をかわすかのように歩き出し、すぐに人波に紛れる。その姿が見えなくなっても、新野さんはしばらく去った方向をにらみ続けていた。

「新野さん……あの、ありがとうございます」

　声をかけると、新野さんのつり上がっていた眉が少しだけ下がる。

「なにもしてない」

「いまの、私のために怒ってくれましたよね？」

　私が新野さんの二の舞になることを心配して、守ろうとしてくれた。誰かに守られるなんて初めてで、気恥ずかしさと嬉しさで胸がくすぐったい。

「……それは、まぁ……」

　珍しく歯切れの悪い新野さんは、気まずそうに首裏を掻いた。

「小夏が考えた設計を、ほかのやつに奪われたらたまらないからな。そういう感じだっただろ、いまの正司さん」

「はい……」

　また同じことを繰り返すつもりなのだろうか。胸がモヤモヤと重たくなっていく。

「……小夏、気分転換でもしないか？」

「え？」

「気分を変えたほうがよさそうに見えたから。どうする？」

「そう、ですね……じゃあ、します。気分転換！」

　誘いにうなずくと新野さんは素早くタクシーを停め、とあるレストランの名前を告げた。




「あの、気分転換ってもっと気軽なイメージだったんですけど……」

　連れてこられたのは会員制のレストラン。しかも新野さんがオーナーと知り合いらしく、名前を告げると個室のなかでも一番広くて見晴らしがいいＶＩＰルームに案内された。

「私、お金払えるかな……」

　一面のガラス窓からは絵画のように整備された中庭が見え、一瞬レストランにいることを忘れてしまう。私と新野さんしかいない部屋は静かで、霜降り肉を切り分ける手が緊張で汗ばんできた。

「心配するな、出させるつもりはない」

「そういうわけにはいかないですよ」

「ただ、店の雰囲気と料理を楽しんでくれたらそれでいいよ。それとも、こういう店はいやだったか？」

　スマートな仕草でワインを口へ運ぶと、私を見つめてきた。お酒が入っているせいか、熱をはらんでいて艶っぽい。

「そうじゃないです。ただ、新野さんっぽくないかな……って」

「好きな女を口説くならこういうところがいいかと思っただけだ」

「すっ、好き……」

　思わず、口に入れた高級肉を噴き出してしまいそうになる。

　そうだった、新野さんは私を好きだと言ってくれていた。忘れていたわけじゃないのに、目の前につきつけられるとどう反応していいかわからない。

「……新野さんは私をひとりの女性として見てくれているんですね」

「前から言ってる」

「あらためて、そう感じたんです」

　正司さんも私を女性扱いしてくれたけれど、新野さんに扱われたときと違うと感じた。いま、その理由がわかった。正司さんは私を大勢の女性としての括りでしか見ていなかったんだ。

「俺も正直、好んでこういう店には来ない。けど……小夏となら来たいと思ったんだ」

　ほぼ真顔の新野さんが時折見せる笑顔は優しくて温かくて、とにかくすごい破壊力を秘めている。

「新野さん、なんかずるいです。急に人が変わったみたい……」

　出会ったときは、こんなに情熱的に想いを伝えてくる人だなんて考えられなかった。

「俺が変わったっていうなら、そうさせたのは小夏だろ」

　頬をフッとほころばせた笑みは余裕たっぷりで、大人の男だと見せつけられているようだった。

　このままだとますます翻弄されてしまう。

　気持ちを落ち着けようとワインを飲むと、肩の力が少し抜けた気がした。

「……私、正司さんのこと、ショックでした」

「ああ、そうだったろうな」

　なんの脈絡もなく話し出したのに、新野さんは静かに相づちを返してくれる。

「あの人がそんなことするはずない、って思いましたし……でも、なにより正司さんが自分の力を自分で認めていなかったことがショックでした」

「小夏……」

「いまの会社に入ってから、正司さんの昔の作品も見ました。美術館をする前は地味って言われてたんですよね。でも、それも全部すごかったです。あれだけきっちりした計算の上に成り立つデザインは簡単にできるものじゃありません。誰が見ても馴染む照明なんです、だから地味って言われるだけなんです」

「ああ、知ってる」

　新野さんは穏やかにうなずくと、ナイフとフォークを皿の上に置いた。

「正司さんの仕事を間近で見てきたんだ、すごさぐらい知ってる」

　口先だけじゃない、この人の言葉は心からの声だ。正司さんのすごさをちゃんとわかってくれている。新野さんは正司さんを軽蔑しているわけじゃない。

　だからなおさら、どこかで見直してもらいたかった。

「正司さんにも橋のライトアップ、設計してもらいたかったな……」

　呟くと、新野さんは目を丸くした。

「その話、受けるんじゃなかったのか？」

「それが、断ったって広瀬さんから聞いたんです」

「断った……？」

　新野さんは手を止めたまま、しばらく考え込んでいた。




「やばい……っ」

　スーツに身を包んだ人々の間を、息を切らしながら走り抜ける。打ち合わせが長引いて現場に入るのが遅れてしまった。

　必要な機材やヘルメットを抱えて現場へ向かっていると、胸ポケットに入れていたスマホから着信音が聞こえてくる。表示されている名前は広瀬さんだ。

「はい、高塔です」

《あ、こなっちゃん？　お疲れ。悪いんだけど、いまトラブっててさぁ、今日そっち行けそうにないわ》

　広瀬さんの声は参っていて、さらにそのうしろで管理部と施工部の言い争っている声が響いている。

「わかりました！　私もいま着いたところで……」

《そうなの？　まぁ、かわりに正司さんに行ってもらってるから、大丈夫だと思う。それじゃ》

「えっ!?　ちょ、まっ……」

　プツッと音が切れると、一気に不安に襲われる。

「かわりに正司さんって……じゃあ、いまって……」

　今日は新野さんと広瀬さん、私の三人で現場を確認する予定となっていた。それがいまはあのふたりだけだなんて。

　恐る恐る、まちなかライトアップのメイン会場へ向かう。確認作業はこのあたりのはずだった。

「あっ、いた……」

　ふたりとも背が高いから、遠くからでも作業している姿がわかる。ゆっくり近づくと、話し声が聞こえてきた。

「正司さん……橋のライトアップ、受けてください」

　新野さんが真剣な眼差しで正司さんに訴えかけている。思いもよらぬ内容にぎょっとして、私は慌てて建物の陰に隠れて息を潜めた。

　なんで、新野さんがあんなお願いを？　どういう展開？

　わけがわからず、気づかれないように覗きながら耳を澄ます。なんとなく、立ち入ってはいけない気がした。

「なにそれ、わざわざ僕と戦おうとするなんて……僕なんか敵じゃないって言いたいの？　生意気だなぁ」

　正司さんは嫌味な口調と笑みで、新野さんをいなした。

「俺と勝負してほしいんです」

「勝負って。それ自体、おこがましいと思わない？　閂が有利だっていうのに、負けることを想像していないんだ。……そういう強気なところ、昔から嫌いだった」

　嫌いだと言われても、新野さんの表情はひとつも変わらない。

「嫌われてもかまいません。ただ、正司さんに勝ちたいんです」

　力強い返事に、正司さんが一瞬固まる。真っ向から挑戦状を叩きつけられ驚いている……というよりは、どこか嬉しそうにも見えた。

「そんなの勝負しなくたって、わかるだろ。……きみのほうが実力あるよ」

「でも、小夏のなかでは正司さんが一番かもしれない」

　まさか自分の名前が出るとは。

　ドキリとする私とは違い、正司さんは軽く首をかしげる。

「なんで、いま高塔さんの名前が出るの？　もしかして、本気で警戒してる？　僕があの子の設計を盗むかも……って」

　意地悪に口の端を上げた正司さんに、怒りと失望が込み上げてくる。やるせなくて、拳をぎゅっと握りしめた。

　こんな正司さん見たくない。……私が憧れた人は、いまはどこにもいない。

「警戒してます。小夏は……昔の俺みたいだ。けど、俺より純粋で心から照明を楽しんでいる。だから、放っておけないんです」

　昔の自分と似ているから心配で、気にかけてくれて……それで、好きになってくれたんだ。あらためてわかった新野さんの深い想いに、熱いものが込み上げてくる。

「たしかに、高塔さんは未熟な部分が多いけれど、センスがいい。真面目でやる気もあるからもっと伸びるだろうね。なんといっても、僕に心酔してるところがいいんだ。このままモノにしちゃえば、いいゴーストライター……いや、ゴーストアーキテクトか。それになってもらえそうだなって目をつけてたんだよ」

　ゴースト……。私のことをそんな風に考え、いままで一緒に仕事をしてきたのか。そう思うと虫むし唾ずが走って仕方ない。

「……だと思いました」

　新野さんはあきれをふんだんに含んだため息をつくと、やるせないとばかりに頭をくしゃくしゃに掻いた。

「正直、勝負の結果はどうでもいいんです。でも、小夏の一番になりたい。そのうえで必要なんです、正司さんの作品が。小夏に正司さんの作品を見せてやりたいんです」

「それで高塔さんに惚れてもらうつもり？」

「まぁ、そんなところです」

「高塔さんの憧れもちゃんと守って、僕の体裁も保ってくれるわけね。……ちょっと、いい男すぎるんじゃない？」

「勘違いしないでください。守りたいのは小夏だけです」

　声の温度が、風に乗って伝わってきてるんじゃないだろうか。触られてもいないのに頬が熱くなり、力が抜けてその場にへたり込む。

「お願いします」

　しゃがみ込んでふたりを覗き見ると、新野さんは深く頭を下げていた。その姿に鼓動が高鳴る。

　このお願いは、私のためだ――。

　胸が苦しくなって、胸元をぎゅっと握り締めた。










想いはいつの間にか




　新野さんがなんのために頭を下げているのか――。理由がわかるから、胸が苦しい。

「初めて見たな、新野くんの……そんな顔」

　顔を上げた新野さんを前に、正司さんは意外なものを見るように目を見張った。

「僕がきみの作品をマネたときでさえ、きみは無関心そうにしていたのに」

「……はらわたが煮えくり返ってましたけどね」

　よみがえった怒りを抑えるかのように、新野さんは拳を握り締める。

「へぇ、そうだったんだ、表情に出てなかったから全然わからなかったよ。怒りもしない、ショックも受けていない……ああ、僕のことを普段から見下していたんだろうな……って、そう思ってた。……だからいま、勝負を申し込まれて戸惑ってるよ。きみに対等に見てもらえたんだって……喜んでる自分がいるんだ」

　風が吹き、正司さんの前髪が乱れてひそめた眉が見えた。

「あのことがあるまでは見下していませんでした。むしろ尊敬していましたし、あのときも正司さんがそんなことするなんて信じられなくて、こういうこともあるのかなって、自分に言い聞かせていました」

　受け入れがたい過去に新野さんが言葉を詰まらせると、正司さんも切なそうにまぶたを伏せる。昔を思い出しているみたいだ。

「けど、それから何度もあったから、さすがに信用できなくなって……自分から去ることを選びました。会社にこだわっていたわけじゃないけど、辞めたかったわけでもない。けど、あのまま続けていたら、この仕事さえも続けていられなくなっていた」

　設計を盗られたのは一度だけじゃない――。初めて聞く事実にショックでたまらなかった。

　美術館以降、正司さんの作風が変わったと感じていた。瀬那さんも『ふたりはセンスが似てる』と言っていたけれど、それは新野さんの作品が元だったからなんだ。

　だから、野心も野望もない新野さんが独立したのだ。ショックと、つらさと理不尽さに耐えきれずに……。

　広瀬さんに会ったとき『まだ、照明続けてるんだな』と声をかけたのは、同じことが繰り返されていないかと心配だったのだろう。

「あのときは諦めて、正司さんに抗議もしなかったけど……でも、今回は諦められないんです」

　ハッキリと言い切ると、正司さんを力強く見つめる。新野さんの視線に耐えられなくなったのか、正司さんは顔をそらすと、私が隠れている建物のほうを向いた。

　ここでバレると気まずい。

　慌てて、ただでさえ小さい体をより小さく丸める。

「今回は……か。そうだね、高塔さんにはいい機会かもしれない。そろそろ僕から離れてもらったほうがいいかな」

　再び自分の名前が出て、身を隠しているはずなのに、もっとどこかに隠れたくなる。

「じゃあ、橋のライトアップを……」

「受けるとは言ってないよ。少し考えさせてもらおうかな」

　様子をうかがいながらふたりを見ると、正司さんはにっこりと人の悪い笑みを浮かべ、新野さんはただ立ち尽くしているようだった。

　……さすがに、そろそろ合流したほうがいいかも。

　タイミングを見計らうと、なに食わぬ顔で現場へ現れた。

　ふたりのやりとりを聞いていただけに気まずかったけれど、たぶんいつもどおりにできていたと思う。




　現場の確認を終えると、新野さんとはその場で別れることになった。

　私が合流してからのふたりはとても淡々としていて、無駄話もなく手だけを動かしていた。まるで、あの会話がなかったかのように。

　でも、私の目にはしっかりと焼きついている。作業をする新野さんの横顔に、頭を下げていた姿が浮かんで鼓動が速くなった。

　お礼が言えたらいいのに、盗み聞きしていたことがバレてしまうので、できそうもない。だからこそ、せめて新野さんに任せきりにならないようにしよう。

　心を決めると、きゅっと唇に力を入れる。

「あのっ、正司さん……」

　車へ戻る最中、荷物を抱えて前を歩く正司さんに声をかけた。

「ん？　なにかな」

　ゆるりと振り返ったメガネの奥の瞳は穏やかだったけれど、どこか不安気に揺らいでいるようにも見えた。

「橋のライトアップ……受けてください」

　正司さんの設計で勝負してほしい。

　この気持ちが伝わらないだろうか。射抜くようにじっと見つめると、正司さんは一瞬目を瞬かせ、困ったように口元をゆるめた。

「それ、新野くんが僕にお願いしてたから言ってる？」

「いえ、そうじゃなくて……え？」

　いまの言葉は、まるで私が盗み聞きしていたことを知っているみたいだ。

「しょ、正司さん、あのっ……」

「僕たちが話しているとき、高塔さんが隠れてたの気づいてたよ」

「う、うそ……」

　間抜けに口を開けていると、正司さんがもうほとんど傾いた太陽を指差した。

「影、気をつけて隠れたほうがいいよ。まぁ、新野くんからは見えてなかったと思うけど」

　優しく笑いかけてくれるけれど、居心地が悪くなるばかり。影は自分の足元から正司さんに向かって、情けなくだらりと伸びていた。

「すみませんでした……」

「いつから聞いてたの？　まさか……最初から？」

「たぶん、最初から……。正司さんの過去の話も、聞きました。……すみません」

　語尾を小さくしながら謝ると、隣を歩いていた正司さんがぴたりと立ち止まった。

「正司さん……」

　声をかけるけれど正司さんはなにを見ているのか、なにも見ていないのか、放心状態でただ立ち尽くしている。

「あ……ごめん。……そっか、知られちゃったんだね」

　ぽつりと寂しげに呟き、足元に視線を落とした。その姿はとても小さく見える。

「最低なことをしておいてなんだけど、高塔さんには知られたくなかったな」

「それは私をゴーストアーキテクトにする予定だったからですか？」

　うなずかれるのが怖い。たずねる声が震え、胸が切り裂かれるように痛んだ。

「……違うよ。ずっと、きみの憧れでいたかったんだ。誰かに尊敬されるのが心地よかった。結局、それは盗作をした自分に向けられている憧れだったっていうのにね」

　父親をプレッシャーに感じて犯してしまった罪。しかし、そのあとも自分と向き合えず同じことを繰り返していたのは、周りの期待や、私のようにただひたすら彼に憧れる後輩たちからもプレッシャーを感じていたからかもしれない。

「本当にバカなことしたな」

　オレンジから紺色に染まっていく空を見上げた正司さんは、どこか吹っ切れたようでもあった。

「正司さん……橋のライトアップ、受けてください。あらためてお願いします」

「そんなに見たい？　僕は才能がないから、変わったことはできないよ？」

「才能ならあります。……正司さん自身が気づいていないだけです」

　新野さんも正司さんの力を知っている。なのに、本人が認めようとしないのは信じている私たちのほうがつらい。

「正司さんに、自分の力から逃げてほしくありません。ちゃんと……戦ってほしいんです」

　もっと強い気持ちを伝えたいのに。曖昧なことしか言えなくて、歯がゆさで唇を噛んでいると、正司さんはくすりと笑みをこぼした。

「高塔さんは強くなったね。入社した頃は僕のあとをひたすらついてきていたのに」

　しんみりしていた空気がわずかにやわらぐ。

「僕は許されないことをしたんだ。……けど、新野くんに最後のチャンスを与えてもらっている気がする。……やってみようかなぁ」

　あまりにも「夕飯はあれを食べようかなぁ」みたいにふんわりと口にするから、一瞬聞き逃しそうになった。

「し、正司さん……!?」

　慌てて食いつくと、楽しそうに口を開けて笑っていた。その顔はいままで見たことないくらい活き活きしている。

「やるよ、橋のライトアップ」




　仕事から帰ると、リビングでスマホをいじってはローテーブルに伏せ、またいじっては伏せ……を繰り返す。さっきから何度も画面に表示しているのは新野さんの番号だった。

「ほ、報告だけ。正司さんが仕事を受けてくれることになった報告だけはしないと。新野さんだってお願いしてくれたわけだし」

　うんうんとひとりうなずき、氷が溶けて半分水になったアイスミルクティーを喉に流す。ただ電話するだけなのに、仕事ではないと思っただけで緊張してしまう。

「やっぱり……メッセージにしようかな」

　声が聞きたい気もしたけれど、もし仕事中だったら迷惑になってしまうのでハードルが低いほうを選んだ。

　内容は簡単に正司さんが橋のライトアップを受けてくれることになった、ということのみ。よし、送信！

　アイスミルクティーを飲み干すともうほとんど味がしなくて、でもそんなことも気にならなかった。

　返事、来るかな。

　気になって画面を見ているとすぐに既読になったものの、なぜか着信の表示に切り替わる。

「えっ、わ……お、お疲れさまです」

《お疲れ。いま、いいか？》

　新野さんの低く、落ち着いた声が耳に響く。声の向こうは無音で、部屋にいるのかな、と一度だけ行ったリビングを思い出し、余計に緊張してきた。

「大丈夫です。あの、なにかあったんですか？」

《なにもないよ。小夏が喜んでるだろうなって思ったから電話した。……よかったな。正司さんに頼み込んだのか？》

　自分こそ頭を下げて頼み込んでいたのに、そのことは一切口にしない。実に新野さんらしくて、顔が見えないことをいいことにちょっとだけ笑ってしまった。

「はい、少しだけ……。そのときに正司さんから、例の話も聞きました。……バカなことをしたって、後悔しているみたいでした」

《……そうか》

　無関心そうな相づちには温かみがあり、正司さんを責めるつもりはないことが伝わってきてホッとした。

《話は変わるけど……小夏、明日は時間あるか？》

「えっ、な、なんですか急に……」

　思わぬ質問にドキリと胸が跳ねる。

《昔、ライティングをやったレストランのオーナーから、来てほしいって声かけられて。前から言われてたんだが、ひとりで飯食ってもつまらないし》

「あ、でも……すみません。明日は遅くまで打ち合わせが入っているんです」

　申し訳なさに残念さも混じる。新野さんに会いたかったのか、それとも照明が見たかったのか、正直わからない。

《いい、待つ》

「ほかの人と行ったほうが……部下の方とか」

　待つとはっきり言ってくれたことが嬉しいのに、つい測るようなことを口にしてしまう。これで「なら、そうする」と言われたらたぶんがっかりするくせに。

《いや、待つ。小夏と行きたいから》

　いま、新野さんはどんな顔でこのセリフを言ったんだろう。きっとあいかわらずの無表情なんだろうけど、目の前に私がいたらまっすぐに見つめて言ってくれるはずだ。

「ず、ずるいですよ、新野さん……その誘い方は」

《どっちが？　小夏こそ、俺の気持ちを知っておいてほかのやつを引き合いに出すなよ。そんなの、選択肢がひとつしかない》

「ひとつ、って……」

《小夏しかないだろ》

　耳に直接響く、甘く低い囁きに頬から首にかけて感覚がなくなるほど火照り出した。

「わ、わかりました、じゃあ……行きます」

《ああ、時間はまた連絡くれたらいい。それじゃ、楽しみにしてる》

　それだけ言うと電話はプツリと切れた。新野さんの声をもう少し聞いていたかったような、でも聞いていたら心臓がもたなかったような。

　真っ黒な画面になったスマホを胸に抱き、ソファにもたれて天井を見上げた。

　はぁ、と息をはくと、新野さんと話している最中に高まった胸の熱がやわらいでいく気がする。

　新野さんはストレートに想いを伝えてくれる。私も、いつかこの気持ちに答えを出さないと――。




　次の日は朝からふわふわしていた。

　何度も夜の予定が頭をかすめ、そのたびに新野さんを思い出す。服装も、現場へ行く日は穿はかないスカートと薄手のブラウス――しかも、仕事用では一番女性らしいもの――という仕事後を意識した格好になってしまった。

　仕事に集中しないと。気合いを入れて出勤する。

「おはようございます」

　席へ着くと、すでに仕事をはじめていた隣の広瀬さんがイスのキャスターを転がし、腕と腕がくっつきそうなほどそばに来た。

「なぁ、こなっちゃん。正司さん、なんかあったのかな？　急に橋のライトアップやる気になったんだよ」

　身をかがめ、潜めた声には驚きと一緒に嬉しさもあった。

「それはわかりませんけど……いいじゃないですか。こっちも頑張ろうっていう気になりますよね」

　誰かが頑張っている姿は見ているこちらの励みにもなる。それが憧れの上司ならなおさらだった。

「まぁねぇ。昔の正司さんに戻ったみたいで、仕事見てたらわくわくしてくるしいいんだけど。すげぇのできそうな感じもするしね」

　正司さんをこっそりと見つめる広瀬さんの横顔はいつも以上に活き活きして見えた。

「あ、そういえばさっき構造部から連絡あってさ、今日の打ち合わせキャンセルって。クライアントの都合が悪くなったらしいよ」

「えっ……！　わ、わかりました」

　あとで新野さんに連絡しよう。そう思いながらコクリとうなずくと、広瀬さんが顔を覗き込んでくる。大きな瞳にはいたずらな色が浮かんでいた。

「……なんですか？」

「こなっちゃん、今日ってデートの予定でも入ってんの？　やたらきれいじゃん」

「ち、違いますよ。今日は内勤だからたまたま……」

「ホントにぃ？」

　あいかわらず至近距離でうかがってくる広瀬さんから、イスを動かして距離をとった。近くにいると些細なことから変に勘ぐられそうだ。

「う……ま、まぁ、新野さんとご飯行く予定はありますけど」

「えっ、またご飯!?　仲いいね、もしかして付き合って……」

「ませんっ！」

　事実なのにその答えに胸がチクリと痛くなる。……なにこれ。

「そんな勢いよく否定しなくても。……けど、いい感じってことでしょ？　これからかー、そっか」

　なにに納得したのか、やっと離れてくれた広瀬さんは何度もうなずいていた。

「なんでいい感じになるんですか」

「そりゃあ、打ち合わせがキャンセルって言ったとき、こなっちゃん、〝早く会える！　嬉しい！〟って顔してたから」

　広瀬さんはにやりと口角を上げると、ピアノでも弾くかのようにパソコンのキーボードを打ちはじめる。私をからかって楽しそうだ。

「べ、べつにそんな風に思ってませんよ。待たせなくていいんだ……ってホッとしただけです」

「はいはい」

「適当にあしらわないでください！」

　完全に勘違いされた。……勘違い、でもないかもしれないけれど。

　これ以上言い返すと余計に怪しまれそうなので、悔しいけれど口を閉じた。

　なんでこんなに新野さんのことで動揺しなくちゃいけないんだろう。仕事に集中したいのに、頭の中が新野さんでいっぱいになっている。

　おかしい……いままでは仕事ばかりで、ただ正司さんを目指していただけだったのに。

　広瀬さんの斜め向かいにいる正司さんに視線を向ける。真剣な眼差しで、時折難しそうに眉を寄せながら仕事をしていた。

　……もし、新野さんが閂建設に残っていたら、あの席に座っていたかもしれないんだ。

　正司さんの姿が一瞬、新野さんの姿に変わる。だけど、私の視線に気づいた正司さんがふとこちらを見たので、妄想した新野さんはすぐに消え去った。

　なんでさっきから新野さんのことばっかり考えてるんだろう。

　正司さんに気まずさいっぱいの会釈だけしてパソコンに向き直ると、頭を左右に振った。背筋を伸ばし、やるべきことだけを考える。

　集中しろ、自分。

　思考から無理やり新野さんを追い出すことに専念した。

　昼休みに早く帰れることを連絡すると、新野さんは予約の時間も変更してくれた。

　定時になって会社を出ると、外は夜に向かう手前の薄暗さで、街灯がなくても歩いている人の顔が見えるくらい。久々にこんなに早く帰ることができた嬉しさと、ちょっとほかの嬉しさも抱えながら歩き出す。

　予約しているお店が閂建設の近くなので、最寄り駅で待ち合わせをしている。

　慣れないヒールは歩きづらく、思ったよりも時間がかかって待ち合わせ場所へ到着すると、新野さんはすでに立っていた。

　なかなか見かけない端正な顔立ちにスマートなスタイルは、なにもしていないのに人目を惹きつけ、いたってシンプルな服でさえハイブランドのものに見える。

　忙しそうに歩いているＯＬも、学校帰りの学生も、新野さんにちらりと視線を送っては通り過ぎていった。

　あの隣にいまから自分が並ぶのか。そう思うと優越感よりも気が引けたけれど、勇気を出して近づいた。

「すみません、お待たせしました」

「ああ、お疲れ。そんなに待ってないから気にしなくていい」

　新野さんは本当に気にしていない様子で頬をほころばせた。私も笑顔を返そうとしたけれど、広瀬さんから言われた言葉が浮かんで急に頬が固くなる。

　あんまり笑顔でいると、嬉しいことがバレるかもしれない。もしかしたら、自分でも気づかないふりをしている新野さんへの気持ちも……。

「じゃ、行くか」

「はい」

　歩き出した新野さんの隣に並び、唇をきゅっと結ぶ。口を開けば自分の気持ちが漏れ出てしまいそうだ。

「小夏、なにかあったのか？」

　ひたすら無言でいると、不思議そうに顔を覗き込まれる。

「ないですよ、なにも」

　真顔をキープしていたつもりだったけど、まさか広瀬さんみたいに勘づかれたのか。

「そうか？　さっきから難しそうな顔してるけどな」

　怪訝な顔で人差し指を伸ばしてくる新野さんに、眉間をつんと突かれる。

「えっ、わ……ちょっと……！」

「……もっと変な顔になった」

　動揺を悟られないようにさっきよりも眉間と口元に力を入れると、新野さんは「今日の小夏はおかしいな」とため息をついてしまった。

　人の顔でそんなにがっかりしないでほしい。そもそもおかしくしているのは新野さんなのに。

　そんな気持ちも知られたくなくて、額をさするふりをしてうつむいた。




　しばらくしてたどり着いたのは、完成したときに話題になった商業ビルだった。

　インポートショップや高級食材を使った中華料理店などが入っているところで、最上階のフレンチレストランからはきれいな夜景が見えるとメディアでよく取り上げられていた。

　まさにその最上階のレストランに、いま連れてきてもらっている。

「ここの照明を新野さんが設計したんですか？　すごい……」

　息を漏らして、店内を見渡す。細やかに配光された店内は、夜景を邪魔しないどころか、夜景と一緒に高級なレストランをさらにワンランク上へと押し上げていた。

　窓際の席へ案内されると、目に飛び込んできたのは地上と夜空が逆転したんじゃないかと錯覚しそうなほど美しい夜景。

　夢中で見下ろしていると、向かいに座った新野さんが軽く笑う。

「やっと笑った」

「え？　そ、そうですか？」

　頬に軽く触れるといつもより熱をもっていた。赤くなって、新野さんに伝わっていなければいいけど。

「さっきからずっと笑わないし、妙に固いから心配してたんだが……大丈夫そうだな」

　そう言ってシャンパングラスに手を伸ばし、慣れた手つきで口へ運ぶ。新野さんも夜景と同じくらいまぶしく感じて落ち着かない。

「すみません、本当になんでもないんです」

「なら、いい」

　端的な答えはそれ以上求めてこなくて、ホッとした。




　運ばれてきた料理はどれもおいしくて、いつもより飲みすぎてしまったかもしれない。

　店から出ると、新野さんにきちんと向き合って頭を下げた。

「新野さん、ごちそうさまでした。すごくおいしかったです」

　顔を上げると、もう自分の笑顔から気持ちがだだ漏れになることも忘れて、めいっぱい笑いかける。むしろお礼の気持ちを伝えたい。

「ああ、うまかったな。小夏のいい顔も見られてよかった」

　私に手を伸ばし、横髪をすいていく。頬をかすめる優しい手つきに胸が高鳴った。

「そ、そういうの……どういう反応していいのか、わかりません」

「どうもしなくていい。俺が触りたいだけだから」

　じっと見つめ、顔を寄せられる。魔法をかけられたように、ただ新野さんの黒い瞳を見つめ返した。

「小夏、俺と……」

　新野さんがなにか言葉を続けようとしたとき。

「……あ、さきに入っていてもらえますか？」

　ひとりのドレスアップした女性が私と新野さんを見て、一緒にいた男性に声をかける。ふたりは同じ階にあるバーに入ろうとしていた。

　女性は仕立てのいいスーツを着た男性から離れると、私たちのそばへやってきた。レースがあしらわれたタイトなワインレッドのワンピースに、折れそうなほど細く高いヒールのパンプスを履いている。

「新野さん、お久しぶりです。大おお藤ふじアドの高たか羽ばです」

　首をかしげて微笑むと、長い髪が流れて色っぽさが漂った。

「大藤アド……ああ、広告代理店か。ここの宣伝を担当したところだったっけ」

　ここの、というのはさっきまで私と新野さんが食事をしていたレストラン。向こうの愛想のよさに対して新野さんの素っ気なさは本当に顔見知りかと疑いたくなるほどだ。

「そうですよ。今日はこちらにいらしたんですか？　私がお誘いしたときは興味ないっておっしゃっていたのに……」

　甘えた口調で新野さんに近づきながら、こっそりと私に視線を投げてくる。値踏みされているみたいでいたたまれない。

「今日だって誘ってくださればよかったのに。当日でも全然問題ありませんでしたよ？」

　笑い方のお手本のように、にこっと笑みを浮かべる。あからさまな新野さんへのアプローチに、私はただ目をそらした。

　新野さんにはこれくらい美人で大人っぽい人が似合う。身長だって、私とではデコボコだけどこの女性なら釣り合いがとれていた。

　……って、なんで急に現れた女性と自分を比べてるんだろう。年齢は近そうだけど、職業だって、立場だって一緒のものなんてなにもないのに。

　あまり人を意識してこなかったのに、いま、新野さんがそうさせている。

「俺は小夏と来たかったから」

　名前が出たので隣を見上げると、優しい瞳で見下ろされていた。

「どういうことですか？　それ」

　高羽さんは心象悪そうに眉を寄せる。なんとか唇は弧を描いているものの、もうそこにお手本のような笑顔はない。

「小夏といると楽しいからな」

「それって私とはつまらない……って聞こえますけど」

「そうじゃない。小夏といる時間が一番楽しいってだけだ」

　同じことをもう一度言い直す。新野さんの言葉には裏も表もなくて、それしかない。だから余計に、受け入れたくない言葉は深く刺さる。

「同じことよ！」

　きれいに整えられた眉がつり上がり、笑顔がすっかり消える。ヒールが折れてしまうんじゃないかと思うほど足元に力を込めてバーへと入っていった。

「新野さん、いいんですか!?　これからお仕事の関係とか……」

　心配になって、新野さんの腕を掴んで引き止めるように促すけれど、本人はいたって落ち着いていた。

「いい。元々、このビルのオーナーが宣伝頼んだだけで、レストランの紹介のときにちょっと取材されたくらいだ。俺自身はなんの関わりもない」

「そうだったんですね」

　本人がそう言うなら大丈夫だろう。安心して腕から手を離した。

「いままで何回も誘われて、正直困ってたし。いい機会だった」

「それじゃ、いまの怒るってわかってて言ったんですか？」

「一応」

　さらっと言ってのけると、エレベーターへ向かう。

　なぁんだ……そっか、怒らせて諦めてもらうために私の名前を出したんだ。

　好きだと告白されたこともあって、断る口実だと知らずに舞い上がってしまった。そんな自分が恥ずかしい。

　到着したエレベーターへ乗り込むと、新野さんから少し距離をとってうつむいた。

　ビルのエントランスに降り、外へ出ると心地いい夜風が頬をかすめる。人通りの少ない道を歩いていると、ふと新野さんが足を止めた。

「そうだ、誤解は解いておかないとな」

「誤解？　なんですか？」

　風が吹き、髪が乱れる。手で押さえながら訊き返すと、隣にいた新野さんが一歩こちらに近づいてきた。

「新野、さん？」

　熱っぽい瞳と間近で目が合い、その強い眼差しに射すくめられる。

「あの言葉は本当だから」

「え？」

「小夏といると楽しいってこと。……ずっと、一緒にいたいって思う」

　手を伸ばされ、今度は髪じゃなくて頬に触られた。あまりにも大切そうに見つめられ、胸が張り裂けそうなほど高鳴り、苦しくてたまらない。

「もう……仕事を一緒にするだけじゃ我慢できない、こうして出かけるだけでも足りない。……小夏を独占したいんだ」

「っ、新野さん……」

「ダメか？」

　想いを伝えられるだけじゃなく、独占することを求められる。仕事仲間ではなく、新野さんの特別な存在になれる――。

「わ、私……っ」

　なにか言いたいのに、言葉がちゃんとまとまらない。頭が混乱していて、心臓が痛いほど脈を打つ。

　おかしい、こんな自分、絶対おかしい。新野さんから目をそらしたいのに、そらせない。それどころか手を伸ばしたくなって、そんな自分が怖くなった。

　誰に対してもこんな気持ち、もったことない。新野さんだけ特別に感じる。それに気づくと胸はもっと苦しくなった。

「私も、新野さんが好き……」










好きの自覚




　伝えたい言葉はもっといっぱいあったのに、口にできたのはシンプルな想いだけだった。

「好きです。私も、新野さんのことが……」

　大通りから一本入った路地は静かで、あたりに誰もおらず、私の声だけが響いていた。

「小夏……」

　驚いたように固まっていた新野さんは、我慢の限界とばかりに私を引き寄せた。

「に、新野さん、あのっ……」

　たくましい胸板に抱かれ、大きな手で頭から背中をなでられると〝好き〟という想いがどんどん膨らんでいく。加速する想いに、自分でもついていけない。

「……おかしくなりそうだ」

　熱っぽい息をはき出すと、私の頭のてっぺんにキスをした。大切なものみたいに扱われ、胸が苦しくなる。

「お、おかしくなりそうなのは私です」

　想いに気づいた瞬間、新野さんのすべてに反応するように体をつくり変えられてしまったみたいだ。

「そうか？　いつもどおり……じゃないか、少し顔が赤いな」

　体を離し、私を覗き込んだ新野さんが頬をなぞる。指先のくすぐったさに首を縮こまらせると、小さく笑われてしまった。

「なによりも一番、大切にするから」

「……はい」

　嬉しさを噛みしめてうなずくと、とびきり優しく微笑まれる。近づく気配に瞳を閉じると、唇に触れるだけのキスをくれた。




　現場に全員が揃うのはいつぶりだろう。

　施工前に図面と現場を確認しながら四人で歩く。主に新野さんと正司さんが話し合っていて、その珍しい光景に広瀬さんは目を丸くし、私はさっきからニヤニヤが止まらないでいた。

「ここは予定どおりでいきます」

　新野さんが次へ進もうとすると、いつもみんなにお任せ状態だった正司さんが「待って」と声を上げた。

「思ったより近くの建物からの影響がありそうだから、少し配光を見直そう」

　話し合うふたりよりも、正司さんが意見する姿はもっと珍しくて、先輩後輩の関係が戻ったような光景に嬉しくなる。

「あのふたり、なんかあったのかな？」

　橋のライトアップの一件でふたりは過去の話もでき、わだかまりが解消されていた。そんなことをまったく知らない広瀬さんは、このあと嵐が来るんじゃないかと気が気じゃなさそうにふたりを見ている。

「さぁ、私はなにも知りませんけど」

　あくまでしらを切る。

「お、その顔……実はなんか知ってんじゃねぇの？」

　広瀬さんが茶化すように顔を近づけてくる。笑い合っていると、新野さんが「小夏、こっち」と呼ぶ声がした。

「次、行くぞ」

「あっ、はい！」

　いままでだって名前で呼ばれていたのに、なんだかくすぐったい。

　私たちに声をかけて前を向いた新野さんは、夕陽を真正面から受けて黒髪の毛先にキラキラと光の粒をまとっていた。

　うしろ姿だけでもかっこいい。本当のイケメンって、たぶんこういう人のことをいうんだ。

　体格もいいし、足も長い、影さえスマート。そんな彼の特別な存在になれたことが嬉しく、もっと見合う女性になりたい。

　新野さんの隣には正司さんがいて、ぽつりぽつりと会話を交わしていた。以前よりずっとやる気にあふれた姿は頼もしく、私が憧れた正司さんそのものだ。

　私はこの背中をずっと追いかけたくて、そばで見ていたくてここに入社したのだ。

　新野さんの図面を自分のものにした過去は認められないけれど、この気持ちは変わらない。正司さんの作品で憧れたのはあの美術館や、新野さんの設計を元にしたものばかりじゃない。それ以前の作品もすごく好きなので、早く自分の力に気づいてほしいと願った。




　次に向かった現場は、私が提案した光のウェルカムマットを取り入れる施設だった。

「思ったより床のタイルが反射しそうだから、そこだけ調整かな」

　正司さんのそばに行き、指示に耳を傾けつつ資料に書き込む。

「でも、いい案だよ。すごくきれいだ。こういうの得意だよね、高塔さんは」

「ありがとうございます。少しずつ、自分の色みたいなものも見つけていきたいと思っていて……」

　憧れの背中がある。だけど、追いかけてばかりではただのコピーになってしまうから、いつかオリジナルを見つけなくちゃいけないともがいていた。やっと形になってきて手ごたえを感じるし、なにより憧れの人から褒めてもらえることがたまらなく嬉しい。

「小夏、ちょっとこっち」

　笑顔で正司さんと話をしていると急に腕を引かれる。

「えっ、新野さん!?　ちょ、どうしたんですか？」

　力強く引っ張られ、さきほどの建物から少し離れた場所まで来ると、やっと手を放してもらえた。

「ここからもう一回、眺めておいたほうがいい」

「え？　でも、図面の前に何回も確認しましたけど？」

　どうしたんだろう、新野さん……。

　疑問いっぱいに見つめると、新野さんは珍しく視線を泳がせた。

「できあがりを想像してから施工に入ったほうがいい」

「それはわかりますけど……そのために、私は呼ばれたんですか？」

　たいした話はしていなかったとはいえ、こんなに急いで連れてこられた意味がわからない。

「いや、このために呼んだわけじゃないけど」

「じゃあ、なんのためですか」

「……あんまり、いい雰囲気見せられると妬く」

　そう言って、気まずそうに景色へ視線を向けた。

「や、妬くって……」

　まさかヤキモチを妬かれるなんて思わなかった。もしかして、さっき広瀬さんと話しているときに声をかけたのもそうだったのだろうか。

　普段はクールなのに、意外と情熱的だなんて反則だ。恋愛初心者の私じゃ、手に負えない。

「な、なんだ……てっきりまだ正司さんのこと嫌いなのかと思いました」

「まだ、って……もともと嫌いじゃない。いやだっただけだ」

「同じ意味な気がしますけど」

「でも……もういやでもない。小夏のおかげでだいぶ理解できるようになったし、あの一件があったから俺はいまこうしてデザイン事務所の社長として……小夏と一緒にいられる」

　さっぱりした口調をあと押しするみたいに、爽やかな風が吹いた。いつの間にか空は紺色に染まり、街灯や建物の明かりがつきはじめる。

「ま、ちょっと残念なことは……あのまま閂にいたら小夏と働けたのにな、っていうことくらいか」

「私と？」

「ああ、社内恋愛をして……もっと早く付き合っていたかもしれない」

　思わせぶりに細められた黒い瞳に、明かりが点々と映り込んで夜空みたいに見えた。

「早く、小夏に触れたい」

　甘さと熱をたっぷりとはらんで囁かれ、触れられてもいないのに頬が火照り出す。

「そ、そんなこと言われても……」

　私だって触れたいし、抱き締められたい。

　キスの感触がよみがえってきて慌てて視線をそらすと、広瀬さんが大きなジェスチャーで私を手招きしていた。

「こなっちゃん！　いま、ちょうど明かりついてるし計測しておいたほうがいいかもよ」

「わ、わかりました」

　叫ぶように呼ばれ、頭が切り替わる。

　そうだ、仕事中だ。

「行ってこい。いい仕事にしないとな」

「はい！」

　背中を押してくれる新野さんに笑い返し、計測器を手にすると、光源へ駆け寄った。

「ここもよし、っと」

　建物のそばで計測し、書類に数値を書き込んでいると中から人が出てきた。細いヒールをコツコツと鳴らし、それだけでいい女だと感じさせる歩き方だ。

「へぇ、高そうな女」

「高そうって」

　普通〝いい女〟と言わないだろうか。せっかく作業に集中していたのに気がそれてしまった。

「おっ、ちょ……新野さん、声かけられてる」

「え？　に、新野さん？」

「誘われてんのかな？　どうすんだろ」

　心配する私とは対照的に、広瀬さんは興奮気味に声を上げ、好奇心いっぱいに新野さんを見守っていた。

「誘われたって、興味ないんじゃないですか？」

　本質を見抜く新野さんなら外見に騙されないだろう。……なんて思いながらもやっぱり気になって、広瀬さんの視線のさきを追った。

「あ、あの人……」

　新野さんに声をかけているのは、グレーのスーツに身を包んだ長い髪の女性で、数日前に偶然鉢合わせした広告代理店の高羽さんだった。

「知ってる人？」

「いえ、私というより新野さんの知り合いです」

「見た感じだと広告代理店か。……あ、正司さん呼んでるから行くわ」

　野生の勘でも働いたのか、それとも飲み会の経験からか。女性の職業を見抜くと、建物の中から呼ぶ正司さんを見つけて去ってしまう。

　その場で立ち尽くしていると、新野さんに軽くあしらわれた高羽さんが私を見つけて歩み寄ってきた。

「先日はどうも失礼しました。……へぇ、建築関係のお仕事してるんですね。もしかして、照明ですか？」

「そう、ですけど」

　美人というよりおっかない。ヘルメットを被った頭のさきからスニーカーを履いた爪先まで、スーツを着こなしてパンプスを履いた高羽さんにじっくりと見られる。この前に続いて二度目の値踏みはさらに居心地が悪かった。

「そっかぁ、同じお仕事をしているからなんですね」

「どういうことですか？」

「照明っていう同じ話題があるから、楽しいって言ってたんだなぁって納得しました。新野さんって基本無口じゃないですか。共通のものがあると話に困らないし、楽しく感じたんでしょうね」

　赤い唇がにっこりと弧を描き、きれいだと称賛を浴び続けてきたであろう笑顔は、私には悪魔の微笑みに見えた。じわじわと心が暗いもので塗りつぶされていく。

「新野さんって、べつにあなたじゃなくてもいいんですよ。私も共通の話題見つけて頑張ります」

　そう言い残すと一礼して去っていった。

　ぼんやりとした頭の隅で、ヒールの音がフェードアウトしていく。完全に聞こえなくなると、やっと息ができた気がした。

「そ、そういうこと……？」

　でも、好きだって言われた。

　新野さんの言葉を信じたいのに、急に目の前が真っ暗になって、もともとなかった自信がさらになくなっていく。

　呆然としていると、新野さんが駆け寄ってきた。

「さっき、なにか言われたのか？」

　心配そうに顔を覗き込まれる。

　大丈夫、新野さんはちゃんと私を大切に想ってくれている。そう感じるのに、胸騒ぎがして落ち着かない。

「いえ、平気です。あ、広瀬さんが呼んでますね。行きましょう」

　余計なことを考えている暇はない。いまは仕事中なんだから。

　新野さんと自分の想いから目を背けると、仕事に没頭することにした。




　まちなかライトアップのプロジェクトは施工に入って手がかからなくなり、私たちはほかの仕事に時間を割くことが多くなった。

　しばらく手をつけられていなかった経費申請などを淡々と片づけていき、新しい現場の設計をする。正司さんと広瀬さんは橋のライトアップの打ち合わせをしているらしく、さっきから姿はない。

　大きな窓の向こうでは日が傾きはじめている。これからすぐにライトが必要な暗さになる。秋の夕方は短いのだ。

　今日は現場へ行くこともなさそうだし早めに帰れるな……と思っていると、デスクに置いていたスマホが鳴った。

　新野さん……？

　画面に表示された名前に、心臓は面白いほど反応した。

「お、お疲れさまです」

《お疲れ。いま、時間あるか？》

「はい、大丈夫です。どうかしたんですか？」

《ひとつ確認したいところができて。ちょうど閂の前にいるんだけど、会社にいるか？　模型使って確かめたいと思って》

「いま会社にいます。これから会議室を押さえますので、受付通ってきてください。あ……私ひとりですけどいいですか？」

《ああ、問題ない》

「そ、そうですか」

　私だけふたりきりということを意識している。

　電話を切ると、パソコンでイントラネットに入り、空いている会議室を探した。ふたりだけなので狭くていい。

　ちょうど小さい部屋が空いていたので新野さんに階と部屋番号を伝え、総務にカギを借りに向かった。

「急に悪かったな」

「いえ、模型はこちらに用意してます」

　準備をしていると、ゲスト用のＩＤカードを首に下げた新野さんが入ってきた。夕方ということもあり、ちょっと仕事を終えたような気だるさがあって色っぽい。

「ほかの現場見てて思いついたんだが……ここから当てるライト、こっちからだとどうかと思って」

　部屋の電気を消す。暗くなり、模型にだけライトが当たり、それを動かす新野さんの整った顔もほんのりと浮かび上がった。

「あ、いいですね。通りに面したところがさっきよりも明るく見えます」

　明るすぎるのはよくないけれど、きれいな明るさは必要なことだ。

「じゃあ、それでいこう。これくらいの変更なら間に合うはずだ。悪いけど広瀬から業者とクライアントに連絡を入れてもらってくれ」

「わかりました」

　管理部が絡んでいない今回の事業は、主に広瀬さんが連絡のやりとりをしてくれていた。模型の明かりを頼りに、広瀬さんに伝えるために修正箇所をメモしていると、新野さんがじっと見つめてくる。

「な、なんですか？」

「いや。この前、別れ際……あんまり元気なかったから。ずっと気になってたんだ」

「あ、あのときは……」

　美人な高羽さんに嫌味を言われて、へこんでしまったときだ。新野さんはなにも悪くない。原因は私の自信のなさなのに。

「変更の話、本当は明日でもいいかと思ったんだ。……けど、どうしても小夏の様子が気になって」

「私……？」

「電話とかメールより、直接顔を見て話したかった。元気そうで安心したよ。……けど、空元気じゃないよな？　悪いけど、俺は鈍感なんだ」

　気にかけてもらって申し訳ないと思う反面、じわじわと幸せな気持ちが湧き上がってくる。

「元気ですよ。あのときは……いろいろあって」

「いろいろ？」

「あっ、でももう、どうでもよくなりました」

　こんなにも私と向き合ってくれている新野さんがいるのだから、高羽さんに心を揺さぶられる必要なんてない。

「もう、大丈夫です。ありがとうございます」

　感じた嬉しさのままに笑顔を向けると。

「そうか。なら、安心したよ」

　ふわりと笑った新野さんが唇を寄せてきた。

「っ、に、新野さん……！　こ、ここ会社……」

「かわいいからしたくなった」

「か、かわいいからって……」

　あまりにも平然と答えるから、私の反応が大袈裟なのかと考えてしまう。

「我慢しようと思ったんだけどな、無理だった」

　名残惜しそうに親指で唇をなぞると、もう一度キスされる。

　初めは戸惑っていたキスも、夢中で交わしていると応えられるようになり、頭の中が新野さんでいっぱいになった。

「あの女に嫌味でも言われたのかもしれないけど、それなら気にするなよ」

　唇を離すと、じっと見つめられた。

「なんでそれを……」

「だいたい想像はつく。なぁ、今度から誰になにを言われたとしても、信じるのは俺の言葉にしてほしい」

「はい……」

　そうだ。自信がなくて不安に襲われたとしても、新野さんが私のそばにいてくれる限り、私はそれを信じたらいい。

「……好きだよ。俺にとって小夏は、誰かと比べようとしてもできないくらい特別なんだ」

「特別……」

　極上の響きに胸が震える。

「ああ。だから小夏にも俺だけを見てほしい」

　艶を帯びていた黒い瞳が、一瞬心細げに揺らいだ。抱き締められ、新野さんの胸板に頬を寄せると、速い鼓動が聞こえてくる。

「……もしかして、新野さんも不安になったりしたんですか？」

　正司さんや広瀬さんといるとき、妬かれたことを思い出す。

「当たり前だろ。憧れた男までそばにいるんだから、気が気じゃない」

「でも、憧れと好きは違いますからね？」

「わかっていても、心配になるんだよ」

　照れくさそうに苦笑すると、私を抱き締める腕に力を込めた。

「好きだから、余計なことまで気になる」

　ほの暗い会議室に新野さんの甘い声だけが響き、模型のライトがロマンチックな演出にさえ感じた。

　新野さんは『俺だけを見てほしい』と言ったけれど、すでに私の頭も視界も心も、全部が新野さんで満たされている。

　わずかに体を離すと、誘うような視線を向けられる。

「……今度の休み、出かけるか」

「え、それって……デート、ですか？」

　そういえばいつもご飯ばかりでちゃんと出かけたことがなかった。デートなんていう、自分からはほど遠いと思っていたものに心が躍る。

「俺がどれだけ好きか自覚してもらう」

　真顔なのにどこか情熱的に言うと、私の手をとって小指にキスをした。










まっすぐな宣言




　新野さんとデートの約束をした休みの日。

　新しく買ったワンピースを着て、鏡の前でひと回りすると、仕事のときとは違う自分に仕上がっていた。

「こんな感じでいいかな……」

　膝丈でふわりと広がったワンピースの裾をつまむ。友達に似合うと言われた桜色はたしかに悪くなく、それに合わせた小ぶりのバッグと高めのパンプスもいい感じだ。

「メイク、いつもより気合い入れたけど……やりすぎてないよね？」

　鏡を覗き込み、元気よく上がったまつげに指先で軽く触れる。髪もゆるく巻いてハーフアップにしたので、デートを意識しているのはバレバレだろう。

　もちろん、すべては新野さんから〝かわいい〟のひと言を引き出だすための努力。

　褒めてもらえますように。そして、惚れ直してもらえますように！

　少しだけ緊張していると、テーブルに置いていたスマホが着信を告げた。画面には新野さんの名前が表示されている。

「も、もしもし」

《着いた。下で待ってる》

「わかりました、いま行きます！」

　電話を切ると、スマホをバッグに入れて慌ただしく部屋を出る。新野さんの車へ近づくたび、鼓動は激しさを増した。

「あれ？　新野さんは……」

　エレベーターで一階に降り、エントランスから出るとマンションの前に一台の高級車が停まっていた。違う人のものかと思って通り過ぎようとしたとき――。

「ここにいる」

　すぐそばで新野さんが立って、私を待ってくれていた。ネイビーのジャケットに白のＴシャツ、細身のパンツという気取らない格好なのに、高級車の隣で立っているとモデルが撮影でもしているのかと勘違いしそうだ。

「え、く……車が違いませんか？　前は日本車の四駆でしたよね？」

　きれいに磨かれた黒の外車は太陽の光をまぶしく跳ね返しボンネットにはエンブレムがきらりと輝いている。新野さんらしくない車だけど、よく見かけるオープンカータイプではなく、大きめで悪路も走れそうなタイプなところは唯一新野さんらしかった。

「前は仕事用で、こっちはプライベート用だ」

「車、お好きなんですか？」

「いや、気分転換になるからもってるだけで、べつに何台ももつほど車が好きなわけじゃない」

　気分転換のために買える代物ではないのに、新野さんがあまりにもさらっと言うからそういうものなのかと錯覚しそうだ。

「今日は仕事のこと、忘れたいしな」

　意味ありげに私を見つめ、色っぽく口角を上げる。

「そ、そうですね……って言っても、すでに頭になかったですけど」

　起きたときから、というより昨夜から新野さんのことしか頭になかった。

　気の抜けた笑みを漏らすと、新野さんが腰をかがめて顔を覗き込んでくる。

「じゃあ、この格好も俺のため？」

「まぁ……はい」

　本人に向かって、あなたのためにおしゃれしましたというのは恥ずかしく、上目遣いになりながら小さくうなずくと、新野さんは口元を押さえた。

「……まずいな……すごいクる」

「くる？　なにがですか？」

「いや、なんでも……」

　ごまかすように咳せき払ばらいをすると、優しい眼差しで私を見下ろしてきた。

「すごく似合ってる。……かわいい」

「あ、ありがとうございます」

　やった！　ほしかったひと言を引き出せた！

　満足感で心が満たされ、その場で飛び跳ねてしまいそう。

「そろそろ行くか」

　助手席のドアを開け、私を中へと招いてくれる。見ただけでも乗り心地のよさがわかる革張りの座席とラグジュアリーな車内は、それだけで別世界へ迷い込んだよう。

　私が座ると新野さんはドアを閉めてくれて、運転席に乗り込んだ。

「とりあえず、走るか」

　ハンドルを握り、白い歯を覗かせた新野さんは見惚れるほどかっこよかった。

　どこへ行くんだろう。行きたい場所を聞かれて、お任せでお願いしたけれど、まだ行き先を聞いていない。

　窓の外を流れる景色を見つめていると、膝に置いていた手に大きな手が重ねられた。

「緊張してる？」

「ちょっと……。でも、楽しいです」

　車はボリュームを絞った洋楽が流れるだけで、面白い会話をしているわけでもないのに、一緒にいるだけで楽しいと感じる。

「なら、よかった」

　重ねていただけだった手を握られると、心の距離も近づいたような気がする。

　しばらく新野さんの完璧なドライビングを堪能し、海沿いを走っていると広い駐車場で停まった。

「ここって……？」

　そばにある港には、真っ白な三階建ての客船が停まっている。そのきらびやかな船体と百八十メートルはありそうな大きさに目を奪われていると、新野さんが車から降りた。

「あれに乗ろう」

「えっ、乗るんですか!?　あの船に？」

　助手席のドアを開けると、私の手をとって車から降ろしてくれる。

「予約とってるから乗れる」

「そういう問題じゃなくて……」

　高いんじゃないかな。でも、こういうときってあんまり値段のこととか言わないほうがいい？

　頭の中でグルグルといろんな考えを巡らせていると、新野さんは不安そうに眉を寄せた。

「悪い、船は苦手だったか？」

「いえっ、平気です。ちょっと、クルージングなんて初めてなので驚いちゃって……」

「俺も仕事で乗ったことあるくらいだな。あのときはなんにも思わなかったけど……小夏となら、ただ景色を眺めるのも楽しそうだと思って」

　私を見つめ、唇が柔らかな弧を描く。

「今日は俺にエスコートさせてもらえると嬉しい」

　差し出された手をとると、優しく握られる。

「じゃあ……お願いします」

「ああ、絶対楽しませるよ」

　見つめ合い、豪華な船へと向かう。

　船内は白が基調の上品なデザインで、ところどころにあしらわれたゴールドがさらに華やかな雰囲気をつくり上げていた。

　乗っている人たちもとても優雅で圧倒されたけれど。

「上、行ってみるか」

「はいっ」

　新野さんのエスコートが頼もしくて、私の心も弾む。

　屋上へと続くらせん階段を上がると、楽団が澄んだ音色を奏でていた。軽やかな音楽のなか、雲ひとつない蒼そう天てんを仰ぎ見ると澄み渡っていて美しく、見下ろした海は水面が陽射しを浴びて宝石を散りばめたように輝いている。

「すごい……車の中から見るのと、全然違いますね」

「ああ」

　潮風を浴びていると船が汽笛を鳴らし、ゆっくりと動き出す。それに合わせ、演奏は華やかで勢いのある曲に変わった。

　スローモーションのように流れていく景色や気持ちのいい風が現実を忘れさせてくれ、そばにいる新野さんだけを感じられる。

「あそこのビル、改修工事したんですね。前のほうが好きだったな」

　流れる景色から目についた部分をピックアップすると、新野さんはどの建物のことかわかったらしく、「ああ」とうなずいた。

「前は窓が絶妙な配置だったから夜になるときれいだったな。けど、いまもいい。明るさを抑えながらもしっかりと主張してる」

　決して人の作品を乏しめることはしない新野さんはまっすぐでかっこよく見えた。

「あのタワー、新野さんもライトアップに関わりましたよね。やってみてどうでしたか？」

「必死だったし、あんまり思い出したくないな」

「えっ、新野さんが？」

　いつも余裕な顔をしているから、がむしゃらで頑張っている姿なんて想像できない。

「いまも結構必死だけどな」

「いまも？」

　首をかしげて隣の新野さんを見上げると、肩を抱き寄せられ、頬にキスされた。

「っ、に、新野さん……！」

「誰も見てない」

　たしかに乗っている人たちは景色を眺めていたり、船内で話を楽しんでいたりしているし、楽団は演奏に集中している。

「だからって……」

　こんな大胆なことをするなんて。

　耳まで火照るのを感じながらうつむくと、困ったように笑われてしまった。

「我慢してるこっちの身にもなってほしいよ」

「がまん……？」

　どういうことかわからず、頭の中にハテナマークが浮かぶ。考えてもわからないけれど、近づきたいと思うのなら私も同じだ。

　その気持ちのまま、思い切って新野さんの胸板に頭を預けると苦笑が聞こえてきた。

「……ホント、わかってないな」

　まるで小言をこぼしているようだったけど、それでも嬉しそうだったのでそのまま景色を眺めた。

　やがて海が茜あかね色に染まるまでクルージングを楽しむと、陸へ戻ってくる。

　船から港が見えたときは寂しく、夢の時間が終わるのかと思ったけれど。

「飯、行くか」

「はいっ」

　まだまだ夢心地は続きそうで、私は顔いっぱいに笑顔の花を咲かせてうなずいた。




　車で一時間ほど走り、やってきたのは一等地に建つ趣のある料亭らしきところだった。

　周りの喧騒を遮るように緑鮮やかな木々が平屋を囲い込み、長い石畳を歩いて玄関へ着くとさりげない看板が掲げられている。

「部屋は中庭が見えるところをお願いしてる。もう少し暗くなれば、明かりもつくはずだから。たぶん、気に入ってもらえると思うけど」

「新野さんがデザインしたんですか？」

「ああ。会社を立ち上げる前、フリーのときにここの照明をやらせてもらった」

「フリーのときにこのお店を……」

　佇まいから一流の店だとわかる。こんなところの照明を設計させてもらえるなんて、やっぱり才能があったからだ。

　中へ入ると上品な女将さんに案内され、中庭に面した離れへ通された。

　ライトはついていたけれど、まだ空が紺色に染まりはじめたばかりなので美しさが物足りない。きれいなものは光りと影があって成り立つ。

「一応、コースを頼んでるけど、気になる料理があったら追加して。ここはどれもうまいよ。酒も好きなのを飲んだらいいし」

「ありがとうございます」

　とはいえ、メニューから飲み物を選ぼうとするけれど金額が書かれていない。食事のページを見ても、数字はひとつも見当たらなくて料理名だけが並んでいた。どうやら和食というよりも和フレンチの店らしかった。

　金額が書かれていないということは時価？　まさかすっごく高いんじゃ……。

「このワインがうまいよ。最初の料理にも合うし、飲みやすい」

　メニューを見て固まっていた私に新野さんが指を差して教えてくれる。私だけ飲むのも悪いかと思ったけれど、そんな気遣いも忘れるほど当たり前のように勧められたので素直にうなずいた。

「じゃあ、それでお願いします」

「わかった」

　なんだ、新野さんは私に楽しんでほしいだけなんだ。満足そうに微笑む新野さんを見て、余計な考えを振り払う。

「こういう敷居が高いお店っていつもなら緊張するんですけど、新野さんが照明をデザインしているからかすごく落ち着きます」

　天井のダウンライトはテーブルを温かく照らし、室内をほどよい明るさに保っている。

「肩肘張らない和フレンチの空間を……って依頼されたからな。そのとおりにできたならよかったよ」

「新野さんの作品はどれも優しいですから。人を和ませる力があります」

　本人はパッと見た感じだと無愛想だけど、深く関わるとただ自然体で裏表がない人なんだと気づく。だから、一緒にいると居心地がよくて作品のように落ち着くことができるんだ。

「いつか、私にも〝私らしさ〟ができるといいんですけど」

「大丈夫だろ、小夏はすでに小夏らしい」

「そうですか？　あんまり個性ないですけど」

「そう思ってるのは自分だけだ。あと何年かしたら、たぶんわかってくるよ」

　何年か経ったら、私も新野さんと同じような仕事ができるのだろうか。そんな想像はできないけれど、そのときも彼にそばにいてほしいと願った。

　ほどなくして運ばれてきた料理は、ホワイトアスパラのムースの優しい味からはじまり、素材が活かされた金きん目め鯛だいのカルパッチョやスモークサーモンとそば粉のクレープ巻き、エゾアワビのポワレや牛肉のステーキは舌がとろけるようにおいしく、味わったことのないものばかりだった。

　食事をしていると外はすっかり暗くなり、中庭にはホタルと天の川を思わせるライトがついている。奥行きを意識したライティングは空間を広く見せ、よりリラックスできた。

「やっぱり好きだなぁ……」

「俺？　照明？」

「っ、それは……」

　どっちも。

「あ、デザートはなんですか？」

「はぐらかすなよ」

「だって、もう答え知ってるじゃないですか」

　新野さん自身も照明も好き。それは言わなくてもたぶん伝わっている。

「言ってもらいたいもんなんだよ」

　そう言いながらも諦めたのか、くすりと笑うとデザートを教えてくれた。




「時間、まだ大丈夫か？」

「はい、平気ですよ」

　食事を堪能して外に出ると、風が冷たさを帯びていて、秋の気配を感じた。

　薄着をしていたので少しだけ肩をさすっていると、新野さんが羽織っていたジャケットをかけてくれた。

「小夏にはでかすぎだな」

「身長差、いくつあると思ってるんですか。こうなりますよ」

　ジャケットをぶかっとさせたまま、笑っている新野さんに膨れ面を向けた。

　まさに服に着られている状態だけど、温かかったのでストールのように体の前へ手繰り寄せた。

「でも、ありがとうございます」

「あとでもう少し冷えるところに行くから、そのまま持ってたらいいよ」

　車へ乗り込むと猫みたいに頭をなでられる。体温が一気に上がったので、ジャケットを借りるよりも効果的な暖の取り方かもしれないとバカみたいな考えが浮かんだ。

　大通りを走り抜け、車は市街地から離れてどんどんと夜の山を登りはじめる。途中に見えた湖の水面は、きれいな空気を象徴するかのように星でいっぱいの夜空を映していた。

「着いた」

　ひっそりとした景色に不安さえも感じていると、たどり着いたのはギリシャの街並みを彷ほう彿ふつとさせる白壁の展望台だった。

　駐車場に車を停めると、外へ出る。高いところだけあって、さっきよりも肌寒い。

「新野さん、寒いんじゃないですか？　ジャケットお返ししますよ」

　借りていたジャケットを肩から取ろうとすると、首を振られた。

「いい、これくらいなら平気だから。冬の現場のほうがもっときつい」

　月明かりで見えた新野さんの顔は柔らかく微笑んでいて、強がりでもなんでもなく、ただ私を気遣ってくれているらしい。

　展望台へ登ると、一面に広がる星空を近くに感じられた。街の明かりはここからではかすんで見え、普段過ごしているあの場所がどこか遠くの国のように思える。

　静寂のなか、ふたりの息遣いだけが響いて苦しくなる。なにか喋ろうと思うのに、そう思えば思うほど焦って言葉が出てこないので、諦めて夜空をじっと見つめた。

　紺色のベルベットを広げたような深い空に、数えきれないほどの星が浮かんでいる。雪の結晶を観察しているみたいだ。微粒子のように小さな星も確認できるので、よほど空気が澄んでいて、邪魔をする明かりもないのだろう。

「きれいですね」

「ああ」

　相づちを打つと、新野さんは深く息を吐き出した。

「……考えごとをしたり、悩んでるときは照明を見ないに限るな」

「えっ、悩んでたんですか？　言ってくれたらよかったのに」

　私じゃ力になれないかもしれないけれど、聞くだけならできる。というか、聞かせてほしい。

「なにを、悩んでるんですか？」

「橋のライトアップだな。絶対に正司さんに勝ちたいと思ったら欲が出て、余計なことまで考えすぎて困ってる」

　自然の明かりだけを感じてしっかりと向き合える、こういった場所がちょうどいい。その気持ちはわかった。

「いままで、欲がなかったんですね。だから、勝ちたい……っていう気持ちに戸惑ってるんですよ」

「どうだろうな。でも、いままでで一番欲にまみれてるのはたしかだ」

　自嘲気味な笑みが月明かりで艶っぽく見えた。

「正司さんに勝って、ちゃんと小夏をものにしたいから」

「そんな……」

　はっきり言われて、嬉しいやら困るやら。

「私の気持ち、わかってますよね？　私は新野さんしか……」

　あなたしか見ていない。そう伝えようとしたら、新野さんがゆっくりと手を伸ばし、私の前髪をすいた。

「そういう意味じゃない」

　さらに頬に触れられ、首筋を指が滑っていく。体がじわじわと熱くなり、視界も感覚も、神経さえも全部が新野さんの一挙手一投足に集中した。

　新野さんの言いたいことが伝わってくる。私にとっては心のつながりがあるんだからさきへ進んでもかまわないのに、新野さんのなかではけじめのようなものがあるのかもしれない。

「私には新野さんだけです」

　困っているなら助けたいし、悩んでいるなら一緒に考えたい。なにもできなくても、なにかしたいと思ったのは新野さんが初めてだった。

　それこそ正司さんが悩んでいるときにも、なにかしてあげたいと考えたことはなかったし、ただそばで見ていることを選んだ。なのに、新野さんのことは見ているだけじゃ物足りない。〝そばにいたい〟と〝そばで見ていたい〟は似ているようで随分違うみたいだ。

「……私は新野さんの照明、すごく好きですよ。……もちろん、新野さん自身も」

　新野さんに抱きつき、胸に顔を埋める。

「おい……いま言うのは反則だろ」

　ため息まじりの声は参っているようだけど、いやではなさそうだった。

「大丈夫です。なにがあっても……そばにいます」

　背中に回した手に力を込めると、新野さんの体温がより強く感じて、愛おしさが胸にあふれた。

「また余計な欲が湧きそうだ」

　どんな顔でそんなことを言っているのか、気になって見上げようとすると「見るな」と低い声で制された。その声に緊張して体を震わせると、肩に羽織っていただけだったジャケットが落ちそうになる。

「いま見られたら困る」

　ジャケットごと長い腕で包み込まれる。衣擦れの音がして、新野さんの息が耳にかかり、頬から首筋まで熱くなった。

「に、新野さん……？」

「すごい、変な顔してるから……見るな」

「変な顔……？」

　身をかがめた新野さんの肩から顔を出し、視線を横へ向けるとうなじが目に入った。月明かりで照らされたそこはうっすらと赤くなっている。頬にあたる彼の耳も、熱いように感じた。

「もしかして、照れてるんですか？」

「照れてるよ。小夏といたら、こんなんばっかだ」

　なにそれ、かわいい。声のトーンはいつもと同じなのに、照れていると本音を漏らす。

　やっぱり、どんな顔をしているのか見たくなって「新野さん」と呼びながら離れると、表情もいつもと変わらなくて拍子抜けした。

「え、全然照れてないじゃないですか」

「そう思うならそれでいい」

　とはいえ、視線をそらした瞳はどことなく熱っぽく、耳もやっぱり赤い。

「まさか小夏にからかわれるとはな」

「そんなつもりじゃないですよ。ちゃんと……想いを伝えただけです」

「あー……追い討ちとかない。……我慢の限界、越えそうだ……」

　独り言を漏らすと、正気を取り戻すように軽く頭を振った。

「勝つから、絶対」

　ふたりしかいない空間で愛を誓うみたいに宣言されると、嬉しくて舞い上がってしまう。

「応援、してます」

　短く返すと「もう、帰りましょうか」と新野さんから離れた。これ以上見つめ合っていたら、私の心臓の音が聞こえてしまう。

「小夏」

　逃げようとうしろを向くと、手をとって引き留められる。名前を呼ばれただけなのに、シロップの中へ放り込まれたみたいに甘さが体にまとわりついた。

「にいの、さっ……んん……」

　振り返ると、その瞬間に唇を奪われる。柔らかく食まれ、舌を絡み取られると思考が淡く消えていく。

「そばにいてほしい」

　そばにいたいと望んだ想いに、手を差し出されたみたいだった。

「小夏がいたら、俺はもっと頑張れる」

　両頬を包まれると、あったかくて熱くて、涙が出そうになる。

「私も、新野さんの力になりたい……。新野さんのこと、信じてます」

　腕を掴み、背伸びする。反動で前かがみになった新野さんの両頬を、今度は私が引き寄せてキスをした。唇が震えていたことが、伝わらなければいいと願う。

　新野さんの頬はほんのりとしか熱くなかったけれど、耳に近づくほど体温は上がっていて、手を離す瞬間に触れた首はすごく熱かった。

「誰かに勝つとか……ましてや一番なんて興味なかったし、なりたいと思わなかったんだけどな」

　今度は上を向かされ、キスをされた。チュッと音を立てると、端正な顔はすぐに離れる。

　……名残惜しい。そう思うと、気持ちが止まらない。

　もどかしい、もっとほしい……欲深い思いのまま見つめていると、新野さんはそれを見透かしたかのようにまたキスをくれた。さっきより少し長い口づけに、目を閉じて幸せを感じる。

　好き。新野さんが好き。バカみたいにそれしか考えられなくなる。それでもいい、バカでもなんでも、新野さんが好き。

「離れたくないな」

　この瞬間を噛み締めるように、さらに強く抱き締められる。

「……これからもそばにいてほしい」

「はい」

　照れて小さくうなずくと、腕を回して抱きついた。いままで経験値も免疫もなかったのに、新野さんによって一気に更新されて幸せに満たされていく。

　このままずっと抱き合っていたかったけれど、冷たい風が邪魔するように強く吹いた。肩を震わせると、新野さんはそれに気づいて私から離れた。

「帰ろう」

　くしゃりと頭をなでられ、とびきり優しい笑みを向けられると「もう少しいたい」なんてわがままは引っ込む。かわりに手をつなぎ、車までの道を大切な一歩みたいにゆっくりと歩いた。










深まる関係




　車へ乗り込むと、少し遠回りをしながら私のマンションまで送ってくれた。

　エントランスの前に停めてくれたので、窓からマンションのオレンジ色のぼんやりした明かりが車内に入り込んでくる。

「ありがとうございました。気をつけて帰ってくださいね」

　顔いっぱいに笑って、車から出ようとすると。

「小夏」

　反対側の腕をとられる。思わず振り返ると、熱っぽい瞳と目が合った。

「に、新野さん……？」

「帰したくない」

「えっ……」

　思考が真っ白になり、言葉がなにも出てこなくなる。

　さっき正司さんに勝って……というけじめの言葉を聞いたのに。そもそも、私の心の準備もできていない。戸惑っていると「ごめん」と謝られた。

「わかってるから、ちゃんと。約束は守る」

　緊張で震えていた私の手をとると、甲に唇を寄せる。

　王子様が求婚するようなキスをすると、そのまま鼻先をすり寄せ、顔を動かして頬をくっつけた。大きな犬が甘えているみたいな仕草についくぎづけになる。

「帰すよ、今日は」

「きょ、今日は……ですか」

「今度は帰さないから」

　私の手をぎゅっと握ったまま、まっすぐに見つめられる。大胆な宣言に、痛いほど胸を打っていた鼓動はさらに大きく跳ね上がった。

「あ、それと……〝新野さん〟って敬語、やめてもらえると嬉しい」

「え……」

　ということは名前で呼んでタメ口。付き合っている実感もまだしっかりともてていないのに、余計に緊張して喋れなくなってしまいそうだ。

「もう少し時間が経ってからじゃ、ダメですか？　まだ一緒の仕事もありますし。敬語じゃなくなったら、喋れなくなりそうです」

　せっかくふたりの時間ができても、ギクシャクしてあまり話ができなくなったらもったいない。遠慮がちにお願いすると、新野さんは快くうなずいてくれた。

「わかった。じゃあ、まちなかライトアップの企画が終わるあたりでどうだ？　それなら……俺と正司さんの結果もわかってる」

「はい、それでお願いします」

　その頃には私と新野さんの距離も縮まっているだろう。そうなれば、少しは緊張せずに名前を呼べるかもしれない。

「小夏に名前で呼んでもらえるのが楽しみだな」

「大袈裟ですよ。そんなに期待されてもなにも特別なことなんてできませんからね？」

　熱っぽい言葉も、誘うような仕草もなにひとつ浮かばない。名前を呼ぶことしかきっとできないのに、そんなに期待されても困る。

「いや、小夏に名前を呼んでもらえることが特別だから。……ほかはなにもいらない」

　薄暗いなかで私を見つめる新野さんの瞳はまっすぐで、本心を言ってくれていることが伝わってくる。

　なんて返したらいいかわからなくて、ただ見つめ返していると、車のヘッドライトが車内をまぶしく照らした。

「……もう、そろそろまずいかな」

　新野さんが車のバックミラーを見て呟く。道路の脇に停めていたので、うしろから車が来ていて、邪魔そうに避けて通り過ぎていった。

「それじゃ、送ってくれてありがとうございました。……おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　挨拶をしたのに、名残惜しげに私のうなじに手を伸ばすと、引き寄せて唇を塞いだ。

　いつも真顔だし、淡々としているのに、こういうときは情熱的でどうしていいかいまだにわからない。

　車から降りると、中から新野さんが小さく微笑んでアクセルを踏む。テールランプがどんどん小さくなり、角を曲がって消えるまで見送った。

　立ち尽くしたまま無意識に唇に触れる。キスされたことを思い返していると、別れたばかりなのにもう会いたくなって、新野さんに恋しているんだとあらためて気づいた。




　まちなかライトアップ以外に抱えている仕事もすべて順調……とはいかず、残業することも多い。それでも、建物が完成すると残業のつらさなんてどこかへ吹き飛んでしまう。

　私だけじゃなく、新野さんもあいかわらず忙しそうだけど、朝や仕事が終わったとき、移動中にもこまめに連絡をくれるので寂しさを感じずにいられた。

　そして、いまも――。

《今度の休みの日はなにしてる？　よかったら、映画行かないか？》

　仕事が終わったあと、かかってきた電話でデートに誘われた。

「映画、ですか？　行きたいです。家でもよくＤＶＤを借りて観るんですけど、スクリーンのほうが、迫力ありますし……。新野さん、なにか見たい作品があるんですか？」

　いままで一緒にいて、映画の話が出たことはなかった。もしかして、映画鑑賞が趣味だったりして。

《見たい作品っていうより、知り合いがセットのデザインに関わってて、誘われたんだ。いい席を予約してくれるらしい》

「いい席？　ど真ん中とかですか？」

《いや、プラチナルームとか言ってたな。ま、どんな席でも観るのは映画だしな。小夏が隣にいてくれたら、それでいい》

「そ、そうですか」

　電話越しの甘い言葉に、耳が火傷しそうなほど熱くなる。

《それじゃ、空けておいてくれ。おやすみ》

「お、おやすみなさい」

　私が頬を火照らせているなんて、新野さんはきっと想像すらしていないだろう。

「あー……もうっ、私ってなんでこんなに……」

　持て余した鼓動の高鳴りを手放すように、スマホを胸に抱いてベッドへダイブした。




「さ、さすがプラチナルーム……」

　映画の約束をした日。

　上映一時間前に通されたのは専用のウェイティングルームだった。

　ラグジュアリーな部屋にイタリアのインテリアメーカーのソファが置かれ、ドリンクやデザートは食べ放題。しかも、この贅沢な空間がふたりだけのもの。

「へぇ、いいな。落ち着く」

　ソファにどっかりと腰を下ろした新野さんは、背もたれに腕をかけ、天井やら壁やらをまじまじと見る。

「お、落ち着きますか？　私はちょっと……」

　プラチナといっても映画館だからとタカをくくっていた。まさか、こんなセレブな部屋だったとは。

「小夏も隣に来たらいい。ソファの座り心地、いいぞ」

「そうですね、じゃ……失礼します」

　高級ソファなんてタワーマンションの完成を確認したときに見たくらいで、座ったことがない。

　ふっくらとしたソファは座り心地がよく、この部屋にふさわしいものだった。

　しばらくノンアルコールのドリンクやかわいらしく盛りつけられた小さなケーキを食べて楽しんでいると、上映時間になった。

「映画はこの先の部屋で見るらしい。バルコニー席らしいけど、周りからあんまり見えないみたいだ」

「プライベートな感じにこだわってるんですね」

「みたいだな。ふたりきりで映画が観られるなら、こういうところに来るのもアリだな」

　新野さんは意味ありげに言うと、上映スペースへ続くドアを開ける。

「わっ、ここもすごい……」

　思わず声が上がるほど、さっきとは違う雰囲気のＶＩＰ感にあふれていた。

　同じメーカーで別モデルの高級ソファが置かれ、専用のサウンドスピーカーまで備えつけられている。スクリーンももちろん見やすい。

「はじまるみたいだな」

　もっと空間を味わっていたかったけれど、映画がはじまったので新野さんと並んでソファに座った。

　映画は親子愛がテーマの作品で、新野さんの知り合いが関わったというセットはとても精巧で美しく、作品自体を引き立てていた。

「っ、いい……映画、でしたね……っ……」

　上映が終わると同時に嗚咽が漏れる。言葉では言い表せない家族愛に胸を打たれ、涙が止まらない。

「ああ、よかった。セットもきれいだったし、ちゃんとお礼を言っておかないと。……けど、その前に小夏だな」

　そう言うと、頬を流れる滴しずくを新野さんが親指で拭ぬぐってくれる。

「す、すみません……こういう映画弱くて」

「感情移入しやすいんだろ。人物の背景を余計に深く考えたりしそうだな。……小夏らしいよ」

「私らしい、ですか？」

「ああ。いいところだ」

　褒めてくれると、私の肩を抱く。

「あのっ、人が……」

「見えない。そう言っただろ、映画がはじまる前に」

「そ、そうですね……」

「小夏の泣き顔を見たあとに、こういうこともできるのか。いいな。たまには映画も」

　新野さんの映画を観る目的が変わってしまっている気がするけど、誘われたことは嬉しかったので小さくうなずいた。

「もう少ししたら、俺たちの仕事も落ち着くだろ？　そうしたら、こういう時間をたっぷり取ろう。同じ時間を重ねて、思い出をつくって……小夏と歩いていきたい」

「新野さん……」

　あらためて告白をされているみたい。深く想ってくれているのを実感すると、愛されている自信にもなった。

「まずは企画を成功させような」

「はい！」

　大きくうなずくと、新野さんと手をつなぎ、部屋を出る。もう少しで私たちが出会うきっかけになったプロジェクトがスタートする――。




　いよいよ迫ってきた、まちなかライトアップの点灯式。

　週が明けると、盛大に開催される式典に向けた最終的な打ち合わせがはじまった。

　閂建設の会議室に私や新野さんたちが集まり、クライアントをまじえて段取りなどを確認する。

「閂社長から挨拶をいただき、あとは新野社長からもひと言いただけますと……」

「わかった」

　新野さんは端的に答える。あまり気は進んでなさそうだったけど、形式的に必要なことだと判断したらしい。

「みなさんからご挨拶をいただいたあと、ゲストに点灯のスイッチを押していただきます」

　クライアントの説明に広瀬さんがパッと顔を輝かせる。

「ゲストって、前に聞いたあの女優ですよね？　俺、超好きなんだー。ショートカット、めっちゃ似合う。サインもらえますかね？」

「頼めそうでしたら、お願いしてみますよ」

「やったー！」

　広瀬さんの喜びが会議室中にこだまする。正司さんはあきれた苦笑いを浮かべ、新野さんは興味なさそうに真顔で資料を読んでいた。

　人気の女優を呼ぶほど大々的なものとなったまちなかライトアップ。近づくたびに私のわくわくも増していく。

　新野さんは落ち着いて資料を読んでいるけど、同じような気持ちだろうか。

　見つめると、ふと視線を上げた新野さんと目が合った。

　一瞬だけ笑みを見せてくれると、すぐにクライアントと話をはじめる。たった一瞬。それでも私の心を鷲わし掴みにするには十分だった。

　やがて打ち合わせが終わると、クライアントと新野さんはさきに部屋を出て、橋のライトアップの打ち合わせがある正司さんと広瀬さんはそちらへ向かった。

　たいした片づけもないのでひとりでテーブルを並べ直し、モニターの電源などを確認していると、ドアがノックされた。

「はい」

　誰か忘れ物でもしたのだろうか。

　そう思って返事をすると、現れたのは新野さんだった。

「新野さん……どうしたんですか？」

「ひとりで片づけするって、帰り際に話してるのが聞こえたから。手伝うよ」

「あ、もう終わっちゃって……ありがとうございます」

「なんだ、遅かったか。悪かったな」

　整然とした会議室を見渡し、ゆっくりと私に近づいてくる。

　新野さんに構わず、自分の資料をテーブルで整えていると、うしろから抱き締められた。

「っ、新野さ……！」

「早いな、もうライトアップがはじまる」

　耳元で平然と話されると、動揺している自分がおかしいのかと錯覚する。

「夏が終わって、秋になって……もうすぐ冬が来ます」

　新野さんと出会って、恋をして、想いを通わせた。

　あとから振り返ると、この数ヶ月は奇跡みたいな日々だったと感じるだろう。

「橋、順調に設計できてる」

「えっ、本当ですか!?　よかった……」

　会社にいるという意識から慌てて口を押さえる。私は閂建設の人間で、正司さんの部下でもあるのに。

「小夏に俺の照明が好きだって言ってもらえたら、肩の力が抜けた。それで、いいのができたよ」

「それを言いに……わざわざ戻ってきてくれたんですか？」

「まぁ……それもあるけど、単純にふたりきりになりたかったから」

　胸元に回されていた腕がお腹あたりに下がり、頭に顎を乗せられる。

　甘えられているのだろうか。……なんだか、たまらなくなる。

「この前ずっと一緒にいたのに、もう小夏が足りない」

「新野さん……」

　体を動かして腕の中で向き合うと、愛しさを詰め込んだ視線に心を揺さぶられる。

　あともう少し、この幸せな時間を味わいたい……そう思っていたけれど、手を離されてしまった。

「これ以上はやめておく。……まだ我慢の限界を越えるわけにいかないしな」

　そんなもの、越えてしまってもいいのに。と頭の片隅で思っている自分に気づいて驚いた。

　誰かを好きになると、大胆なことも平気でできる。私も少し我慢を覚えたほうがいいのかもしれない。

「金曜の夜、会えないか？」

「はい……大丈夫です」

「なら、約束」

　私の手を取り、甲にキスでもくれるのかと思いきや、きゅっと指先を握られるだけだった。その最小限のスキンシップに、逆にドキリとしてしまう。

「それじゃ、お疲れ」

　颯さっ爽そうと会議室を去っていく新野さんは余裕たっぷりでかっこよく、彼の姿が見えなくなると私はその場にへたり込んだ。

　なんだろう、私の経験値が足りなさすぎ？

　新野さんから与えられる行為に、まだしばらく慣れそうになかった。




　約束した金曜の夜。

　仕事が終わるといつもそのまま会社を出るけれど、今日はきちんとメイク直しをして、髪までセットした。

「これなら近づかれても大丈夫だよね。……って、なに考えてるんだか」

　化粧室の鏡を見つめ、自分のひとり言に突っ込みをいれる。

　秋から冬に変わるいまの季節は肌寒く、柔らかな淡い色のセーターに薄手のコートを羽織り、ふわりとしたスカートを穿いて、足元はローヒールのパンプスを合わせた。

　うん、デートっぽい。

　満足して電車に乗り、待ち合わせの駅前へ向かう。

「もう来てるのかな」

　街灯や飲食店のライトで明るく照らされた駅前の大通りは、多くの人が行き交っていて、新野さんを探すより電話したほうが早そうだった。だけど。

「ん？　あれって……」

　バッグからスマホを取り出そうとしていると、すらりと背の高い男性が目の前の建物の壁にもたれて立っているのが視界に入る。――新野さんだ。

「あ、にいの……」

　名前を呼ぼうとしたとき、ふたり組の女性が新野さんに声をかけた。

　どちらもファッション雑誌から飛び出してきたようにおしゃれで、スタイルもよくてかわいらしい。小さくて子どもっぽい私とは正反対だ。

　女性たちはにこにこと笑顔を振りまいているのに対し、新野さんはにこりともせず淡々と話をしている。だけど迷惑そうにもせず、無理に追い払うこともしないので、女性たちは真顔の新野さんを気にすることもなく話し続けていた。

　これは私が止めに入ったほうがいいのか……でも、近づきにくいな、と躊躇していると新野さんのほうが私に気づいた。

「小夏」

　とびきり甘い声で私を呼び、石像のように真顔を貫いていた表情がふわりと柔らかくゆるむ。新野さんのそばにいた女性たちが目を丸くしているのが視界に入って、ちょっと優越感をおぼえた。

　ずるい。笑顔ひとつで私をこんなにも嬉しくさせてくれるなんて。

「お、お待たせしました」

　すごすごと近づくと、女性ふたりは私を横目で見ながら去っていった。絶対値踏みされた……いや、もういい、慣れた。

「声かけられていたんですか？」

「ああ。なんか飯行こうとか言われたんだっけ……あんまり聞いてない。人を待ってるって断ったんだけどな……なんだ、あの押しの強さは」

　うんざりとばかりに肩をすくめる。

　そんないやそうな顔を彼女たちの前でもしていたら、もう少し早く解放されていた気もしたけど。

　でも、私の前でだけ真顔を崩してくれるのが嬉しくて、なにか言うのはやめた。




　駅前でタクシーを拾うと、よくテレビでも取り上げられている高級な割烹料理の店へ連れていってくれる。

　カウンターで並んで座ると、テーブル越しより距離が近くて新野さんの顔がよく見えた。緊張して落ち着かないけれど、でもそれがいやじゃない。

「コースで注文してるけど、なにか嫌いなものとかないか？　いまなら多少変更できそうだけど」

「はい、なんでも食べられます」

「わかった。俺も苦手なものとかないんだ。これから一緒に、いろんなところへ食事に行けるな」

　優しく微笑んでくれる新野さんにうなずいていると、テーブルに新鮮なお刺身などが運ばれてくる。

　これからふたりで、いろんなところに……。

　そう思うと、ただでさえおいしい料理がさらにおいしく感じられた。




　普段は食べられない料理を楽しんだあとは、会員制のバーへ案内してくれた。

　飲み屋が建ち並ぶ場所から少し離れた風景に溶け込むような佇まいのお店。

　店内に入ると間接照明だけで照らされていて、シックな空間とインテリアにこだわりが感じられる。

　上品なバーテンが立つカウンターに座り、カクテルを注文した。

「今日、プレゼンだった。最初はほかの企業も参加してたのに、気がついたら辞退してて、本当に俺と正司さんの勝負になったよ」

　それだけ閂建設が有利で、結果が見えている勝負。それなのに、私には不安がひとつもなかった。

「結果、楽しみにしていますね」

　笑いかけ、カクテルが入ったグラスを口へ運ぶ。

　新野さんの顔が晴れ晴れとしているから、きっと満足いく出来だったのだろう。それなら、心配することはなにもない。

「ああ、すぐに連絡する」

　私に微笑むと、グラスを空けてもう一杯注文した。




「送ってくれてありがとうございました」

　しんと静まり返った住宅街にあるマンションの前で立ち止まり、電車を降りてからつないでいた手を離す。街灯に照らされた新野さんは優しく笑ってくれた。

「それじゃ、ここで」

「はい、おやすみなさい」

　うなずいて、手を振る。けれど、新野さんはその場から動こうとしない。

「新野さん？　どうしたんですか」

「そっちこそ。小夏が部屋に入るまでが見送りなんだけど」

「過保護すぎですって、大丈夫ですよ。ほら、目の前ですから」

「かわいくしてる小夏が原因で、過保護になってるんだけどな」

「か、かわいくって……」

　会った瞬間もご飯を食べているときも、肩を寄せて話をしていたバーのときだって褒めてこなかったのに、この別れ際で言ってくるのは反則だ。離した手をもう一度つなぎ直したくてたまらない。

「心配になる」

「ま、またそんなこと……」

「いままで、ひとりでいたのが不思議だ。ほかの誰かが小夏の魅力に気づくんじゃないかと思うと気が気じゃないよ」

　熱っぽく見つめられると、さらに離れがたくなって私も同じくらい熱く見つめ返した。

「……それ、私が言いたいです」

　新野さんがかっこよくて心配しているのはこっちなのに、全然わかっていないなんてタチが悪い。

「じゃあ……おやすみなさい」

　引き留められることを少しだけ期待したけれど、背中越しに「おやすみ」と言われるだけで手を伸ばされはしなかった。

　エレベーターで上がって部屋の前まで来ると通路から下を眺めた。

　新野さんがゆっくりと歩いて帰っている。その姿を見ているだけでも、飽きない。いくらでも見送っていられそう。

　いつの間にこんなに好きになったのだろう。自分が不思議でたまらなかった。




　翌週の水曜日。

　休憩時間にデスクで食事をしていると、新野さんから電話がかかってきた。

　ひと気のない廊下で出ると、珍しく弾んだ声で《小夏か》と呼びかけられる。

《橋のライトアップ、決まった》

「えっ、ほ、本当ですか!?　おめでとうございます！」

　すごい、新野さんに決まった！　不利だって言われて、大手だって逃げ出したプレゼンだったのに……。

《正司さんのもよかったから、正直どうなるかと思ったけど。まぁ、よかったよ。社員も喜んでくれてる》

　会社から電話をかけてくれているのか、離れたところで騒いでいる若い人たちの声が聞こえてきた。結果がわかって、本当にすぐ私に連絡をくれたようだ。

「今度お祝いさせてくださいね」

《ああ。けど……それより早く小夏がほしいな》

　声のトーンを落とした熱っぽい声に、耳が熱くなった。

「き、急に、なにを……」

《急じゃない。ずっと思ってたことだ》

「う……そう、でしたね」

　たしかにそういう話だった気もする。いやじゃない。むしろ、そういう関係になることを望んでいる。なのに、緊張して声がわずかに震えた。

《焦らすつもりはないから。それじゃ》

「はい。お疲れさまです」

　いつだって私を気遣ってくれる新野さんとなら、次のステップへ進むことは怖くない。

　嬉しさと照れくささでゆるみそうになる頬を押さえていると、正司さんがやってきた。

「高塔さん、いま大丈夫かな？」

「は、はい」

　まさにいま結果を聞いたばかりで、気まずさから思わず顔が強張ってしまう。それが伝わったのか、正司さんは申し訳なさそうに眉尻を垂れた。

「橋のライトアップ……ごめん、ダメだったよ。僕じゃ新野くんに敵わなかった」

「いえ……敵うとか、敵わないとかじゃないです。今回はダメだったかもしれませんけど、私は正司さんらしくて好きなデザインでした」

　広瀬さんに見せてもらったＣＧは、シンプルで洗練された雰囲気があってとてもきれいだった。まるで、新野さんの作品をマネる前みたいで。

「ありがとう。僕も初めて好きだと思えた作品だったよ。……だから、悔しいけど、スッキリしてる」

　いままで背負ってきた荷物をすべて下ろせたような、晴れやかな顔つき。そんな正司さんを見ていると、私まで爽やかな気持ちになる。

「私……嬉しかったです、すごく。正司さんが自分の作品をつくってくれて」

「そう。でも、僕らしさで勝負しても負けちゃったし、やっぱり僕は誰かの作品をもらったほうがいいのかな」

「そんなっ……！」

「冗談だよ。もうしない、そんなことは……絶対。オリジナルを生み出すほうが楽しいってわかったからね」

　頬を引き締め、しっかりとした口調で私に誓ってくれた。




　式典が来週の金曜に迫り、週末の日曜日に私たちはまちなかライトアップの最終確認のために現場へやってきた。

　明かりの確認をするため夜にやってきたけれど、オフィスや公園が多いところだからか、思ったより賑わっていない。

　もちろん、ここに人を増やすために私たちの企画がスタートしたのだけれど。

　ひとつひとつを業者とともに確認し、図面と照らし合わせ、数値を確認していく。

「いい感じだな。配線も問題ない」

　新野さんの言葉に正司さんがうなずいた。

「そうだね。あとは点灯式が無事終わるのを待つだけだ」

　橋のライトアップの設計を賭けて戦ったふたりも、その結果を引きずらずにいまはこの企画を成功させようと力を合わせている。和解より、もっと深くお互いを理解し、認め合っているのだ。

　確認が終わると、元々休日だったのでその場で解散になった。

「俺は友達と約束あるんで、失礼します。お疲れさまでしたー」

　広瀬さんは仕事後の疲れなんて一切感じさせずにニコニコと笑って、そそくさと夜の街に消えていく。

「僕もついでに見て帰りたい現場があるから、これで。それじゃ、高塔さんまた明日。新野くんも……金曜に」

「はい、お疲れさまでした」

　正司さんが去ると、私と新野さんだけになった。

　もちろん、このあとの予定なんてない。昨日は新野さんが遅くまで仕事だったので、今日会えることを楽しみにしていた。

「あの……新野さん、このあとって……」

　いつも誘ってもらってばかりだから、たまには私から誘おうと勇気を出してみたけれど。

「小夏、このあと予定は？」

「ないです、全然。……というか、いま誘おうと思ったんですけど」

「そうだったのか。悪いな、さきに誘った。どこか行きたいところでもあるのか？」

「いえ、そうじゃないんですけど……新野さんのお祝いをしたいな、って」

　いつもご飯をごちそうしてもらってばかりだから、橋のライトアップが決まったお祝いも兼ねて日頃のお礼がしたかった。

「なにが食べたいですか？　今日はごちそうさせてください！」

「そう言われると困るな。小夏はなにが食べたいんだ？」

「私じゃなくて新野さんですよ！」

　お礼をするのに、私が食べたい店に行っても意味がない。叱るように言い返すと、新野さんは困ったように眉を寄せた。

「いつもおいしいお店に案内してくれてたじゃないですか。ほかにもう一度行きたいお店とかないですか？」

「いつもは小夏が好きそうな店を選んでたから。いざ、聞かれると出てこないな」

「私が好きそうなって……」

　思いやりが伝わってきて嬉しかったけれど、高級なお店や夜景がきれいなお店じゃなくても、私は新野さんといられるだけで十分なのに。

「あ、そうだ！　なら、今回は新野さんが好きそうなご飯を私が考えます」

「いいな、それ。頼むよ」

　新野さんは私の提案に、楽しそうに声を弾ませた。そんな彼の手をとって、さっそく目的の場所へと向かい出す。

「で、どこに行くんだ？」

「そうですね……まずは、スーパーです！」

「スーパー？」

　首をひねる新野さんを引っ張り、私は意気揚々と歩き出した。




「すごいな……これ、小夏が全部つくったのか」

　大学のときからひとり暮らしをしているせいか、わりと料理は得意なほう。

　和風のハンバーグにポテトサラダ、きのこの炒め物、スープを並べると、新野さんが目をキラキラと輝かせた。

　照明や図面を見つめているときとは違う煌きらめきに、あれから新野さんの家にお邪魔して、料理を頑張った私も報われた気持ちになる。

「盛りつけもきれいにしてる」

「いえ、これくらい普通ですよ」

　ハンバーグの上には大根おろしとねぎを盛り、そばにサラダやミニトマトを添えただけ。色どりはいい感じだけど、たいしたことはしていない。

　ひとり暮らしだし、普段は外食が多い新野さんのことだから、きっと高級な料理より家庭的な料理のほうが喜んでもらえる。その考えは的中したようだ。

「新野さんが好きそうなもの……っていうより、私が人に食べさせられるレベルのものっていう基準になっちゃいましたけど」

「いや、小夏がつくってくれたものなら、なんだって好きだ」

　食べてもないのにそう決めつけて箸を握り、待ちきれないとばかりに向かいに座った私を見つめた。

「もう食べてもいいか？」

「はい、どうぞ」

「いただきます」

　きれいに手を合わせると、さっそくおかずに箸を伸ばした。小皿に盛るのも待ちきれないのか、そのままパクリと頬張る。

「ん、うまい。これもうまいな。こっちも」

　次々に口へ運び、〝うまい〟を連呼してくれる。

「自分がバカになったみたいだ。うまいしか出てこない」

　苦笑して肩を落とした新野さんがなんだかかわいらしくて、思わず噴き出してしまった。

「いいです、嬉しいですよ。おいしいって言ってもらえて」

「じゃあ、これから感想がそれしか出てこなくても勘弁してくれよ」

　これから――それは未来を意識させる。

　そういえば、なんとなく新野さんの部屋に来てしまった。正司さんとの勝負には勝ったし、新野さんが気にしていたけじめはついていて、私も心の準備ができている。

　これって、もしかして今夜――。

「……つ？　小夏？」

「えっ、わ、はい!?　っ、きゃ……！」

　あらぬ妄想をしてしまっていると呼びかけられ、驚いた拍子にコップに手が当たり、テーブルのお茶を倒してしまった。

「ご、ごめんなさい！　すぐ拭きます」

「いや、いい。それより火傷は？　大丈夫か？」

　素早く立ち上がった新野さんは私の手を確認してくれる。

「はい。全然、お茶はかかっていないので」

「そうか、よかった」

　胸をなで下ろすと、キッチンから布巾を持ってきて、テーブルを拭いてくれる。

　私、なにやってるんだろう。舞い上がりすぎてる。こんなんじゃ、新野さんに子どもっぽいって幻滅されてもおかしくない。

「すみません、私……」

　うなだれると、お茶をいれ直してくれた新野さんが頭をくしゃくしゃとなでた。

「これくらい気にするな」

「新野さん……」

「それより食おう。早くしないとひとりで全部食いそうだ」

「はいっ」

　新野さんの優しさに笑顔を取り戻すと、私も箸を進めた。

　それから食後の片づけをふたりでしていると、ポケットに入れていたスマホから着信音が聞こえてきた。

「小夏、かわる」

「ありがとうございます」

　食器を拭いていたのをかわってもらい、スマホを取り出す。画面に表示されていたのは――。

「え、正司さん……？　珍しいな。……もしもし、お疲れさまです」

　疑問に思いながら出ると、あのあと向かった現場で変更したい点が見つかったらしく、明日の朝イチにその打ち合わせをしたいということだった。

「予定、変更します。ありがとうございました」

　元々入れていたスケジュールは内勤だったので、後回しにすれば問題ない。頭の中で予定を組み立てて電話を切ると、うしろからがっしりと抱き締められた。

「えっ、に……新野さん？」

　肩を包み込むように腕を回され、背中に新野さんの体温を感じる。

「さっきの、正司さんだろ」

　耳元で低く甘さを帯びた声で訊かれ、思わず動揺してしまう。

「あ、はい……で、でも、仕事の話で……」

「ああ、わかってる」

　腰をかがめ、うなだれるように私の肩口に額を押し当てた。

「はぁ……情けない」

「え？　どうしたんですか？」

　意味がわからず、振り返るものの新野さんはうなだれたままで顔色がうかがえない。

「いや、かっこ悪いなって思って」

　私に聞こえるか聞こえないかくらいのボリュームで呟くと、私を抱き締める腕にさらに力を込めた。

「かっこ悪いって、新野さんが……ですか？」

　そんなことない。どこがかっこ悪いのか、なんでそう思っているのか。私には全然わからなくて首をひねるばかりだ。

「小夏と出会ってから、ずっとかっこ悪いな、俺」

「そ、そんなこと……」

「さっき電話の相手が正司さんだってわかっただけで、嫉妬した」

「し、嫉妬……」

　まさか新野さんがそんな風に感じていたとは気づかなかった。

「ごめんなさい、私も無神経でしたね」

「小夏は悪くない。仕事の話なんだから、普通だろ。俺の器が小さいだけだ」

　自己嫌悪をたっぷり含みながら呟くと、腕の中で私を反転させる。向き合うと、いつも冷静で落ち着いている新野さんが少しうろたえているのがわかった。

「いま思えば、あのとき設計図を見せようと思ったのも嫉妬だったのかもしれないな」

　私が正司さんと新野さんの過去を知るきっかけになったときのことだ。

「あのとき、正司さんみたいになってほしくないっていうのもあったけど、俺に憧れてほしいとも思った」

　正面から抱き締められ、胸板に顔を寄せた。骨が軋きしむんじゃないかというくらいの力なのに、すごく心地よくてもっと強く抱き締めてほしいとも思ってしまう。

「やっぱり、小夏がほしい。まだ、我慢しようと思ったけど……」

「が、我慢なら……もう……」

　しなくてもいい。そう言いかけたとき、今度はテーブルに置いていた新野さんのスマホが音を立てた。

「……タイミング悪すぎだろ」

　がっくりと肩を落とし、スマホに視線を落とす。

「施主からだ。悪い」

　そう断って、電話に出ると二言三言交わして電話を切った。

「これからちょっと打ち合わせに行く」

「え、いまから？」

「部下がミスったみたいだ。まだ時間あるし、送るから」

　さっきまでの甘い雰囲気は消え、すっかり社長の顔になっている。キリリと引き締まった表情は責任感と風格があり、惚れ直すほどかっこよかった。

「せっかく来てくれたのに……あんまりゆっくりできなくて悪かったな」

「いえ、気にしないでください。仕事、頑張ってくださいね」

「ああ。……いいな、こういうの」

「え？」

「仕事に行くのを見送られる感じ。新婚みたいで」

　社長の顔がちょっとだけ甘さを帯び、唇に軽いキスをくれる。

　マンションの前まで送ってもらい、お礼を言って車から降りようとすると、もう一度「悪かった」と謝られたので首を振った。

「全然、気にしないでください。ご飯を食べられたし、送ってもらえたし……十分ですよ。私、新野さんを好きになってよかったです」

　優しい眼差しや抱き締めてくれる腕、些細なキスに深いキス……そのすべてから新野さんに大切にしてもらえてるんだと実感している。

　心からの気持ちを伝えると、新野さんが私の顎をすくい上げて唇を寄せた。

「……こんなときにあおるなよ。あんまり我慢できる性格じゃないんだ」

「新野さんが？　すごく我慢強そうに見えますけど」

　答え終わるとまたすぐにキスで唇を塞がれた。

「物欲がないというか……あんまりほしいと思うものが少ないんだ。だから我慢を知らない。けど……いまは目の前に、ほしくてたまらないものがあるから」

　新野さんの瞳が妖しく光り、どこか野獣の雰囲気が漂う。

「んっ……」

　口づけられた唇を舌が割って入ってくる。私の様子をうかがうように舌を絡め取ると、優しく吸い上げられた。

「あー……まずいな、やめないと」

　私から手を離すと、大きく息をはき出した。

「週末は空けておいてもらえると嬉しい。点灯式を見たあと……そのまま一緒に過ごさないか？」

「はい……」

　いよいよ、まちなかライトアップが実現する。

　もしかしたら、それと同時に私と新野さんも新しい一歩を踏み出すのかもしれない。そう考えると胸がざわめいた。

　落ち着かなくて瞬きを繰り返していると、そっと頬をなでられ、横髪を耳にかけられる。新野さんを見つめると熱っぽい視線を向けられ、体の芯が火照り出した。

「今度は帰さない」

「わ、わかっ……んっ……」

　返事をする前に、また唇を塞がれてしまった。










重なる想い




　金曜日の点灯式は想像していたよりもずっと盛大だった。

　イベントを企画したクライアントはもちろん、都の関係者や多くのメディアも集まり、式の様子はリアルタイムで伝えられる。

　閂建設からも社長が出席し、夫人である瀬那さんも仕事ではなくプライベートとして出席していた。

　今回のメインデザイナーとして新野さんが挨拶したものの、私や広瀬さん、正司さんはあくまで裏方で、万が一不具合が発生したときのために控えている。なので、ステージとは違い、ライトのひとつもない人だかりのうしろに作業着を着て立っていた。

「もう少ししたら確認しに行こうか」

　正司さんが腕時計に視線を落として、指示をくれる。ライトアップした場所を回り、問題ないことが確認できるとやっと仕事が終わる予定だ。

　式が滞りなく終了に向かう頃、私たちはこっそりと動き出した。

「こなっちゃんのウェルカムマット、雰囲気あっていいな。絶対、春バージョンもチェックするわ」

　広瀬さんがカメラのシャッターを何度も切り、褒めてくれる。現場確認をしながら、個人的な趣味で撮影をしているらしい。

「ありがとうございます。広瀬さんの並木通りも、メイン会場までちゃんと人が流れていますよ」

「だろー、いい感じ」

　私と広瀬さんは達成感いっぱいに笑い合った。

　いままで無我夢中で頑張ってきたことが、やっと形になった。それができるようになったのも、悩んだときに何度もやり直したらいいと教えてくれた新野さんのおかげだし、追いかける存在でいてくれた正司さんや広瀬さんのおかげでもある。

　周りに恵まれている。遅くなったけど、気づけてよかった。

「全体を考えて設計したし、できあがりのイメージができていたはずだけど……やっぱり実際に見ると感慨深いものがあるね」

　正司さんが嬉しそうに、光りにあふれた街並みを見渡す。メガネのレンズに光が反射し、笑顔がより輝いているようだった。

「いいですよね、照明って」

　夜の地球の写真を見たとき、日本は小さい面積にも関わらずまぶしい光を放っていて、明るすぎると心配になったこともあったけど、やっぱりなくてはならないものだ。

　少し離れたところからさざ波のように拍手が聞こえてくる。

　式が終わったようだ。

「お疲れ。俺も手伝うよ」

　ライトアップした場所を回っていると、関係者の人たちにも挨拶を終えた新野さんが私たちに追いついた。

「お疲れさまです。よかったですよ、挨拶。テレビでも放送されますから、また女性ファンが増えますねー」

「ファン……？　興味ないな」

　ニヤニヤとからかう広瀬さんに、新野さんは平然と返す。

「それより、いい仕事に出会えそうでそっちのほうが嬉しい」

　珍しくほくほくとした様子の新野さんの手にはさきほどの関係者たちの名刺が握られていて、新しい仕事のお誘いもあるようだった。

「この仕事……できてよかったよ。いろんなものが見えた気がする」

「新野さんが見えたものって興味あるんですけど、このあとみんなで打ち上げしません？　確認ももうすぐ終わりますし」

　私の隣に並んだ新野さんを、広瀬さんが私越しに覗き込む。

「悪い、べつの日で頼む。約束があるんだ」

　新野さんの手がそっと私の手に触れて小指を握られる。約束はここにあると言われているようで、ふたりだけしかわからない行為に胸がときめく。

「そっか。まぁ……疲れもありますし、俺もまだ仕事残ってるし。来月あたりにしますか」

「ああ、そのほうが助かる」

　打ち上げはあらためて調整することになり、ライティングに問題がないこともわかったので、クライアントや関係者に挨拶を済ませると私たちは解散となった。

　一度会社に戻り、作業着から私服へ着替えると急いでオフィスを飛び出す。

「お疲れさまでした！」

「えー、いいな。こなっちゃん、帰るんかよー」

「ご苦労さま。広瀬くんは僕と頑張ろうか」

　廊下ですれ違った正司さんと広瀬さんはこれからふたりでべつの案件の設計を詰めるらしく、簡易会議室にこもっていた。

「お待たせしました」

　会社の前で待ってもらっていた新野さんに駆け寄ると、穏やかに笑いかけてくれる。

「いや、全然」

　出会ったばかりの頃は無表情のイメージが強かったのに、いつの間にかちょっとしたことで笑ってくれるようになった。その変化が嬉しくもあり、ほかの人が気づいたらどうしようかと心配にもなる。

「小夏……髪、乱れてる」

　走ったせいで跳ねていた髪を指ですいてくれる。

「あ、ありがとうございます……」

　そうされただけで反射的に体を固くしていると、新野さんにくすりと笑われてしまった。

「いま、取って食うわけじゃないから安心しろ。……あとで、ゆっくりもらうから」

「そ、それを言われるとまた緊張するんですけど」

　まさか、私をもてあそんでいるんじゃ……。

　心の内を探るように見つめると、新野さんは困ったように目尻を下げる。

「まいったな、そんな風に見られたら俺も緊張する。とりあえず、飯行こう」

　手をとられると、冷たい空気のなか、そこだけ熱くて新野さんをより近くに感じた。

　大通りでタクシーをつかまえ、新野さんが運転手に行き先を告げる。それは、さきほどライトアップしたあたりにある高級ホテルだった。

　まさか、いきなり？　なにも訊くことができず、石像みたいに固まっていると膝の上に置いていた手に新野さんの手が重なる。

「夜景見ながら飯食いたいだけだから」

「あ、そ……そう、ですか」

　肩の力が抜け、頬をほころばせると新野さんの手はそっと頭をなでて離れた。

　二十分ほどタクシーに揺られてホテルのロータリーへ着くと、温かみのあるライティングがほどこされた高級ホテルへ入る。

「わっ、すっごい……上品ですね」

　お高いというより、もっと落ち着いた感じ。

　エントランスのよく磨かれた床、教育が行き届いたコンシェルジュ……ホテルの格調を表したようなまぶしく輝くシャンデリア。すべてがまとまっていて、美しい空間をつくっている。

「まだ緊張してるのか？　飯だけなんだし楽にしたらいい」

　圧倒されながらエレベーターに乗ると、場にすっかりなじんでいる新野さんにたずねられる。

「すみません、いろいろ連れていってもらっているのにいまだに慣れなくて……。あ、そういえばこういうところってドレスコードがあるんですよね？」

「あるかもしれないけど、引っかかるところないだろ」

　私を見つめた新野さんは余裕たっぷりに微笑んだ。

　たしかに、今日は新野さんと予定があったので、インフォーマルな膝丈のスカートと淡い色のトップスを合わせ、少しでも彼と目線を合わせたくて高いヒールのパンプスを履いている。

　新野さんもイベントに出ていたのでパリッとしたシャツにスーツのジャケット、タイトなパンツというスタイル。磨かれた革靴もキマッている。

「まぁ、席に着いたら……力も抜けるだろ」

　エレベーターが目的の階に着くと、新野さんがさきに降りて、ドアを押さえてくれる。

「小夏に見せたいものがあるんだ」

　わくわくした子どもみたいな笑顔に、宝物を隠したから見つけてと言われているみたいだった。

　最上階ではないフロアにはレストランが一店舗だけあり、落ち着いた雰囲気のそこへ入る。

　案内されたテーブルは窓際で、街の夜景が一望できた。

「あっ……あそこって……」

　眼下に広がっている美しい明かりと人だかりを指差し、新野さんを見ると満足そうにうなずいた。

「ああ、ライトアップした場所だ。ここからならよく見える。上に行きすぎると小さい点にしか見えないし、どれだけ人が集まっているかも確認できないから」

　いろんなことを考えて、新野さんがこの場所を選んでくれたことが嬉しくて胸が震える。

「本当ですね……すごい、よく見えます。人があんなに……！　ここからでもライティングきれいですね」

「ああ、ここで食事した人も来てくれたらいいな。そういう設計の仕方もある……と、仕事は忘れるか」

　苦笑し、新野さんも窓の外に目を凝らす。

　多くの人が集まっているのはわかるけれど、なにをしているのかまではわからない。写真を撮ったり、眺めたり、きっと思い思いに過ごしてくれているのだろう。

「ありがとうございます……私にこの景色を見せてくれて」

　明かりは人を集める。そのことをこれほど実感したことはなかった。企画を成功させた自信が、さらに大きな自信へと変わる。

「いや、小夏の喜ぶ顔が見たかっただけだから、気にすることない」

　新野さんらしい言葉に頬がゆるみ、シャンパンが注がれた華奢なグラスを手にする。ふたりで「乾杯」と言い合うと、口へ運んだ。




　ライトアップされた街を見て緊張はほぐれ、おいしい食事を堪能するとタクシーで新野さんの部屋へやってきた。

「お、お邪魔します……」

　前回、食事をつくったときは無我夢中であとから意識してドギマギしたけれど、今日は違う。最初からそのことばかりを考えてしまい、足がすくみそうなほど緊張していた。

「そこ、座ってていいから」

　リビングへ入ると、新野さんがソファに座るように促してくれる。

「ミルクティー、淹れようか？　それともほかのにする？」

「あ、ミルクティーで」

　甘いものでも飲めば、この緊張もほぐれるかもしれない。あと、深呼吸。

　すーはーと息を繰り返していると、あっという間にいい香りを漂わせた新野さんがソファにやってきた。

「あ、ありがとうございます。新野さんはコーヒーですか？」

　カップを受け取ると、新野さんも隣に腰かける。

「ああ。熱いから気をつけろよ」

「はい、いただきます」

　機械仕掛けみたいにギクシャクとした動作でカップを口へ運んでいると、新野さんがクッと短く笑って肩を揺らした。

「怯えすぎだろ。無理に襲うつもりはないんだけど……もしかして、俺が下心を隠しきれてないのか？」

「し、下心っ……か、隠してたんですか？」

　ミルクティーがべつのところに入ってむせてしまう。新野さんは笑いながら優しく背中をさすってくれた。

「隠してるよ。小夏がいれば……いつだって触りたくなるんだから仕方ないだろ」

　間近で目が合い、情熱的な言葉と同じくらい背中に回っていた手に熱っぽさを感じる。緊張よりも体の熱さが少しずつ上回っていく。

「さっき言った……いろんなものが見えたって話、覚えてるか？」

「はい、あれは……正司さんのこと、ですよね？」

「それもあるけど、小夏とのこともある。小夏がいてくれたから、知らなかった自分の一面が見えて……今度の橋のライトアップもうまくいったから」

「わ、私がいたから？」

　目を瞬かせて訊き返すと、新野さんはゆっくりとうなずいた。

「それに、部下からも最近接しやすくなったとか言われた。その理由、小夏以外ありえないからな」

「私が新野さんに……」

　一緒にいることでいい影響を与えられているなら、これほど幸せなことはない。

「で、そろそろ敬語と〝さん〟づけ、やめてもらいたいんだけど」

　顔を寄せ、どこか挑発的に見つめられる。

「う……はい、新野さ……じゃなくて……うん。ゆ、夕……さん」

「さん、いらない」

「夕」

「ああ、それがいい」

　名前を呼んだだけで、夕はとろけるような笑みを浮かべた。その笑顔がもっと見たくて、意味もなく名前を呼ぶ。

「夕、夕……」

「ああ、慣れるまで呼んだらいい」

　その言葉しか知らないみたいに繰り返していると、夕に抱き締められる。体だけじゃなく、心まで近くなったみたい。

「夕……好き」

　自分からも夕の首に腕を回し、さらに体を寄せる。

　好き、離したくない。怖さも緊張も全部越えて、夕とひとつになりたい。

　自然とそう思えて腕に力を込めると、夕の手がうなじに回った。

「んっ……」

　包み込むように支えられ、顔を動かして鼻先を擦り合わせるとキスをされた。私の心をほぐしていくみたいに、ついばむような口づけが繰り返される。

「小夏……場所、変えよう」




　照明を最小限に絞った寝室に入ると、黒を基調にした広いベッドの端に座らされる。

　隣に腰を下ろした夕が、私の髪に顔をうずめ、じゃれるように首筋に唇を寄せてくる。肌を啄ついばまれ、舌先でくすぐられると新しい自分が呼び起こされていくよう。

「っ、夕……ちょ、っと……まっ……」

　タイムを訴えるけれど、その言葉を奪うようにキスされる。手を握られ、指と指が絡み合うと、その温かさから大切にされていることが伝わってきた。

　体中がざわめき、熱くなる。

「心配するな。いやならやめる」

　私を抱き締め、耳元で囁かれる。そんな風にされたら、もっと熱くなるっていうのに。

「怖いわけじゃなくて、その……っ、い、いっぱいいっぱいで」

　心も体も夕を求めている。それなのに、どうしていいかわからない。

　火ほ照てる体を持て余し、泣きそうになりながら見つめると、困ったように視線をそらされた。

「……俺ってこんなんだったかな」

「え？」

「小夏をいじめたくてたまらない」

「えっ、な、なんでっ……」

「さぁ、なんでだろうな」

　うろたえていると、いたずらするみたいにおでこにキスされる。そのまま胸の中へ引き寄せられると、何度も頭のてっぺんに降り注がれた。

「小夏がほしい。……全部、俺にくれないか？」

　私の顔を覗き込み、黒い瞳でじっと見つめてくる。

「ゆ、夕……」

　夕なら全部受け止めてくれる。そう信じられるから、心からゆっくりとうなずいた。

「なにも、心配しなくていいから」

　安心させるように頭をなでると、触れるだけのキスをする。それはしだいに甘さを帯び、深くなっていく。

「肌、熱いな」

　服の中に手を入れられると、くすぐったさで震える。熱さの原因なんて、夕が一番知っているはずだ。

「……ほしかったものを手に入れる瞬間って、こんな感じなんだな」

「夕……。でも、そんな瞬間、夕ならいくらでもあったんじゃ……」

「いや……あると思ってたけど、違ったみたいだ。全然、比べものにならない」

　それを伝えるように唇を優しく食んだキスをすると、私の服を脱がしていく。

　いつもの空気じゃない、夕と一緒にいるときに感じる空気は特別温かく感じて、肌が敏感に反応した。

「っ、夕……」

　恥ずかしくて隠したくて、夕に飛びつくと背中をそっとなでられた。

「愛してるよ」

　両頬を包み込まれ、額とこつんと合せる。唇をゆっくりと重ねると全身が痺れた。夕の想いが、伝わってくるみたい。

　ベッドへ押し倒されると、夕の指先が肌の上をすべりはじめる。スカートも脱がされ、生まれたままの姿になると恥ずかしくて胸元を腕で隠した。

「小夏」

　隠すのは禁止とばかりに手をとられ、シーツに押さえつけられる。夕は瞳を細め、極上の笑みを浮かべていた。

　露わになった場所に指で触れられると、くすぐったくてたまらなくない。

　こんな風に誰かに触られるのも、宝物みたいに扱われるのも初めて。誰かに愛されるというのが、どういうことなのか。いま、初めて実感している。

　裸になった夕に抱き締められると、重ねた肌の熱さから、どれだけ愛されているのかが伝わってくる。

「夕っ……好き……」

　想いを告げる声に自然と熱が帯びる。私に微笑みかける夕の瞳はとろけそうなほど甘くて、体の奥がじんと痺れた。首に腕を回して抱きつくと、夕をより近くに感じて幸せに溺れた――。




　翌朝、目が覚めると見慣れない天井に目を瞬かせた。すぐに隣から寝息が聞こえてきて、昨夜のことを思い出す。

　そっか、夕と……。

　幸せな気持ちと照れくささが湧き上がってきて、心の中でじたばたと悶える。

　夕の寝顔が見たくなって、うつ伏せの状態で近づいて顔を覗き込んだ。

　きれいな寝顔のお手本があるならこんな顔をしているんじゃないかと思うくらい整っている。

　密かに胸の鼓動を速くしていると、その端正な顔がピクリと動いた。

「ん……小夏？　起きてたのか」

　もぞもぞと動くと口元を手で覆い、あくびをする。潤んだ目で私を見つめると、そっと頬にかかった髪を搔き上げて耳に触れてきた。

「おはよう」

　昨夜の微笑みよりさらに糖衣をまとった笑顔に、ただでさえ高鳴っていた胸が音を大きくした。もう、聞こえてしまうんじゃないかな。

「お、おはよう」

　彼氏と朝を迎えるってこういう感じなのか。恋をして初めて知ることが多い。想像以上にときめく体験に胸の鼓動はやっぱり落ち着きそうになかった。

「……小夏、こっち」

　布団の中で肩を引き寄せられ、胸に抱かれる。裸の背中に夕の大きな手が触れ、昨夜の記憶がより鮮明になった。

「も、もう少し離れてもいい？」

「いいと思ってるのか？」

　背中に触れていた手が力強く私を抱き寄せる。離れたくないと言われているみたいだ。

「こんなに独占欲、強かったかな」

　ぽつりと呟く夕に私はくすくすと笑ってしまった。

「どうした？」

「ううん、なんでもない」

　ちょっとかわいいと思ったことはあとでこっそり話そう。夕の照れた顔、じっくり見たい。

「……ま、いいか。小夏が笑ってくれるなら」

　額にキスをすると、夕は静かに目を閉じた。

　もう少し、このまま。

　窓辺のカーテンを透かして差し込む朝陽に逆らうように、再びふたりで眠りにつく。

　目が覚めて、夜になっていて暗かったとしても、ふたりで明かりをつけて過ごせばいい。

　見えない未来も、ふたりで歩いていきたいと夕の腕の中で強く願った――。










つながる未来




「こなっちゃんさー、最近きれいになったよね」

　新しくビルを建てる現場で測量をしていると、広瀬さんがおもむろに呟いた。

「え、そ、そうですか？」

「やっぱ新野さん効果かなー。あの人クールそうに見えるけど、しっかり愛してもらってるんだ。へぇー、ふーん」

「ちょ、私なにも答えてないんですけど」

　あれからほどなくして、私と新野さんの関係は広瀬さんと正司さんにバレてしまった。というのも、四人で打ち上げをした際、つい「夕」と名前で呼んでしまったからだ。

　やっぱり、まちなかライトアップが終わるまでは敬語と名字にさん付けにしておいて正解だった。

「新野さんが彼氏かー。イケメン社長に愛されるとか、幸せなんだろうなぁー」

「もう、早く測量して戻りましょうよ」

「あー、それ賛成。耐えらんないわ、この寒さ」

　空は快晴でも風は冷たく、一月の寒さをいやというほど感じる。加えて、高い建物が並んでいるところ。ビル風は強く、さっきからひとつにまとめた髪が乱れて仕方ない。

「しっかし、公私ともに順調だね。彼氏できて、今度は設計も任せてもらえて」

　測量が終わると荷物を持ち、会社に戻るために駅へ向かう。今回の設計は広瀬さんと社内プレゼンで争い、私が勝ちとったものだった。

「頑張りましたから」

　夕がいるからこそ、もっと頑張りたいと気合いが入った。夕のことがいい方向に作用している。私も夕にとってそういう存在でありたい。

「……って、ウワサをすれば……あれって新野さんじゃね？」

　駅前で足を止め、広瀬さんがこちらに歩いてくる人を見に目を凝らす。たくさんの人たちであふれるなか、飛び抜けてかっこいい人がいる――夕だった。

　仕事の移動中なのか図面ケースを肩にかけ、前にスタジアム近くの現場で見かけたことがある部下と一緒に歩いている。

　向こうも私たちに気づくと、夕はまぶしいくらいに微笑んでくれた。

「えっ、新野さんめっちゃ笑ってんだけど」

「いつもあんな感じですよ？」

「ウソ!?　あの人は真顔がデフォでしょ」

　もう見慣れた夕の笑顔は広瀬さんには衝撃的だったらしく、目をぱちくりと瞬かせていた。

「お疲れ。このあたりが現場だったのか？」

　部下の男性と一緒に近づくと、私たちに声をかけてくれた。

「あ、はい。ていうか、新野さん笑うんですね」

「ああ、小夏の前だけな」

「ちょっ、夕……」

　すぐそばに部下がいるのに、さらっと言うからこっちが慌てる。広瀬さんは「のろけとか独り身につらいんですけど」と肩を落としていた。

　私たちの関係を知っている広瀬さんはともかくとして、部下にこんな社長の姿を見せていいのかと心配になる。

　気になって黒髪マッシュに大きめのコートを羽織った部下に視線を向けると、出会ったばかりの夕のように真顔で興味なさげに立っていた。

「あの、初めまして……閂建設で照明を担当しています、高塔です」

「広瀬です、よろしくお願いします」

　ひとまず挨拶をしておかなければと広瀬さんとともに名刺を差し出すと、向こうも同じように名刺をくれた。

　長めの前髪に隠れてわかりにくかったけれど、間近で見ると切れ長の目は澄んでいて鼻も高く、色白できれいな顔をしていた。格好と相まって、おしゃれな雰囲気がある。

「大おお橋はしです。……社長、彼女さんかわいいですね」

　真顔のまま夕にそんなことを話すから、驚いて口が開く。さぞ、間抜けな顔になっていることだろう。

「あんまり見るな」

　夕がさりげなく私の前に立ちはだかる。そこまでしなくても、お世辞でしかないのに。

　隣に立っていた広瀬さんは「新野さん二世だ」と無自覚な発言をした大橋さんに称号を与えていた。

「社長の焦るところを見られて得した気分です」

「得？」

「仕事中はいつも真顔ですし、打ち合わせの相手がどれだけ美人でも顔色ひとつ変えないじゃないですか」

　本当にいつもと違う夕を見て楽しんでいるのか、大橋さんこそ表情ひとつ崩さず喋っている。

「そういうこと、いま言うなよ」

　照れているのか、ムッと眉を寄せている。私がこっそりと喜んでいることなんて気づいていないだろう。

「……明日から出張だが週末には帰る」

「あ、うん。大丈夫、覚えてるよ」

　出張の連絡は昨日もらっていた。地方にある庭園のライトアップを担当することになったらしく、大橋さんと行く、とも。

　今夜一緒に食事でもできればよかったけれど、私に打ち合わせが入っていて、夕も朝が早いようなので、本当なら会わずに出発する予定だった。ここで会えて嬉しい。ちょっと……恥ずかしい思いもしたけれど。

「ぜひ夕にって、お願いされたんでしょ？　頑張ってきてね」

「ああ」

　夕の頑張る姿は私だけじゃなくて、一緒に働く人の励みにもなる。うなずき、しばらく見つめていると広瀬さんがげんなりとした様子で口を開いた。

「……あの、胸やけしそうなんでそろそろ会社戻っていいですか？」

「俺はもう少し見ていられますけど」

　いつの間にか広瀬さんの隣に立っていた大橋さんは、私たちを楽しげに眺めていた。

「見せもんじゃない。……それじゃ、週末に」

「いってらっしゃい」

　大橋さんと一緒に去っていく夕の背中をしばらく見送る。……私も、仕事頑張ろう。




　なんて、気合いを入れたのは数日前。

「もう週末、来ちゃってますけどー……」

　部屋のローテーブルに置いたカレンダーの右端をこつんと指で弾き、頬杖をついた。テレビから流れる夕方のニュースに独り言は掻き消され、ついたばかりのため息も暖房の風に紛れていく。

　本当なら土曜日である今日は、とびきりおしゃれをして夕とできたばかりの複合商業施設へ行く予定だった。

　ショッピングしたり、面白い建物だからそれについて話したり、ご飯を食べたり……いろいろと遊び回るはずだったのに。

「なにやってるんだろ」

　いま、私はモコモコのルームウェアを着て、ミルクティーを飲みながらテレビの前でまったりしている。それも、朝からずっと。

「夜は水族館……って約束してたんだけどなぁ」

　テーブルに突っ伏して、残念な気持ちをいっぱいに吐き出した。

　数年前にリニューアルされた水族館では、期間限定でイルミネーションが行われている。魚やペンギンなどを楽しむだけじゃなくて、いろいろな配光が見られるということで楽しみにしていたし、イルミネーションに関わったのが夕の会社で、主に大橋さんが担当したというから余計にわくわくしていた。なのに、この状況。

　こんなはずじゃなかった。

　あれから出張に向かった夕は順調に仕事をこなしたものの、べつの現場で急遽、設計を見直すことになったらしく、いまはそちらの修正を待っていた。

「ま、仕事だし、仕方ないよね」

　仕方ないとわかっているから、昨日の夜中にもらった連絡には【気にしないで】の言葉とともに笑顔の絵文字も添えた。

　でも、やっぱり寂しい……というか、残念だ。もちろん、そんなこと夕の前では絶対に言わないけれど。

「って、ウダウダ考えてるほうがもったいない！」

　うなだれていた頭を上げると、ちょうどテレビではイルミネーション特集をしていて、私たちが携わったまちなかライトアップの場所が流れていた。

「わっ……人がいっぱい……！」

　遠くから写した映像はキラキラと光の世界が広がっていて、近くの映像に切り替わると多くの人が笑顔で歩いたり、写真を撮ったりしているのが見える。

「こんなに来てくれるんだ……すごい仕事、したんだなぁ」

　企画がはじまってから一ヶ月以上経っている。それなのに、まだこんなにも人がいるなんて。裏のコンセプトとされていたカップルも数えきれないほどたくさんいた。

　自分の仕事が認められたみたいで、次の仕事に対する意欲も湧いてくる。

「……見に行こうかな」

　点灯式の日に夕と一緒に確認したけれど、あれからどうなったのかもう一度見てみたい。それに、夕との思い出の場所に行けば寂しさも紛れるかもしれない。

　さっそくメイクをして着替えると、私はすっかり暗くなった外へと飛び出した。




　ひとりきりでイルミネーションを見に行くなんて寂しい人と思われるだろうか。

　なんて、心配していたけれど、最近はこういうところにもおひとり様は多いらしく、案外周りを気にせずに楽しめていた。

「あー……ここ、修正したところだ。やっぱこっちがいいな」

　厚手のコート、手袋とマフラーでしっかり防寒し、白い息を吐き出す。振り返る思い出がありすぎて、いくら見ても飽きない。

　広瀬さんが設計した並木通りを気分よく歩いていると、バッグに入れていたスマホが震えた。

「えっ、夕……！」

　画面に表示された名前に、慌てて手袋を脱ぐ。

　こんなもの、つけるんじゃなかった！　早く電話に出れば、ワンコール鳴っている時間も夕と話ができたのに。

　もどかしさに駆られながら電話に出ると、脱いだ手袋の片方を足元に落としてしまった。でも、もうそんなの気にしていられない――夕が一番だ。

「お、お疲れさま。終わったの？」

　あまり嬉しそうな気配をさせないように気をつける。いかにも待ってました、なんて声を出したら夕は私に気を遣うはずだ。

《ああ、終わった。……遅くなって、悪かったよ》

「ううん、全然。私ものんびりしてたし」

　平気だと夕に伝えているようで、必死に自分へ言い聞かせているみたいだった。

　夕の声が優しくて、胸が苦しい。……会いたい。いますぐ、会いたい。

《……小夏、どこにいる？》

「どこって……」

《俺が約束守れてないのに勝手だけど。……顔が見たい》

　私の心を代弁するみたいに電話口の夕が切なげに呟いた。

「勝手じゃないよ」

　夕に見えるわけでもないのに首を振る。勝手じゃない、私も同じ気持ちだから。

「……私も、会いたい」

　この想いが伝わるように丁寧に言葉を紡ぐと、電話の向こうの夕が急に無言になった。

「ゆ、夕？　ごめん、仕事で疲れてるのに……無理、だよね」

　てっきりいまから会おうと言ってくれているのかと思ったけれど、勘違いしてしまったのだろうか。

《そんなわけないだろ。むしろ、疲れてるときほど会いたくなる。……いまはちょっと、小夏の言葉を頭に録音してただけだ》

「録音って……」

　でも、些細なことも思い出になる。それを積み重ねて、夕との絆をつくっていきたい。

《それで、いまどこにいる？　そっちに行きたいんだけど》

「まちなかライトアップのメイン会場に来てる。すごいよ、人が多くて」

　話しながらぐるりとあたりを見渡していると、ひとりの男性が私に近づいてきた。その人は腰をかがめると、夕と話すのに夢中で足元に落としたままだった手袋を拾ってくれる。

「あ……っ、え？」

　私に手渡してくれる人物の顔を見て、夕とまだ電話がつながっているのも忘れて声を上げた。

「三み柴しばさん……！」

「久しぶり。ていうか、電話いいのか？」

　彫りの深い顔をほころばせ、私が持っていたスマホを指差す。耳に当てたままだったそれに意識を向けると夕の怪訝な声が聞こえてきた。

《小夏？　誰だ、三柴さんって》

「ご、ごめん……いま、前の職場の先輩に会って……あ、それじゃ待ってるね」

　うしろめたいことなんてなにもないけれど、なんとなく昔の先輩に彼氏と話しているところを見られたくなくて電話を切った。

「電話中だったのにごめんな。高塔が見えたから、声かけたくなって。久しぶり」

　大きな口をほころばせて、白い歯を覗かせる。数年前まで見ていた笑顔が、まだ変わらずにそこにあった。

「お久しぶりです。お元気そうですね」

　三柴さんは私のふたつ年上で、前の職場でよく一緒に行動していた先輩。新人だった私に設計の基礎から叩き込んでくれたのはこの人だ。

「いいや、高塔がいなくなって元気も半減したけどな」

「それ、からかう相手がいなくなったからですよね？」

　笑って返すと、三柴さんも懐かしそうに瞳を細めた。目を合わせるだけで、昔の思い出が一気によみがえってくる。

「そういえば、ここ……高塔が関わったんだって？　すごいな。テレビでやってるの観て気になったから、去年入った新人と来てみたんだ」

　うしろを振り返って指差すと、ひとりの男性がイルミネーションを眺めていた。

「ありがとうございます。なんとか頑張ってます」

「昔はよく隠れて泣いてたのに。まさかあの高塔がスーゼネでバリバリ働いてるとはなぁ……」

「な、泣いてないですよ！　全然」

　前の会社では下請けの人に直接指示を出すことも多く、気性の荒い人に怒鳴られては隠れて泣くこともあった。いまはもうそんなことはない。

「どうだか。……なぁ、高塔がよかったら俺らと一緒に回らないか？　せっかくだし、俺たち男ふたりで寂しいし」

　三柴さんが人好きのする笑顔で私を誘う。積もる話はあるし誘いも嬉しい。でも、私は――。

「……ほかを当たってくれませんか」

　背後から肩を抱き寄せられ、一瞬心臓が止まるかと思った。添えられた手は温かく、声も耳馴染みがあってホッとするのに、胸は騒がしく音を立てはじめた。

　夕がいる。ここに、会いたいと思った人がいる。

「え、に、新野デザインの社長……!?　って、高塔……ど、どういう関係？」

　最近、夕が会社のためにメディアに出ることが増えたということもあり、同じ業界で働いている三柴さんも夕のことを知っていた。

　肩を抱かれている私と真顔の夕を交互に見て、目を瞬かせている。

「い、一緒にここを設計した関係で……」

　付き合っている、と言ってもいいものか。

　業界でも有名な夕だから、私が彼女だと知られると迷惑がかかるんじゃないかと心配してしまう。

「それは知ってるよ。そうじゃなくて、肩……」

　三柴さんは小声で言うと、ちらりと私の肩に置いた夕の手を見た。

「あ、これは……」

　言い淀んでいると、肩に置かれた夕の手がグッと私を引き寄せる。

「そういう関係なんで。大事にしてますので、安心してください」

　いつもよりちょっと無愛想に見える真顔で夕が答えると、三柴さんは「マジで!?」と街中に響き渡るほどの声を上げた。

「なんだよ、それ。早く言ってくれよ……邪魔しちゃ悪いな。それじゃ」

　足早に去っていく三柴さんを見送ると、夕とふたりきりになる。

「夕、よかったの？　私のこと……」

「当たり前だろ。元々隠すつもりはない。……それに、さきのことを考えたら、いずれわかることだ」

「さき……」

　未来を指す言葉に思わず反応してしまうと、夕は手袋を脱いだままだった私の手を握った。

「あるだろ、俺と小夏の未来」

　恋人つなぎをすると、手袋なんていらないくらい温かくなる。

「俺のことを考えて、隠そうか迷ったんだろうけど余計なことだから。そういうことを考える前に、俺の気持ちを信じてほしい」

　握った手に優しく力を込められた。夕はいつも、私がわからない答えを簡単に導き出してくれる。

「そんなの、前から信じてるよ」

　手を握り返すと、光と人であふれるメイン会場へと歩き出した。

　夕方のニュースでは、アナウンサーが『カップルが多い』とレポートしていた。コンセプトは見事に形になり、さらに私たちもその多くいるカップルのひと組になる。

　下見をしているときはこんな風になると思わなかったのに。いつの間にか、夕が隣にいるのが当たり前になっているから不思議だ。

　ライトアップを見たあとは、少し遅くなったけれど予定していた水族館へ向かった。閉館一時間前に入るとわりと空いていて、ずっと手をつないだまま空飛ぶペンギンなどを見て回る。

「ここ、大橋さんが設計したんでしょ？　ファンタジックな感じでかわいいね」

　入り口をカラフルに彩り、外観には水中で泳いでいるかのような魚を模したライトを飾っている。童話の世界への入り口みたいだ。

　さらに階段もＬＥＤライトで光らせ、館内も幻想的に淡く照らされている。それも魚や見る人の邪魔にならないようにきちんと配慮されていた。

「大橋もだいぶ悩んでたけどな。ちょっとアドバイスしたら、いいものになった」

　そのときのことを思い出しているのか、魚を見ながら懐かしそうに瞳を細めた。いまは、部下の成長を喜ぶ社長の顔をしている。

「どうした？」

　その顔を見上げていると、私の視線に気づいた夕がこちらを向いた。社長の顔から、もう私だけが知る夕の顔になっている。

「俺を見ても面白くないぞ」

　頭をなでるようにして、前を向かされる。

「十分面白いけどなぁ」

　夕の表情を探るのは楽しい。真顔だと思われがちだけど、意外と変わるから。

　水槽のほうを向いても、つい夕を見つめているとガラス越しに目が合った。

「夕も魚見てないじゃん」

「魚より、小夏を見たいからな」

　ふたりで笑い合っていると、水族館の閉館時間となり、寂しげな音楽が流れ出す。

「……小夏、まだもう少し……」

「うん……」

　切なげに誘われ、連れてこられたのは近くにあった高級ホテルの最上階だった。帰りが遅くなったお詫びに、スイートルームをとってくれたらしい。

　こんな部屋、設計で携わったことはあれど、プライベートでは一生泊まることがないと思っていた。それがいま、大好きな人とこうして夢みたいな時間を過ごしている。

「わっ……すっごい！　インテリアまでこだわってるね。さすが」

　いかにも高そうなアンティークのインテリアやふかふかの絨毯、キングサイズのベッドに目を奪われていると、夕が私を捕まえるようにうしろから抱き締めた。

「……夕？　どうしたの？」

　腰からお腹に手が回り、甘えるように頭のてっぺんにキスをされる。

「小夏があの人と話しているとき……なにもないってわかってても嫉妬した」

「夕……」

　うしろから話しかけられるのは物足りなくて、夕に向き直ると、熱をはらんだ視線に見つめられた。

「情けないけど、俺が知らない小夏を知っているのかと思ったらもっと嫉妬したんだ」

「全然、情けなくないよ。でも、これだけはわかっておいて。私のことを一番知ってるのは夕だからね」

「ああ、そうだな」

　じっと見つめ、あやすように頬に触れてくる。その柔らかな手つきから、私のことを愛しいと思ってくれていることが伝わってきて、胸が嬉しさで震えた。

　呼吸も忘れそうなほど苦しい。苦しいのに、幸せだ。

「余裕ないよな。ホント……さっきからずっと小夏を俺だけのものにしたいって思ってる」

「そんなの……もう、なってるよ」

　私の隣にずっといてほしい人は夕以外にありえない。この幸せがずっと続けばいいと思っている。

　夕がベッドへ腰掛けると、膝の上に座らされた。

「小夏……」

　愛しくてたまらないとばかりに強く抱き締められ、体中が溶けていくような錯覚に陥る。

「いままで、仕事ばっかりだったけど……これからは小夏との将来も考えていきたい」

「え……？」

　なんだか今日は未来のことばかり話されているような気がする。不思議に思ったけど、それをたずねる間もなく唇を重ねられ、その甘さに酔いしれた。

　だけど、ふと離れてしまい。

「夕？」

　どうしたのかと顔を覗き込むと、目の前に四角く小さな箱が差し出された。

「……そ、それって」

　誰からももらったことはないけれど、なぜか知っている。そこに、未来の幸せがあることを――。

「このさきもずっと……小夏の一番でありたい。俺の妻になってほしい」

　夕が箱を開け、リングの形をした幸せを見せてくれた。それはスイートルームのシャンデリアに照らされ、キラキラとまぶしい輝きを放っている。

「俺と結婚してくれないか？」

「っ、……は、はい……」

　こんなときなのに嬉しくてうまく言葉が出てこない。こくこくと何度もうなずくと、左手を持ち上げられ、薬指にそっとリングをはめてくれた。

　目の前が一気ににじみ出し、リングが見たいのに見えない。

　涙を拭うと、薄暗い照明のなか、リングはいままで見てきたどんなライトよりもまぶしく、美しく輝いていた。

「よろしくな」

「こちらこそ、お願いします」

　涙声で答えると、夕は頬に流れた滴を唇で拭ってくれる。

「大切にする、ずっと」

　まるで誓いのキスみたいにそっと唇を重ねると、ベッドへ押し倒され、今夜も愛される予感に目をつむる。

「ねぇ……夕って意外と情熱的だよね」

「そうさせてるのは小夏だけどな」

　ふたりで笑い合い、どちらからともなく唇を寄せる。

「愛してる」

　リングが輝く手に、夕の手が重なる。幸せな未来はこうしてふたりの手でつくっていく。明るく照らしながら、ずっと――。
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ふたりの幸せ




　天国があるなら、ここかもしれない。

　どこまでも続く青空と澄み渡った海を見つめ、幸せな時間に浸る。

「小夏、日焼けするぞ」

　夕の声が聞こえた……と思ったら、頭にふわりとなにかが置かれ、まぶしい日差しが遮られる。

　どうやら、私が持ってきていた大きなツバの麦わら帽子を被せてくれたらしい。

「ありがとう。ちょっとうっかりしてた」

「出発前はあんなに気にしてたのに。いざ着いたらどうでもよくなるんだな」

　小言をこぼしながらも楽しそうに笑ってくれる。

　そういえばこの帽子は、出発する数日前に慌てて日焼け対策として買ったもの。いま着ているマキシワンピに合わせて、夕も一緒に選んでくれた。

「飲むか？　部屋にあったやつをグラスに入れただけだけど」

　Ｔシャツにハーフパンツ姿の夕が隣のチェアに腰かけ、華奢なグラスを差し出した。

「わっ、きれいな色……」

　その中には、目の前のビーチを思わせるスカイブルーの色をしたドリンクが入っている。

　だけど、ドリンクより目を奪われるものがあった。

　夕の左手の薬指にはめられたリングだ。私の左手薬指にも、同じリングがはめられている――。

　私たちは、新婚旅行でインド洋に浮かぶモルディブに来ていた。透明度の高い海の上に、いくつも枝分かれして並んだヴィラ。そのひとつに泊まっている。

　ふたりで泊まるには広すぎるほどの部屋は、真っ白な内装に水色などを取り入れたインテリアでまとめられていて、リゾート気分を味わえる。

　ハウスデッキに置かれた籐でつくられた丸いチェアは座り心地がよくて、目を閉じて穏やかな波音に心を預けていると、そのまま寝てしまいそうなほど。

「新野小夏、かぁ……」

　太陽に左手をかざして、結婚指輪を見つめる。

　新しい自分になった……とまではいかないけれど、確実に新しい一歩を踏み出したと感じていた。

「まだ慣れないか？」

「ううん、そうじゃなくて……なんか、嬉しくて」

　不思議と名前が変わったことに違和感がない。前から、この名前になることを待っていたみたいに。

「夕とやっとひとつになれた気がする」

　ここにその証が形になって表れているみたいだ。

「誰に会っても、妻ですってちゃんと胸を張るから」

　もう夕を紹介するときだって迷わない。

「そうか。自覚できたならよかったよ」

　隣に座っていた夕が手を伸ばし、私の左手をとる。指を絡め、リングに触れると優しく笑いかけてくれた。

「これからは、どんなときもふたりだな」

「そうだよ、ちゃんといろんなこと……ふたりで決めよう？　どっちの気持ちとかじゃなくて、一緒に楽しめないと意味ないから」

「ああ、そうだな」

　優しく微笑むと私の頭に手を置く。帽子をかぶったままだったからツバが下がって、目の前が暗くなった。

「ちょっと、夕……」

　帽子を直そうとしたら、それを邪魔するように口づけられる。

「いいだろ、せっかくの新婚旅行なんだし」

「うん……そうだね」

　うなずくと、今度は私から夕の首に腕を回して引き寄せる。上を向くと麦わら帽子が床に落ちて、小さな音を立てた。

　これからはふたりで――。

　目を閉じると、ここに来るまでのことを思い出す……。




　夕と付き合って初めての春を迎えた頃。

　プロポーズを受けて間もなく、私たちはふたりで生活をはじめることにした。

　それまでお互いの部屋を行き来していたけれど、仕事ですれ違うことが多く、会えたとしても別れるときに感じる寂しさから、私が夕の部屋に移り住むことになったのだ。

　私は一緒に住むのはもう少し先でもいいかと思ったけれど、夕が限界だったらしい。

　いまは同棲をはじめて二か月。まだこのマンションのセキュリティーの厳重さには辟へき易えきするし、部屋の広さも落ち着かない。もしかしたら、まだ開けていない扉もあるんじゃないかと思うほど。

　結局、いつもリビングにあるソファで、照明に関する本を読み漁ってばかりだ。

　だけど、色違いの食器に歯ブラシ、洗面所に並んだ私が使うもの、ふたりの洗濯物……夕しかいなかった空間に、私が溶け込んでいくのは恥ずかしくもあり、嬉しくもあった。

　ご飯をつくればおいしいと喜んでくれるし、そのお返しにといれてくれるミルクティーは格別。テレビを見て同じタイミングで笑った瞬間や、仕事でうまくいかなくて話を聞いてもらっているときはふたりでいてよかったと実感した。

　一緒にいることにだいぶ慣れたいまも、朝、目覚めて顔を合わせるたびに幸せを感じている。

　お互いに仕事が忙しいから、おやすみを言い合えないことはあるけれど、少しでも顔を見られるのは一緒に暮らしているからこそ。

　夕と私の日常が重なっていく。夫婦になる準備はなかなか楽しいものだ。

　……だけど、楽しいことばかりでもないときだってある。

「あ、ここなんかいいんじゃない？」

　夕の部屋にあるリビングのテーブルに、新婚旅行のパンフレットや雑誌を広げ、見つけたある場所を指す。

　それはクロアチアのオレンジ色の屋根をした建物が並んでいる航空写真で、隣には〝ビーチリゾート〟と太字で目立つように書かれている。

「どこのことだ？」

　パンフレットをぱらぱらとめくっていた夕が私の手元を覗き込む。

「ここ！　どう？　夕は行ったことある？」

「……いや。小夏が行きたいなら行こう」

「その返事は行ったことあるんだ」

　一緒に過ごす時間が増え、夕の些細な言葉、仕草でなんとなくわかるようになってきた。

「仕事だったけどな」

「仕事？　ビーチリゾートに？」

　夕が嘘を言うはずないとわかっているのに、つい疑ってしまう。

「仕事っていっても勉強か。劇場の照明設計を頼まれたときに、ここの国立劇場を参考にしようと見に行ったんだ。一回、見てみたかったから。あと、遺跡も多くて楽しそうだったからな」

　遺跡を見て、設計に活かしているのかはわからないけれど、夕はそういう観光地を巡るのが好きだ。何度か旅行へ行ったり、話を聞いてわかったこと。

「うーん……そっかぁ。まぁ、ほかのところにしようかなぁ」

　頬杖をついてパンフレットの山からもう一度ほかの場所を探す。

　夕は建築の勉強や仕事関係で招待されて、海外のいろいろなところへ行っていた。

　なのに、私はふたりとも行ったことがない場所で、ふたりだけの思い出をつくりたいとこだわってしまい、さきほどから行き先が決まらない。

「早く決めないと……。式のあとに出発するのに」

　結婚式は夕が懇意にしている設計士さんが手がけたところで挙げることが決まっている。当日は夕がチャペルにべつのライトをセットしてくれ、大橋さんや広瀬さんが特別なライティングの演出をしてくれるらしい。

　私はまだどんなライティングか知らず、秘密にされている。

　みんなにお祝いされているようで嬉しいし、それはすごく楽しみなんだけど。

「俺のことは気にしなくていいから。小夏の行きたいところを選べよ」

「うん……」

　私の気持ちを優先してくれているのはわかるし、ありがたい。でも、夕も行きたいところじゃないと意味がない。

　なにせ、新婚旅行なんだ。一生に一度の思い出になる。

「ねぇ、夕はどこに……」

「悪い、時間きた」

　夕が立ち上がり、鏡の前に立ってジャケットを羽織る。土曜の昼間だというのに、これから出張に出なくてはならない。

　前回、庭園のライトアップをしたとき、メディアでも取り上げられてお客さんが殺到したらしく、好評だったので今度は日本三大庭園のひとつを依頼されたと聞いた。

「大橋さんと行くんだっけ」

「ああ、仕事も一緒で、部屋も一緒で……あいつのことは嫌いじゃないけど、気が狂うな。そんなに誰かと一緒にいると疲れる」

「私とは大丈夫なんだ」

「……逆に、小夏以外無理だろ」

　さらっと言うと、そばに置いていた荷物を手にした。

　私以外無理……それはすごく愛されているということではないだろうか。

「帰ってくるのは来週の月曜だな。たぶん、夜になると思う」

　来週の月曜夜。それまで夕のそばには私じゃなくて、あのオシャレ男子がいる。

「大橋さんか……うらやましいな……」

「……待て、小夏。大橋といるのがうらやましいのか？　やめろ、行く前に妬かせるなよ」

「ち、違うよ。そうじゃなくて……」

　荷物を持って玄関へ向かう夕に、うしろから抱きついた。

「大橋さんが夕と一緒にいられて、うらやましいなっていう意味」

　背中に顔をうずめ、聞こえるか聞こえないかくらいの声で本音を漏らす。

「……そういうこともするなよ。離れがたくなる」

　しっかりと聞こえていたようで、困ったように、だけどすごく嬉しそうに言うと、振り返って抱き締め返してくれた。

　一緒に住むようになって、自分から触れることにも抵抗がなくなっている。夕が返してくれる愛情にも、恥ずかしそうに受け入れるだけじゃなくて、ちゃんと返したいと思うようになっていた。

「この仕事が落ち着いたら、めいっぱい抱かせてくれ。……加減できそうにない」

　耳元で熱っぽく囁くと、そのまま耳たぶを食んでいく。

「夕っ、くすぐったい……」

「けど、しばらくお別れだから」

　私を確かめるように背中を優しくさすっていく。

　こっちこそ、離れがたくなって困ってしまう。

　夕の体にすっぽりと収まって、ニヤけてしまう頬を隠した。

「それじゃ、行ってくる」

　背中に回されていた手を肩に置くと、おでこにキスをくれる。

「いってらっしゃい。……また、連絡ちょうだい」

　名残惜しさを押し殺して、夕から手を離した。ジャケットに触れた指先が、離れたくないと訴えるように熱くなる。

「ああ、わかった。……いってきます」

　ドアが閉まっても、しばらくはそこで立ち尽くしていた。




　結局、新婚旅行の話はできずじまいのまま、夕は出張へ行ってしまった。

「こなっちゃん、式の準備進んでる？　ハネムーンはどうすんの、ハネムーン」

　さっきまで会議で一緒だった広瀬さんが、廊下に出ると何気なしに訊いてきた。

「それが……いまは夕が出張で。式の準備は順調なんですけど、旅行が……」

「あー、出張か。大橋さんも言ってたな」

　広瀬さんと大橋さんは名刺交換をした日からなぜか仲よくなり、ＳＮＳでフォローし合ったり、一緒にご飯へ行ったりしているらしい。

　だけど、年下の大橋さんにもきちんと〝さん〟をつけているようだ。意外というか、そういうわきまえがあるからこそ、人付き合いが上手なのだろうと感心する。

「行き先にこだわりすぎなんじゃねぇの？」

「えっ、でも一生に一度ですよ？」

　意見が違うのは男女の差なのだろうか。それとも広瀬さんだからだろうか。

「そりゃま、そう言われたらそうだけど。けどさ、こなっちゃんたち新婚なんだし、どこ行っても楽しいでしょ」

「そう、ですよね……」

　夕といられるだけで楽しい。確信をつかれて、思わず納得した。そんな肝心なことも忘れていたような気がする。

「やべ、会議室にスマホ忘れてきた。さき戻ってて」

　最後まで言い切る前に、広瀬さんは走り出していた。

「一緒にいるだけで楽しい、かぁ……」

　そういえば、夕は行きたい場所を教えてくれるだろうか。

　ぼんやりと考えながら廊下を歩いていると、前から正司さんがやってきた。

「高塔さん、いま終わったの？」

「はい。あ、正司さんはこれから打ち合わせですか」

　両手に持っている資料を見てたずねると、正司さんは苦笑を浮かべた。

「そうだよ。そのあとも打ち合わせ。柄になくかけ持ちしすぎて、あたふたしてるよ」

　正司さんはまちなかライトアップの企画以降、無難な設計から先進的な照明設計を行うようになり、社内では評判が高まっている。

　しかも、本人もバイタリティにあふれていて、いろいろな企画に参加するようになっていた。

　夕の作品を奪った過去は消えない。けれど、その過去に向き合い、新しい自分の作品を生み出していく姿勢はやっぱり尊敬できる。

　新たにつくられた作品が素晴らしいものだから、余計に。

　私が憧れた人の作品は、まだまだ数が増えていきそう。楽しみで、わくわくする。

「高塔さんも大きな施設の設計を控えてるよね。お互い頑張らないとね」

「はい！」

　同じ目線に立ってくれる。こういうところも変わらない。

「あ……そういえば、もうすぐ高塔さんから新野さんって呼ぶようになるのかな」

「いえ、仕事は旧姓でいきます」

　この仕事をしていてその名字だと、建築関係者なら一瞬は夕のことが頭によぎるだろう。妙な色眼鏡で見られるのは避けたかった。

「そう。じゃあ、事務所へ行く気もないんだね？」

　事務所とは夕の会社のことだろう。

「はい。誘われてもいませんし、私は閂建設が好きなので」

　付き合う前にデザインが似ているからと誘われたことがあった。それは冗談だったみたいで、あれから一度もそういった話は出ていない。

　夕の会社で仕事をするのは楽しそうだけど、私はここで一緒に働いている人たちが好きだし、任せてもらっている仕事も好き。そして、まだまだやりたいことがある。

　きっと、夕も私の気持ちをわかってくれているだろう。

「よかったよ。まだ、きみと一緒に仕事がしたいから」

「……ありがとうございます」

　憧れの人に、一緒に仕事がしたいと求められる。それは自分を認められたということで、またひとつこの会社を、この仕事を好きになる。

　私も、もっと正司さんと一緒に設計がしたい。これからの仕事に楽しみが増えた。




「んー……まだこんな時間か。もう少しやって帰ろうかな」

　パソコンの時計を見て呟く。〝まだ〟といっても、もう定時を二時間も過ぎていた。

　夕がいない平日はひとりで家に帰っても寂しく、自ら進んで残業をしてしまう。おかげで仕事は順調。事務的な書類も、もう片づいてしまった。

　いつの間に、こんなに誰かといるのが当たり前になったのだろうか。しかも、違和感なく自然に。

　ひとりでいる寂しさを、いま初めて実感している。

「でも一週間だし。このくらいで寂しいとか言っていられないよね」

　気合いを入れると、目の前にあることに打ち込むことにした。

　――そうこうしていると、あっという間に週末が来てしまった。

　明日はせっかくの休みだから、誰かを誘って食事に行けばいいものの、つい遅い時間まで仕事をしてしまい、そんな気もなくなってしまった。

「週末……なにしようかな」

　家に帰ってくると、広いリビングでソファに座り、テレビを眺める。夕食は出来合いのもので簡単につくり、食後のミルクティーも飲んでしまった。

　何気なしに見ていたテレビでは、アナウンサーが地域のニュースを伝えたあと、週末の天気予報が流れた。夕がいるところは快晴で、気持ちが良さそうだ。

「夕はまだ仕事してるのかな」

　さっきスマホに連絡を入れたけれど、メッセージはまだ既読になっていない。

「土日も仕事なのかな……」

　一緒に住んでいるのに、離ればなれという状況が余計に切なくてたまらない。

「私はなにして過ごそう」

　テーブルいっぱいに広げている新婚旅行のパンフレットを適当にめくる。だけど、ひとりで行き先を考えてもしかたないし、それだけで土日を潰してしまうのはもったいない気がする。

「友達を誘ってランチでも……」

　そう考えて、テーブルの端に置いていたスマホに手を伸ばすと、タイミングよく着信音が流れた。画面に表示されているのは夕だ。その名前を見た瞬間、胸が跳ね上がる。

「も、もしもし？」

《俺だけど。いま、大丈夫か？》

　久しぶりに聞いた夕の声に自分でも驚くほど体中がざわめき出した。知らなかった。会話をできることがこんなにも嬉しいなんて。

「大丈夫。もう家に帰ってきてるから」

《ああ、そうか。連絡くれてたんだったな》

「夕は？　なにしてるの？」

《俺も打ち合わせから帰ってきたところだ。大橋が部屋にいるから、ホテルのロビーにいる》

　社長に遠慮しない大橋さんが珍しいのか、自らが部屋を出る夕が優しいのか。その関係性はよさそうで、頬が緩んだ。

《明日とあさってはなにか用でもあるか？　よかったら、こっちに来ないか？》

「えっ、でも……夕は仕事なんじゃ……」

《休みがとれた。わりといいペースで進んでるから、観光でもしようかと思ってたんだ。小夏が大丈夫なら、一緒に回らないか？　きれいなところだよ》

　願ってもみなかった週末のお誘いに、胸が躍る。そんなの、もちろん行くに決まっている。

「行く……夕と一緒に過ごしたい」

《ああ、待ってるよ。朝イチの新幹線で来たらいい。……それで、日曜の夜に帰るつもりでいてくれたら嬉しい》

　ということは、お泊りになる。同棲してから、旅行のようなものをしていなかった。

「わかった、じゃあ……また連絡するね」

　電話を切ると、さっそく持ち物の準備をはじめた。

　いつもは億劫な荷造りも、夕に会える楽しみから手が進む。

　会いたい、早く会いたい――。




「ここを夕がライティングするの？」

　土曜日になり、朝イチで夕の元へ向かうと、さっそくライティングする予定の庭園へ連れてきてもらった。

　きれいに整備された庭園は広く、造形がきれいで建築の参考にもなるし、噴水などもあって見どころが多い。

「いま、打ち合わせで毎日来てる。ガイドができそうなくらいだ」

「それなら案内してもらおうかな」

「構わないけど。……そういえば、新婚旅行じゃなかったら、俺が行った場所でもいいんだな」

　夕が思い出したようにたずねてくる。もちろん、夕の行ったことがあるというのを気にするのは、新婚旅行だからというのが大きい。だけど――。

「夕と一緒にいられるだけでいいってわかったから」

「小夏……」

　いまだって、すごく楽しい。夕はハッとしたように目を瞬かせていた。

「次はどこか行きたいとこあるか？」

「あ、何個かチェックしてきたの。えっと……」

　バッグから旅行雑誌を取り出して夕に見せる。

「夕は？　どこに行きたいの？」

「俺？　俺はどこでも……」

「どこでも、じゃなくてちゃんと教えて」

　些細なことでも言い合える仲じゃないと、籍を入れただけじゃ夫婦になれないと思う。だから、どんなことでも夕の気持ちが知りたかった。

「……わかった。なら……」

　そう言って、夕も私に行きたい場所を告げてくれる。と言っても、だいたい私を優先してくれるから、結局いいのかどうかわからなかった。でも、ふたりで決めたことには間違いない。

「このカフェ、すっごく人気なんだって。建物もレトロでいいでしょ？」

　私がチェックしていた古民家カフェへ行くと、女の子ばかりが並んでいた。和の中に少し洋のインテリアなどを加えられた店内は、大正ロマンといった雰囲気で趣がある。

「ああ、いいな。懐かしい感じがする」

　夕が並ぶと、すでに並んでいた女性たちがちらちらと振り返る。

　やっぱり、目立つんだろうな。感心しながら、整った顔を見上げていると。

「……小夏、頭に小さい葉っぱついてる」

「え？　どこに……」

「ここ」

　私が払うより早く、夕が葉を取ってくれた。

「どこ歩いたら、こんなものがつくんだ？」

　面白そうに笑う夕に、ちらちらと彼を見ていた女性たちから黄色い声が上がる。夕はそんな声なんていっさい聞いていなくて、ただ私だけを見下ろしていた。

　カフェでお茶したあとは、きれいに整備された駅前の通りを歩き、情緒ある古い街並みを観光する。

　ちょうどあたりが茜色に染まる頃で、ただでさえノスタルジックな街並みが、さらに儚く美しく見える。

　お茶したばかりだったけど、ここでもふたりとも気になっていた金箔ソフトや醤油ソフトを食べたり、建物の写真を撮ったりと楽しんだ。

　思ったよりも人がいなくて、歩きやすい。何気なく街の風景を眺めていると、夕から手をつないできた。

　普段、街を歩いているときはあまりされないので、驚いて見上げると、夕は照れくさそうにはにかんでいた。

「いいだろ。少しくらい」

「うん……」

　むしろ、嬉しい。取られていただけだった手を、指を絡めてつなぎ直す。夕も強く絡め返してくれた。

「ここに来た初日は、県全体の雰囲気を掴むために、大橋ともいろんなところに行ったんだ。けど、やっぱ違うな。小夏と回ると楽しいし、景色が違うよ」

　私を見下ろす夕の横顔に夕陽が当たり、きれいな影をつくる。

「それは言いすぎじゃない？」

「いや、本当に」

　からかうようにたずねると、真顔でうなずかれてしまった。

「小夏がいると発見があるし、自分でも小夏を喜ばせたいと考えていつもとは違うところへ行ったりする。そういうの……いいなってあらためて思ったんだ」

「それは、私も同じだよ」

　お互いを一番に考えているからこそ、私たちの関係がある。それはすごくいいことのように思えた。

「そろそろ、旅館に行くか。食事するのにいい頃だ」

　ひととおり観光を楽しむと、夕が腕時計に視線を落とす。ホテルには大橋さんがいるので、旅館を予約してくれたらしい。

「部屋に露天風呂がついてるから、ゆっくり楽しめるよ」

「えっ、すごい！　いいの？　そんなに豪華なところ……」

「いいだろ、それくらい。会社じゃなくて、ちゃんと個人で払うし。小夏を甘やかせないなら、なんのために働いてるのかわからないだろ」

　そう言って私の手を取ると、旅館へと歩き出した。

　十五分ほどすると、木が生い茂る中、旅館の名前が書かれた小さめの看板が現れる。天然温泉で有名なそこにたどり着くと、笑顔で迎えられてすぐに部屋へ案内された。

　厳おごそかな佇まいに、従業員の行き届いた接客は気持ちよく、必要な照明だけに絞った館内も落ち着いていて居心地がいい。

　広々とした和室からは街の景色が一望でき、露天風呂もふたりでも十分入れそうなほどの大きさがある。

「あっ、あそこってさっき行ったところじゃない？」

　窓辺に寄り、景色を指差す。すると、うしろから抱き締められた。

「小夏……」

「夕っ、どうしたの？」

　部屋に入ったばかりなのに、情熱的に抱き締められるとどう反応していいかわからない。腕の強さから、ずっと我慢していた感情が私にまであふれてくるよう。

「言っただろ、手加減できないって」

「それは……」

「風呂、入ろう」

　黒々とした瞳に誘われてうなずくと、服を脱がされ、一緒に露天風呂へ浸かる。

「小夏、もっとこっち」

　いつもと違う場所だし、少し離れていたせいか、気恥ずかしくなってお風呂の隅で座っていると夕に手招きされた。

「ここじゃ、ダメ？」

「ああ、ダメだな」

　くすりと笑った夕は私の反応を見て楽しんでいるみたい。

「おいで」

　とびきり甘い声で、うっとりとするほどの妖艶な笑みで呼ばれる。

「……うん」

　私は魔法にでもかかったみたいに近づいた。

　お風呂から出ると、せっかく着替えた浴衣を解かれ、肌を重ねる。何度も唇を寄せると、ふたりの距離はより縮まった気がした……。




　翌日、夕はまだ月曜の仕事が残っていたので、私だけさきに帰ることになった。

「それじゃあ、また明日」

「ああ、すぐ帰るよ」

　新幹線のホームで別れる。夕が出張へ行くときと違って、全然寂しくない。心も体も深くつながり合った熱を、まだ確かに感じられるから……。




　――夕が出張から帰ってくると、さっそくふたりで行きたい場所を言い合うことにした。

「じゃあ、〝せーの〟で指差すよ？」

「ああ、わかった」

　旅行のパンフレットをテーブルに並べ、向かい合わせで座ると、ふたりで「せーの」と声を上げる。それぞれが指差した……けれど。

「あれ……、夕もモルディブ？」

「小夏も？　なんだ、同じか」

　それぞれ行きたい場所を、と言ったはずなのに、ふたりとも同じパンフレットを指差して笑い合う。

「なんでそこにしたの？　なんか、リゾートだし夕っぽくないけど」

「新婚旅行だろ。小夏と行くならこういうところでただゆっくりしたい」

「ゆっくり？　建物とか照明を見なくていいの？　まぁ、リゾート地の設計は勉強になるかなぁ」

「勉強しに行くんじゃないだろ。それに、面白い建物も照明もいらいない。……小夏だけがいればいい」

　パンフレットを指したままだった手を取られ、指先をきゅっと握られる。

「夕……」

「小夏だけを求めて過ごしたい。……応えてくれたら嬉しいんだけど」

　長い指が私の指に絡み、上目遣いで妖しく見つめられる。まるで、もう私の返事を知っているみたいに。

「うん……。私も、夕とゆっくり過ごしたい」

　うなずくと手の甲にキスをされ、嬉しそうな笑みを向けられる。

「じゃ、さっそくいただくか」

「えっ？　い、いまって新婚旅行の話をしてたんじゃ……」

　戸惑っている間に手を引かれ、寝室へと連れて行かれるのだった……。




　――そうして、話し合いを重ねてやってきたのがこのモルディブ。

　青かった空はオレンジ色に変わり、やがてゆっくりと夜を連れてきた。熱をまとっていた風も涼やかになり、心地よく髪の間を通り過ぎていく。

「あっ、夕……そろそろご飯の時間じゃない？」

　深い紺色に変わりつつある空の下。スマホを見て声を上げると、仰向けになった顔に私の麦わら帽子を被せていた夕が目を覚ました。

「ん？　もうそんな時間か」

　帽子を取り、あくびをひとつして腕時計を確認すると、チェアから腰を上げる。

「じゃ、行くか」

「うん！」

　夕が私に手を伸ばしてくれたので、その手を取ってチェアから体を起こす。手を握ったまま、私と夕は予約していたレストランへ向かった。

「すごい……水族館みたい……！」

　水深六メートルのところにあるそこは、全面ガラス張りで泳ぐ魚を眺めながら食事を堪能できる空間だった。

　余計な飾り立てをしていないシンプルな店内は、魚たちがより見えるようにほの暗く照らされていて、とてもきれい。

「昼間だと照明がいらないよね。太陽光だけのほうが幻想的になるはず」

　いまは夜なのでライトがつけられ、真っ暗な水中を照らしている。昼なら自然と太陽が射し込み、この澄み渡った水中をキラキラと輝かせることだろう。

　そんな想像をしながら、天井を見上げていると。

「いまは仕事するな」

　うしろから夕に頭を押し上げられ、前を向かされてしまった。

「あ、ごめんなさい……。せっかくの新婚旅行なのに」

「いや、そういうところが小夏らしいっていうのは知ってるんだけどな。……ま、やっぱり俺だけを見ていてほしいってことだ」

　妖しく瞳を細めると、案内されたテーブルへ向かう。

「俺だけを、って……」

　結婚してもこんなにもドキドキさせられる。よそ見する暇なんてどこにもないのに。

　ゆるんでしまう頬を隠しながら、私も席へ座った。

「さすがシーフードレストランだよね。お魚がどれも新鮮……！」

　色鮮やかに盛りつけられたオードブルや大きなエビの白ワイン蒸しなど、どれも上品でおいしい。料理に合わせて用意されるワインも飲みやすく、心ゆくまで食事を楽しめていた。……なのに。

「あら……新野さん、じゃないですか？」

　ヒールの音を響かせて現れたのは、広告代理店の高羽さんだった。

　夕に何度も誘いを断られ、それでもめげずにいたらしい。だけど、結婚したことを知り、ついに手を引いていた。

　それなのに、なんでこんなところで……。

「お久しぶりです。まさかこんなところでお会いするなんて」

　体のラインを見せつけるかのようなタイトなワンピースに、高いヒールを合わせ、あいかわらずお手本の笑顔を向けてくる。

「……ああ、高羽さん、だっけ？」

　愛想抜群の高羽さんに対し、夕はしばらく考えたあとやっと名前がでる始末。真顔なのでわざとか、わざとでないのかはかりにくい。

　だけど、その間に高羽さんの片眉がピクリと動いた。

「ええ、高羽です。そろそろ覚えていただけると嬉しいんですけど……。あ、もしかして新婚旅行ですか？」

　横目でちらりと私を見てくる。その視線が夕に向けるものと全然違っていて鋭く、反射的に肩を縮こまらせた。

　だけど、夕の奥さんになったのだから。彼にふさわしい自分でありたい。

「こんにちは。お世話になっています」

　にっこりと笑って挨拶すると、高羽さんは少し怯んだように「あ、どうも。お世話になってますぅ」と愛想を返してくれた。

「……で、俺たちは見ての通り新婚旅行中だけど。それがどうした？」

　夕はわずかに苛立ちをはらんだ口調で訊く。

「いえ、ご結婚されたとは聞きましたけど、まさかあのときの……。やはり共通の話題って大事ですね。それがあったら、こんなに素敵な新野さんと結婚まで……」

　私を見下ろしながら、不敵に口角を上げる。

「なにが言いたい？」

「いえ、私もいろいろと勉強不足だったなぁと。一見すると男性慣れしていないような可愛らしい方のほうが、案外したたかなもんですよね。ね、奥さん？」

　明らかに私のことを言っている。前なら自信をなくしたり、いやな気分になったかもしれないけれど、いまはちょっと腹が立つ……程度で聞いていられた。

「どうなんでしょう。そういうことはよくわかりませんが、やっぱり相手を想う気持ちと相性なんだと思います」

　誰になにを言われようと、夕がそばにいてくれる。それをちゃんと実感しているから、なにも怖くない。

　私の答えを聞いていた夕は優しく微笑んでくれた。だけど、高羽さんに視線を移した瞬間、苦々しい顔つきになる。

「それで、なにをしにここへ？　俺たちの邪魔ならやめてくれ」

　夕が迷惑そうに言うと、高羽さんは取り繕うようにより笑顔をつくった。

「おふたりの邪魔なんてとんでもない。私は仕事で来てるんですけど、あちらに建築家の佐藤さんがいらしてるんですよ。それでご挨拶なんてどうかな……と」

　高羽さんにたずねられ、夕が気まずそうに眉を歪める。私に遠慮している表情だ。

　迷っている夕を見て、高羽さんが私に勝ち誇った笑みを浮かべる。なんだか悔しいけれど、いまは私情ではなく夕の仕事が優先だ。

「夕……いいよ。挨拶してくれば？」

「……ああ、悪い。ちょっと……」

　私に謝ったあと、席を立つ夕は社長の顔になっていた。

　高羽さんについていくんじゃない、同業者に挨拶をするだけだから。

　そう思うと快く見送ることができた。……だけど。

「遅すぎる……」

　テーブルに用意された料理は夕の分だけを残してもうすべてなくなってしまった。

　ガラス窓の外では私の苛立ちをあおるように、魚が優雅に泳いでいる。

　挨拶って、名刺交換すれば終わりじゃないの？　それとも、新婚旅行で来ていることを忘れてしまったのか。

　家でいるときもすれ違いが多くて寂しかったのに、ふたりだけの旅行でやってきたここでも、ひとりを実感することがあるとは思わなかった。

　ワインの最後のひと口を飲み干すと、やっと夕が戻ってきた。

「小夏、遅くなってすまない。挨拶だけのつもりが、一杯勧められて……」

「……いいよ。あ、料理おいしかった」

　笑顔もなく、残っているお皿を指差す。夕が社長である以上、仕方ないことだとわかっているのに、なかなか割り切れそうにない。

　高羽さんの前では夕の奥さんということで大人な対応を心がけたけれど、やっぱりふたりきりになると本音が出てしまう。

　こんな子どもな自分が好きになれないし、夕に見られたくないのに。

「ごめん……私、さきに戻ってるね」

「小夏……っ」

　これ以上、ここにいてもいい顔ができない。ふたりでいるときくらい、いつも笑っていたいのに。

　お店から出ると、泊まっているヴィラへ続く道を歩く。

　夜の砂浜は真っ暗できれいなのかどうかさえわからない……と思いきや、打ち寄せる波が青く光っていた。

「あ、そういえば旅行会社の人が言ってたっけ……」

　発光するプランクトンにより、夜になると海がイルミネーションのように青く輝くと聞いた。その現象がいま、目の前で起こっている。

　水中に光の粒を浮かべたような光景は、ファンタジー映画の世界へ迷い込んだみたい。思わず、目を奪われて立ち尽くす。

「夕と見ようって言ってたのに……」

　余計に寂しくなっていると、遠くからこちらへ駆け寄ってくる人影が見えた。

「小夏」

　やってきたのは夕だった。

　表情の変化がわかるまでそばに来ると、申し訳なさそうに見つめられる。

「ひとりにして悪かったよ。本当に……」

　私を引き寄せると胸の中に閉じ込める。熱い体と速い心臓の音から、心配してここまで来てくれたことが伝わってきた。

「そんなっ……」

　夕は悪くない。なにも、誰も悪くない。

「高羽さんに挨拶したのも、結構きつかったんじゃないのか？」

「そ、そんなこと……。私は夕の奥さんになったから」

「ああ、ありがとう。向こうへ行くことを勧めてくれたのも助かったよ。新婚旅行だし、本当はつらかったよな。……悪かった」

　このままふたりの体がくっついてしまうんじゃなかと思うほど強く抱き締められる。

「寂しいときは、寂しいって言ってくれたらいいから。気持ちを隠されるほうがしんどい。小夏のこと……いつだって一番に知っておきたいんだ」

「夕……」

　まっすぐな言葉が胸に刺さる。

「……寂しかった」

　言わないと決めていたのに。優しくされて、本音が漏れてしまう。

「ああ、大事な時間だったのに。仕事によそ見したのは俺だな」

　抱き締められた腕が強くなり、頭をそっとなでられる。私の心の毛羽立ったところがゆっくりとなでつけられていくようだ。

「仕事だもん。夕にとって大事なことだってわかってる。わかってるから……」

　謝らないでほしい。だけど、よそ見をしないでほしい。

　私も夕の背中に手を回し、ぎゅっとＴシャツを握りしめた。

　この気持ちが、どうか伝わってくれないだろうか。

「……もう寂しい想いはさせない」

　青く光る波打ち際、夕が私のあごをすくいあげて誓いのキスをくれる。唇を離すと、キスの続きをしているかのように、視線だけを絡め合った。

「よかった、夕とこの景色を見られて」

「景色？」

「ほら、青く光るビーチ。すごくきれいだよ」

　波打ち際を見て指差すと、夕は初めて気づいたとばかりに目を丸くした。

「本当だな……夜はこんな風になるのか」

「いま気づいたの？」

「小夏を追いかけることに必死だったからな。あと、どうやって謝ろうかって考えてた。……結局、単純に謝ることしかできなかったけどな」

　くすりと笑うと、私のおでこにキスをし、手を握る。

「戻ろう。……小夏をかわいがらせてくれ」

「……うん」

　手を引かれ、砂浜には目もくれずヴィラへと連れて行かれる。戻ってくるとすぐにベッドへ引っ張られた。

「あっ……」

　ふたりが寝転んでも十分あまるほど大きなベッドへ押し倒されると、体がマットにふわりと包み込まれる。

「小夏……」

　わずかなライトしかつけていない薄暗いなか、ベッドを軋ませ、夕が私の上に覆いかぶさる。熱く見つめられ、照れくさくなって夕の首に腕を回すと、優しいキスを降り注いでくれた。

「もう小夏しか見ない」

　その想いを示すように、キスの熱を上げる。甘く口内を探られ、舌を絡め取られると、体の奥がじんと痺れていく。

「私も、夕しか見てないよ……」

　キスに応えると夕の手が体に触れる。ワンピースの上からなぞられ、そのもどかしい刺激に体を揺らすと、背中のファスナーを下げられた。

「なんでだろうな。どれだけ小夏と一緒の時間を過ごしても、足りない。繰り返しほしくなる」

　露わになった肌に唇を寄せ、赤い花を散らされる。そのたびに体温が上がり、体が夕を求め出す。

「……これからもそばにいてほしい」

「もちろん……」

　にっこりと笑いかけ、夕の両頬を包んで引き寄せる。自分からキスをすると、夕はとびきり嬉しそうに微笑んでくれた。

「前なら恥ずかしがって、自分からキスなんてしてこなかったのにな」

「それは、まぁ……」

　付き合いはじめた頃はなにもかもわからなかったけど、夕が全部教えてくれたから。人を好きになることも、想いの返し方も、誰かを愛おしいと感じるこの気持ちも。

「これからはもっと……素直になるから」

　恥ずかしがらず、遠慮せず、想いを伝える。

「ああ……わかった。小夏のことなら、全部受け止めるから安心しろ」

「うん……」

　どんなことがあっても、これからふたりで歩いていく。

　肌を重ね、強く抱き締められる腕の中で、幸せの一歩を踏み出した。




「ん……朝……？」

　たっぷりと愛されて眠ったあと、大きな窓から差し込む陽射しに目を細める。

　まだ眠っている夕を起こさないよう、ふっくらとしたベッドを抜け出して窓辺に寄ると、朝陽を浴びたビーチがキラキラと輝いていた。

　窓を開けると、爽やかな風が吹き込む。遠くからはさざ波が聞こえて、空には鳥が気持ちよさそうに飛んでいた。胸いっぱいに新鮮な空気を吸い込むと、自分が生まれ変わったような感覚を覚える。

　仕事の日の慌ただしい朝とは違い、ここは時間がゆっくり流れているみたいだ。

「いま、何時だろう？」

　テーブルに置いたままにしていたスマホを見ると、まだ起きるには早い時間を示している。豪華な朝ご飯はもう少し経ってからだ。

　もう一度、寝ようか。……ううん、夕の寝顔を堪能しよう。

　ベッドへこっそり戻ると、隣で眠る夕を見つめる。

　印象的な瞳はまぶたで伏せられ、長いまつげが降りている。聞こえてくるのは規則正しい寝息。

　あいかわらずきれいな寝顔……。

　こちらに横向きになっている前髪をそっとすいてみる。指からこぼれる髪の毛さえも、なんだか愛おしくてたまらない。

　起こさないように胸元に近づくと、私も目を閉じて背中を丸めた。

「……小夏……」

「えっ……？」

　私が近づいたことに気づいたのか。夕が小さく呟くと、私の背中を抱き寄せた。

「夕？　起きたの？」

　少し上を向くけれど、返事がないし目も開けない。

「小夏……愛してる」

　外だと波の音でかき消されてしまいそうなほど小さな寝言。だけどいま、ちゃんと私の耳には届いている。

「……今度は、起きてるときに聞かせてね」

　頬に口づけると、もう一度目を閉じた。

　夕のそばにいる。その幸せを噛み締めながら――。





ＥＮＤ












きみにだけ（あとがきに代えて）




「すみませーん、もう少し笑ってもらっていいですか？　少しだけでいいので！」

　多くの関係者で溢れるスタジオに、カメラマンのいまにも泣きそうなお願いが響く。それでも、カメラの前に立った夕が口角をあげる気配はない。

　なぜ写真撮影をしているかというと、前回の〝まちなかライトアップ〟が好評で第二弾が決まり、その宣伝で夕の顔写真入りポスターを作成することになったのだ。

「新野さん、作り笑いってできないんですか？　こう、ニカッと」

　休憩に入ると、一緒に見学に来ていた広瀬さんが笑顔のお手本を作ってみせる。

「べつにプロフィールの写真で笑わなくてもいいだろ。そもそも写真自体いらない」

　渋い顔をする夕の隣で、私も「うんうん」と頷く。クライアントが夕を目当てに女性が集まらないかと企んでいるのが見え見えだ。

「夕、お茶飲む？　ライトの前って結構暑いし、喉乾いたんじゃない？」

　お茶を紙コップに入れて勧めると、夕は「ありがとう」と笑って受け取った。その様子を見ながら、広瀬さんは「ふーん、そういうことね」となにやら呟いている。

　やがて撮影が再開されると、広瀬さんが「こなっちゃん、ちょっとカメラの近くに立ってみ？」と、カメラマンのそばを指差した。

「え？　ここですか？　なんで、こんなところに……」

　言われた通りの場所に立ち、夕を見るとバッチリと目が合う。……あ、笑った。

「お、いいですね！　その笑顔！　……視線だけこっちもらえませんかね？」

　カメラマンのお願いに広瀬さんが素早く反応し、「じゃ、カメラのうしろに立ったらいいんじゃね？」と、指示をだしてくる。だけど、そうすると夕が――。

「あれ？　さっきの笑顔、もう一回お願いしまーす！」

「無理だ。小夏が見えなくなった」

「なんつう理由……。ごちそーさまでしたっ！」

　スタジオに広瀬さんの大きな声が響く。結局、ポスターには真顔の夕を使うことで、撮影はお開きとなった。


＊　＊　＊　＊　＊



　最後までお読みくださった皆様、今作に携わってくださったすべての皆様、ありがとうございました。またお会いできることを願って。


春はる奈な真ま実み
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